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人口と開発//目次扉・スケッチ石垣島踊

杉本雄三・画く元・関西電力病院長〉

DｐｐｕＬＡＬＴＩＯＮＡＮＤＤＥＶＥＬＣｆ

巻
頭
言
／
「
調
整
」
か
ら
の
脱
却
Ｉ
「
革
命
」
は
不
可
避
か

森
－
久
３

○
本
協
会
の
出
版
物
「
二
十
一
世
紀
の
人
口
・
食
料
戦
略
‐
ア
ジ
ア
と
世
界
ｌ
」

日
本
財
団
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ベ
ス
ト
ヒ
ッ
ト
賞
第
一
位
を
受
賞

○
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
ラ
ョ
イ
セ
フ
）
に
国
連
人
口
賞

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

お
目
付
け
役
は
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
／

人
口
増
の
七
割
は
流
入
／
百
年
後
の
日
本
、

人
口
半
減
／
支
え
合
う
に
は
意
識
新
た
に
／

人
口
減
少
と
外
国
人
労
働
者
／
人
口
停
滞
、

○
ピ
ル
や
児
童
虐
待
で
意
見
交
換

Ｃ

Ｏ
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
開
く

●
メ
コ
ン
経
済
圏
の
実
情
と
問
題

鞠川胴墹鯆濯墹転Ⅱ利口・川口邑口ご■州■列〃
■
。
。
。
■
・
■
□
■
■
■
工
■
二
口
■
■
Ｔ
現
実
路
線
に
充
案
じ
た
論
雫
刀
工
。

○
開
会
式
挨
拶

○
特
別
講
演
ｌ
ウ
ィ
ニ
ー
・
ラ
バ
ン
議
員
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

セ
ッ
シ
ョ
ン
ー
ー
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
人
口
扶
養
力

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
Ｉ
食
料
安
全
保
障
と
人
口

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
持
続
可
能
な
開
発

○
開
会
式
挨
拶

第
Ⅳ
回
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
に
出
席
し
て

鮫
島
宗
明

１
’
ヒ
ッ
ト
賞
第
一
位
を
受
賞
皿
３

←
）
に
国
連
人
口
賞

６

７
１

桐
生
稔
出

江
戸
時
代
に
も
／
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
日
本
ｎ
年
連

続
世
界
一
／
子
供
、
最
少
一
八
三
四
万
人
／

ア
ジ
ア
問
題
な
ど
討
議
／
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
、
六
○
○
万
突
破
：
…
…
…
…
・
…
他

鮫
島
宗
明

■
』
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ふ
れ
た
見
識
も
で
て
き
た
。
し
か
し
、
大
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１
口
１
口

現
在
日
本
が
直
面
す
る
様
々
な
「
改
革
」

は
、
結
局
は
我
々
が
、
旧
く
は
「
応
仁
の

乱
」
以
降
、
明
治
維
新
で
も
先
の
敗
戦
後

も
、
ず
っ
と
引
き
継
い
で
き
た
総
シ
ス
テ

ム
に
触
れ
な
い
で
は
進
め
ら
れ
な
い
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。
現
象
的
に
は
、
「
改
革
」

の
一
つ
一
つ
の
「
動
機
」
と
な
っ
た
も
の

は
、
「
外
圧
」
で
あ
っ
た
り
、
「
事
件
の
頻

発
」
で
あ
っ
た
り
、
は
た
ま
た
「
財
政
破

綻
」
、
「
学
力
低
下
・
登
校
拒
否
」
、
「
デ
フ

レ
」
、
「
支
持
率
低
下
」
、
「
交
通
渋
滞
」
、
「
環

境
汚
染
」
な
ど
な
ど
、
種
々
雑
多
で
大
小

様
々
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
へ
の
取

り
組
み
が
す
べ
て
、
（
利
害
）
関
係
者
や
「
専

門
家
」
を
集
め
た
「
審
議
会
」
で
の
意
見

聴
取
や
日
本
式
の
「
調
整
」
に
依
存
し
て

き
た
。

こ
ん
な
取
り
組
み
で
は
ど
う
に
も
な
ら

巻
．
頭

..,￣角￣=一
一一出▲
％－－，

口

を
議
論
し
よ
う
と
い
っ
た
、

ふ
れ
た
見
識
も
で
て
き
た
。

き
く
脱
落
し
て
い
る
の
は
、

ぬ
事
態
で
あ
る
こ
と
は
、
国
民
も
既
に
鋭

く
感
じ
取
っ
て
お
り
、
ま
た
体
制
側
の
責

任
あ
る
人
々
の
間
に
も
、
「
国
の
カ
タ
チ
」
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日本原子力産業会議

副会長

森
や
や
本
質
に

し
か
し
、
大

人
は
何
の
た 久

￣

め
に
生
ま
れ
、
生
き
る
の
か
、
或
い
は
そ

う
い
っ
た
「
後
生
の
一
大
事
」
を
考
え
る

事
で
は
な
い
か
。
諸
「
審
議
会
」
に
哲
学

者
や
宗
教
家
の
顔
が
見
え
な
い
の
も
、
理

由
は
別
と
し
て
、
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

さ
て
い
う
ま
で
も
な
く
二
極
化
し
た
人

口
問
題
も
、
大
局
的
に
は
軌
を
一
に
す
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
専
門
で
な
い
筆
者
が

思
う
に
、
人
間
の
生
物
と
し
て
の
側
面
と

社
会
的
要
因
と
を
交
絡
し
た
視
点
か
ら
も
、

光
を
当
て
る
事
が
、
も
っ
と
あ
っ
て
い
い

の
で
は
な
い
か
。
生
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
過
酷

な
条
件
下
で
賦
活
す
る
と
い
っ
た
最
近
の

知
見
、
あ
る
い
は
「
男
女
共
学
が
少
子
化

に
関
連
」
の
説
、
心
理
的
、
あ
る
い
は
心

情
的
、
さ
ら
に
言
え
ば
血
液
型
の
割
合
の

変
化
等
な
ど
：
。
…
。

以
上
の
例
示
は
思
い
つ
き
に
す
ぎ
い
も

の
で
あ
る
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
実

に
多
く
の
局
面
が
あ
る
事
に
思
い
あ
た
る

の
で
あ
る
。
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鐸
一
胆

則
沮

今
エ
ロ
ホ
営
厚
’
’
水
か
窒
晨
肝
・
人
亡

Ｐ
Ｄ
）
と
の
共
催
』
で
罪
屏
催

腺
の
害
．
罪

ニ
ラ
ｌ
ｐ
ｌ
Ｔ
山

Ⅱ
一
「
食
料
安
全
ロ
木
筐
と
人
ロ
ー
環
倍

, 財
回
凶
の
隼

謂
発
に
平

席
－
我
１
．
Ａ
Ａ
Ｄ
Ｉ
「
Ｊ
Ａ

の
観
点
か
ら
零

韮
天
皓
腫

ｕ
と
開
発
に
牢

の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
の
中
て
紅
け

Eｌ毎
已
匡

昊
川
司
十
豆
へ
壬
□
不
当
年
．
水
ｊ
蜜
［

ユ
ロ
向
四
・
五
円

Ｆ
ム
コ

ロ
ー
Ｓ
）
、

ﾏ

ｰ

ﾉ１

一
氏
肌
障
ｌ
土
台

４
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僻
ｌ
；
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１
１
１
屯
７
Ｊ
二

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
持
続
可
能

な
開
発
ｌ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
未
来
ｌ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
。

世
界
人
ロ
の
六
割
を
占
め
、
人
口
密
度
の

高
い
ア
ジ
ア
地
域
と
、
広
大
な
太
平
洋
に
囲

〈国会議員〉

谷津義男人□と開発に関するアジア議員フォーラム

（ＡＦＰＰＤ）議長

前農林水産大臣、本協会評議員、

衆議院議員（自民)、

国際人□問題議員懇談会幹事長

清水壽二子本協会副理事長、参議院議員（自民）

国際人□問題議員懇談会事務総長

鮫島宗明衆議院議員（民主）

長浜博行衆議院議員（民主） 安
全
保
障
を
め
ぐ
る
条
件
が

い
る
が
、
今
回
の
会
議
で
は

由
化
の
最
も
急
先
鋒
で
あ
る

ン
ド
で
、
人
口
増
加
の
将
来

の
食
料
供
給
の
可
能
性
や
そ

ま
れ
た
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
は
人
口
と
食
幽

<事務局〉

広瀬

楠本

次雄

’'参

千舂

祐子

本協会常務理事

主任研究員

国際課長

渉外課長

事務局長

星合

加藤

全
く
異
な
っ
て

、
食
料
貿
易
白

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

予
測
、
将
来
へ

の
限
界
、
淡
水

資
源
な
ど
の

制
約
な
ど
の

条
件
を
『
璽
藏

さ
ら
に
、
自

由
貿
易
と
食

料
安
全
保
障

一
の
問
題
を
論

じ
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
リ

プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
・
ラ
イ

ッ
に
終
始
し

た
カ
イ
ロ
会

議
は
人
口
問

題
を
狭
義
に

捉
え
た
も
の

だ
っ
た
が
、

今
回
は
開
発

や
環
境
問
題
も
取
り
入
れ
、
広
い
意
味
で
の

人
口
・
開
発
会
議
と
な
り
、
す
ば
ら
し
く
有

意
義
だ
っ
た
」
（
イ
ア
ン
・
プ
ー
ル
ワ
イ
カ

ト
大
学
教
授
）
や
「
河
川
問
題
は
重
要
だ
。

水
は
極
め
て
大
切
で
、
水
問
題
を
め
ぐ
る
国

際
条
約
が
必
要
で
は
な
い
か
」
（
キ
ル
ギ
ス
タ

ン
）
な
ど
会
議
へ
の
賞
賛
の
声
が
相
次
い
だ
。

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
も
熱
の
こ
も
っ
た
真
剣
な

討
議
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
問
題
意
識
の
高

さ
と
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

参
加
国
は
、
日
本
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
モ
ン
ゴ

ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ラ
ン
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
韓
国
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
サ
モ
ア
の
二

｜
力
国
か
ら
国
会
議
員
三
十
九
名
、
国
連
人

口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
家
族
計
画
協
会
（
Ｎ
Ｚ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
な
ど
国

連
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
め
七
十
六
人
が
参
加

し
た
。

５

へ



開
会
式
で
は
、
ア
ネ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
保
健
大
臣
の
歓
迎
挨
拶
を
ジ
ュ

デ
ィ
ス
・
テ
ィ
ザ
ー
ド
国
務
大
臣
が
代
読
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
人
ロ
と
開

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
先
進
国
と
し
て
公

衆
衛
生
の
か
な
り
の
水
準
を
達
成
し
て
い
る
。

都
市
部
で
は
安
全
な
飲
料
水
が
確
保
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
満
足
す
べ
き
状
態
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
喘
息
の
罹

歓｡迎L■挨多拶国
の
公
衆
衛
生
は
安
全
だ
が

個
人
の
健
康
問
題
抱
え
る

発
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
員
グ
ル
ー

プ
会
長
、
谷
津
義
男
・
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）

議
長
、
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務

総
長
、
和
気
邦
夫
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長

が
挨
拶
を
行
い
、
清
水
嘉
与
子
・
副
理
事
長

が
中
山
太
郎
・
理
事
長
の
主
催
者
挨
拶
を
代

読
し
た
。

患
率
が
高
い
。
心
臓
動
脈
疾
患
の
死
亡
率
が

高
い
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
現
在
、

健
康
予
算
の
一
○
％
が
糖
尿
病
対
策
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
全
体
と
し
て
み

れ
ば
安
全
な
公
衆
衛
生
を
達
成
し
て
い
る
が
、

個
人
の
健
康
状
態
に
は
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
先
住
民
で
あ
る
マ
オ
リ
の
人
口
は

多
く
の
公
衆
衛
生
や
健
康
上
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
オ
リ
の
人
達
に
と
っ

て
は
安
全
な
水
資
源
の
入
手
や
、
肥
満
の
問

題
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
マ
オ
リ
が
お
か
れ
て
い
る
社
会
状

況
に
起
因
す
る
。
マ
オ
リ
の
肥
満
は
、
経
済

的
機
会
の
乏
し
さ
か
ら
安
価
な
食
料
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
現
状
を
反
映
し
て
い
る
。
安

価
な
食
料
は
脂
肪
や
糖
分
が
多
く
カ
ロ
リ
ー

が
高
い
が
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
肥
満
や

糖
尿
病
を
作
り
出
し
て
い
る
。

つ
ま
り
肥
満
の
問
題
も
食
料
安
全
保
障
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
生
じ
る
問
題
で

あ
り
、
特
に
、
こ
の
食
料
安
全
保
障
の
欠
如

で
犠
牲
に
な
る
の
は
女
性
で
あ
る
。

ま
た
多
く
の
若
年
層
が
失
業
状
態
に
あ
り
、

食
料
を
社
会
保
障
に
頼
っ
て
い
る
。
健
康
状

態
の
改
善
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
々
が
入
手
で
き

る
価
格
で
十
分
な
食
料
を
供
給
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

６
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各
国
が
自
分
の
国
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て

い
る
時
代
は
過
ぎ
た
。
現
在
は
相
互
依
存
の

社
会
で
あ
る
。
マ
オ
リ
の
格
言
に
「
自
分
の

庭
を
き
れ
い
に
し
て
か
ら
他
人
の
庭
を
き
れ

い
に
し
ろ
」
と
い
う
言
葉
あ
る
が
、
自
国
の

問
題
に
取
り
組
み
つ
つ
、
ア
ジ
ア
の
問
題
に

つ
い
て
も
責
任
を
と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

現
在
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
口
・
開
発

議
員
グ
ル
ー
プ
で
も
ア
ジ
ア
と
の
か
か
わ
り

を
深
め
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
員

グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど

か
ら
六
名
の
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
に
参
加
し

て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
英
連
邦
ヨ
モ
ン
ウ

エ
ル
ス
）
サ
ミ
ッ
ト
の
準
備
過
程
で
そ
の
宣

言
文
を
準
備
し
て
い
く
上
で
「
女
性
、
女
児
、

歓〕迎了挨口拶ア
ジ
ア
と
の
相
互
依
存
深
め
る

本
日
は
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
に
ご
参
集
賜
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
進
展
に
対
す
る
検
討
」
な
ど
の

内
容
を
盛
り
込
ん
だ
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
も
様
々
な
人
口
を

め
ぐ
る
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。
二
五
歳
末

先
進
国
は
過
剰
消
費
を
見
直
し
、
途
上
国
は
人
口
増
加
の
抑
制
を

国
璽

,ロ

スティーブ･

チャドウィック

人口と開発に関する

ニュージーランド

議員グループ会長；

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り

７

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
〈
云
議
開
催
に
あ
た
り
、

満
の
ク
ラ
ミ
ジ
ア
罹
患
が
マ
オ
リ
の
中
で
非

常
に
高
く
マ
オ
リ
の
六
○
％
が
感
染
し
て
い

る
。
ま
た
、
尖
形
コ
ン
ジ
ロ
ー
ム
な
ど
も
蔓

延
し
て
い
る
。
現
在
最
も
重
要
な
性
行
為
感

染
症
で
あ
る
エ
イ
ズ
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
移

民
に
多
く
、
そ
の
他
で
は
海
外
旅
行
で
感
染

し
た
白
人
に
見
ら
れ
て
い
る
。
エ
イ
ズ
罹
患

者
の
七
十
五
％
が
白
人
で
あ
る
。

ま
た
年
少
者
の
出
生
率
が
高
い
こ
と
も
問

題
で
あ
る
。
出
生
一
○
○
○
人
の
内
、
二
十

二
人
が
十
七
歳
以
下
の
出
産
で
あ
り
、
マ
オ

リ
に
限
っ
て
み
る
と
二
十
六
人
に
の
ぼ
る
。

財団法人アジア

人口･開発協会理事長

中山太郎

代読

副理事長工清水嘉与子



ス
テ
イ
ー
ブ
・
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
人
口
と
開

発
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
員
グ
ル
ー

プ
（
Ｎ
Ｚ
Ｐ
Ｇ
Ｐ
Ｄ
）
議
長
を
は
じ
め
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
員

グ
ル
ー
プ
の
皆
様
、
ジ
ル
・
グ
リ
ァ
ー
事
務

局
長
を
は
じ
め
と
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

家
族
計
画
協
会
の
皆
様
に
献
身
的
な
ご
尽
力

と
協
力
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

議
員
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
家
族
計
画
協
会
の
皆
様
の
ご
協
力
な
く
し

て
本
会
議
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
尽
力
と
ご
協
力
に
対
し
主
催
者
と
し
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
こ
の
美
し
い
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
る
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
を
大
変
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
急
に
公

務
が
入
り
、
ど
う
し
て
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
誠
に
残
念
で
す
。

こ
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会

議
員
代
表
者
会
議
は
、
今
回
で
十
七
回
を
数

え
ま
す
。
私
ど
も
は
毎
年
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
の
国
々
で
定
期
的
に
こ
の
会
議
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
人
口
と
開
発
に
か
か
わ

る
国
会
議
員
活
動
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
継
続
性

を
持
っ
た
活
動
は
他
に
な
い
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。

私
ど
も
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協

会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）
も
、
ま
た
人
口
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
）
も
、
人
類
の
未
来
を
決
定
的
に
左
右

す
る
人
口
問
題
を
解
決
し
、
持
続
可
能
な
開

発
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
代
表
で

あ
る
国
会
議
員
が
、
こ
の
問
題
に
深
く
か
か

わ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
信
念

の
も
と
同
時
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
約
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
密
接

な
協
力
関
係
を
持
ち
、
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は

双
子
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
と
し
て
も
、
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
員
グ
ル
ー
プ
が

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
正
規
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
盟
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
改
め
て
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。こ
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
の
目
的
は
、
人
口
問

題
を
解
決
し
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る

た
め
に
、
国
会
議
員
の
皆
様
に
情
報
を
提
供

し
、
皆
様
が
各
国
で
行
っ
て
お
ら
れ
る
経
験

や
お
考
え
を
交
換
し
、
さ
ら
に
、
皆
様
が
各

国
政
府
に
働
き
か
け
て
い
く
「
場
」
を
提
供

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
の
食
料
安
全
保
障
、
水
資
源
と
人
日

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
十
｜
世
紀
は
「
水
と
生
命
の
世
紀
」
と

い
わ
れ
ま
す
。
水
資
源
、
と
り
わ
け
淡
水
資

源
は
非
常
に
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
り
、
人
類

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
資
源
で
す
。
様
々
な

推
計
が
あ
り
ま
す
が
人
間
が
利
用
で
き
る
淡

水
資
源
の
量
は
一
説
に
よ
る
と
地
球
全
体
の

水
の
総
量
の
わ
ず
か
一
億
分
の
九
と
も
い
わ

れ
ま
す
。

太
平
洋
地
域
は
そ
の
周
り
を
巨
大
な
水
で

囲
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
水
は
海
水
で
あ

り
、
直
接
穀
物
生
産
や
飲
料
に
使
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
人
類
が
持
続
可
能
に
使
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
太
陽
の
熱
で
暖
め
ら
れ
、

蒸
発
し
降
水
と
い
う
形
で
循
環
し
て
い
る
水

だ
け
で
す
。
南
極
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
は
、

氷
床
や
氷
河
と
し
て
膨
大
な
淡
水
資
源
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
と
同
時
に
、
海
水
面
の
上
昇
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な

８
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り
ま
す
。

人
類
が
生
き
て
い
く
上
で
食
料
は
不
可
欠

な
も
の
で
す
。
世
界
人
口
は
、
人
口
増
加
抑

制
の
た
め
に
多
大
な
努
力
を
し
て
も
な
お
増

加
を
続
け
て
い
ま
す
。
国
連
が
発
表
し
た
二

○
○
○
年
の
人
口
推
計
で
は
、
人
口
増
加
の

将
来
予
測
が
上
方
修
正
さ
れ
、
八
十
九
億
人

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
た
一
一
○
五
○
年
の

人
口
が
九
十
三
億
人
に
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

人
口
増
加
率
の
低
下
が
以
前
考
え
ら
れ
て
い

た
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
の
が
そ
の
原
因
で
す
。

世
界
全
体
で
は
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、

年
間
七
千
万
人
ほ
ど
の
人
口
増
加
が
続
く
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
口
に
食
料
を

供
給
す
る
上
で
、
最
も
大
き
な
制
約
要
因
と

な
る
の
が
淡
水
資
源
で
す
。

こ
の
増
加
す
る
人
口
を
限
ら
れ
た
水
資
源

で
い
か
に
し
て
支
え
て
行
く
か
Ｉ
。
そ
こ
で

今
回
の
会
議
で
は
「
水
と
食
料
安
全
保
障
」

を
主
題
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
会
議
で

は
人
口
増
加
と
淡
水
資
源
の
制
約
、
さ
ら
に

そ
れ
が
も
た
ら
す
食
料
危
機
の
問
題
を
扱
う

だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
球
の
中
で
「
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
」
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

今
回
の
会
議
は
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
十
七
回

の
歴
史
の
中
で
初
め
て
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
会
議
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
ア
ジ
ア
地
域
と
異
な
り
、

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
は
海
洋
に
囲
ま
れ
広
大
な

地
域
で
す
が
比
較
的
人
口
規
模
が
小
さ
い
地

域
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
自

然
が
美
し
く
残
さ
れ
て
お
り
、
会
議
開
催
地

で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
見
て
も
、
人

口
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
豊
か
さ
を
痛
感
い

た
し
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
国
士
面
積
が
非

常
に
小
さ
な
島
喚
国
が
多
く
、
環
境
劣
化
の

影
響
を
強
く
受
け
や
す
い
地
域
で
も
あ
り
ま

す
。環
境
問
題
や
人
口
問
題
は
地
球
規
模
的
な

問
題
で
あ
り
、
一
つ
の
国
や
地
域
に
留
ま
る

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
影
響
は
国
境

を
超
え
、
地
域
と
い
う
枠
を
越
え
、
地
球
全

体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

地
域
の
問
題
を
解
決
し
、
地
球
規
模
の
問

題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
国
会

議
員
に
は
果
た
す
べ
き
大
き
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
今
回
、
こ
の
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
代

表
者
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
意

味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
多
く
の
途
上
国
は
人
口
増
加
や
貧
困

に
悩
み
、
多
く
の
先
進
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

食
料
の
過
剰
消
費
を
今
な
お
続
け
て
い
ま
す
。

環
境
の
破
壊
、
人
口
の
増
加
か
ら
最
も
強
く

影
響
を
受
け
る
の
は
小
さ
な
途
上
国
で
す
。

島
喚
国
の
中
に
は
地
球
温
暖
化
と
そ
れ
に
伴

う
海
水
面
の
上
昇
か
ら
国
そ
の
も
の
の
喪
失

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

人
類
が
こ
の
地
球
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

先
進
国
は
過
剰
な
消
費
を
見
直
し
、
途
上
国

は
、
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
全
力
で
行
う
こ
と
し
か
道
は
な
い
と

考
え
ま
す
。

そ
の
意
味
か
ら
言
い
ま
す
と
、
世
界
最
大

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
が
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
議
定
書

か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
た
こ
と
は
極
め
て
遺

憾
な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
自
然
あ
ふ
れ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
人
類
の
生
存
を
基
本
的
に
制
約
す
る
淡
水

資
源
と
食
料
安
全
保
障
の
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
は
主
催
者
と
し
て
大
き
な
喜
び
で

す
。今
回
こ
の
重
要
な
テ
ー
マ
を
考
え
る
に
あ

～



た
っ
て
各
分
野
の
世
界
的
な
権
威
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。
地
球
環
境
と
食
料

生
産
を
ご
専
門
と
さ
れ
て
い
る
宮
崎
公
立
大

学
学
長
の
内
嶋
善
兵
衛
先
生
、
ベ
ト
ナ
ム
に

お
い
て
緑
の
革
命
を
推
し
進
め
、
そ
の
食
料

増
産
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
、
ア
ジ

ア
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
も
言
わ
れ
る
マ
グ
サ
イ

サ
イ
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ア
ン
ザ
ン
大
学
の
ス

ア
ン
先
生
、
ま
た
、
人
口
増
加
と
灌
概
開
発

と
い
う
観
点
か
ら
ご
講
義
頂
く
ス
リ
ラ
ン
カ

の
ア
ベ
コ
ー
ン
先
生
で
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
は
、
島
と
い
う
限
ら

れ
た
地
域
の
中
で
の
人
口
増
加
と
灌
概
開
発

の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
地
域
で

ど
う
生
き
て
い
く
の
か
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
事

例
は
私
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
太
平
洋
地
域
か
ら
二
人
の
権
威

あ
る
講
師
を
お
招
き
致
し
ま
し
た
。
現
在
ニ
ュ
ー

カ
レ
ド
ニ
ア
に
あ
る
太
平
洋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

事
務
局
で
人
口
学
者
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
リ
ス
・
マ
ッ

ク
マ
レ
ー
先
生
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
ワ
イ
カ
ト
大
学
で
人
口
研
究
所
所
長
を
務

め
て
お
ら
れ
る
イ
ア
ン
・
プ
ー
ル
先
生
で
す
。

二
十
一
世
紀
最
初
の
年
に
こ
れ
ら
の
重
要

な
問
題
に
つ
い
て
、
こ
の
緑
あ
ふ
れ
る
美
し

い
国
で
会
議
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
た
い

第
十
七
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

国
会
議
員
代
表
者
会
議
に
ご
参
集
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
開
催
に
あ
た

り
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
員

グ
ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｚ
Ｐ
Ｇ
Ｐ
Ｄ
）
議
長
を
は
じ

め
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
議
員
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
、
ジ
ル
・
グ
リ
ァ
ー

事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
家
族
計
画
協
会
の
皆
様
に
献
身
的
な
ご

協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま

人
ロ
問
題
解
決
に
大
き
な
役
割
を
持
つ
政
治
家
の
「
意
志
」

震 蕊

人ロと開発に関する

アジア議員フォーラム

議長谷津義男

へ
ん
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
会
議
が
大
き
な
成

果
を
産
む
こ
と
を
確
信
し
主
催
者
の
開
会
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

た
会
議
を
主
催
さ
れ
た
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人

口
・
開
発
協
会
に
も
会
議
開
催
を
お
祝
い
申

し
上
げ
、
そ
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、

長
ら
く
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
準
会
員
国
で
あ
っ
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
正
規

メ
ン
バ
ー
と
な
ら
れ
た
こ
と
に
改
め
て
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
の
食
料
安
全
保
障
、
水
資
源
と
人
口
」

で
す
。
二
十
一
世
紀
の
最
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
こ
の
問
題
を
、
二
十
一
世
紀
最
初
の

年
に
国
会
議
員
会
議
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
慧
眼
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

す
。今
年
は
「
全
て
の
人
の
飢
餓
か
ら
の
解
放
」

を
願
っ
て
開
催
さ
れ
た
食
料
農
業
機
構
（
Ｆ

０
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Ａ
Ｏ
）
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
五
年
目

に
あ
た
り
ま
す
。
本
年
十
一
月
に
は
Ｆ
Ａ
Ｏ

の
本
部
で
ロ
ー
マ
宣
言
と
行
動
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

食
料
問
題
は
人
口
問
題
が
な
け
れ
ば
発
生

し
な
い
問
題
で
す
。
こ
の
意
味
で
、
食
料
問

題
の
基
盤
は
、
こ
の
人
口
を
い
か
に
扶
養
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
九
九
六
年
の
Ｆ

Ａ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
・
ロ
ー
マ
宣
言
の
冒
頭
で
「
全

て
の
人
は
十
分
な
食
料
を
得
る
権
利
お
よ
び

飢
餓
か
ら
の
解
放
と
い
う
基
本
的
な
権
利
を

持
ち
、
安
全
で
栄
養
に
富
ん
だ
食
料
を
入
手

す
る
権
利
を
持
つ
こ
と
を
再
確
認
す
る
」
ま

た
「
私
た
ち
は
、
自
ら
の
政
治
的
意
志
と
し

て
、
ま
た
共
通
の
そ
し
て
各
国
の
公
約
と
し

て
「
全
て
の
人
に
と
っ
て
の
食
料
安
全
保
障
」

を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。
そ
し
て
、

二
○
’
五
年
ま
で
に
栄
養
不
足
人
口
を
現
在

の
半
分
に
ま
で
低
減
さ
せ
る
こ
と
を
当
面
の

目
標
と
す
る
。
」
と
躯
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
に
対
し
、
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト

ロ
首
相
が
、
二
○
一
五
年
に
な
っ
て
も
四
億

人
も
飢
え
さ
せ
て
お
く
つ
も
り
か
、
と
演
説

し
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
記
憶
に
鮮
明
に
焼

き
付
い
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
現
状
は
ど
う
か
。
ロ
ー
マ
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
一
九
九
六
年
に
八
億
人
と
推

計
さ
れ
た
世
界
の
飢
餓
人
口
は
減
る
ど
こ
ろ

か
、
現
在
で
は
十
二
億
人
に
増
加
し
た
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
に
世
界
人
口
の
五
分

の
一
が
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
す
。
現

在
の
飢
餓
問
題
は
、
地
域
的
な
不
作
や
天
候

不
良
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
社

会
的
に
食
料
を
購
入
す
る
能
力
の
な
い
人
々

を
襲
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
非
常
に
豊
か
な
実
り
の
あ
る
地
域

で
も
飢
餓
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
人
た
ち
が

存
在
す
る
し
、
天
災
な
ど
で
大
幅
に
収
穫
が

減
っ
た
地
域
で
も
飽
食
を
続
け
て
い
る
人
が

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
最
大
の
社
会
的
格
差
は
、
南
北

問
題
と
い
わ
れ
る
、
途
上
国
と
先
進
国
の
問

題
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
豊
か
と
い

わ
れ
る
先
進
国
の
中
に
も
飢
餓
に
苦
し
ん
で

い
る
人
が
い
る
し
、
最
低
開
発
国
に
も
飽
食

を
続
け
、
資
源
の
乱
費
を
続
け
て
い
る
人
た

ち
が
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
大
き
な
経
済
の

問
題
で
あ
り
、
社
会
の
問
題
で
す
。
各
国
の

国
内
事
情
、
歴
史
的
な
背
景
も
絡
み
、
非
常

に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
取
れ
ば
こ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
さ

れ
る
の
か
。
本
質
的
な
処
方
菱
は
今
の
と
こ

ろ
見
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
各
国
の
政
策
を
決
め
る
国
会
議

員
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
階
層
が
あ
ま

り
に
も
固
定
化
し
、
貧
困
な
階
層
で
は
教
育

を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
機
会
が
奪
わ
れ
て

い
る
よ
う
な
状
況
を
早
急
に
改
善
す
る
こ
と

は
言
を
待
た
な
い
と
お
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
へ
の
対
応
は
、
国
際
的
な

協
力
が
不
可
欠
な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
国
の
国
内
問
題

と
し
て
、
各
国
の
政
策
や
政
治
的
な
意
思
の

問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
現
代
的
な
問
題
の
重
要
性
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
う
一
つ
、
あ

る
意
味
で
は
も
っ
と
本
質
的
な
問
題
が
、
私

た
ち
の
目
前
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
地
球
の

重
量
を
人
体
に
た
と
え
る
と
、
全
て
の
生
命

の
総
重
量
は
、
「
ま
つ
げ
一
本
」
ほ
ど
で
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
、

か
す
か
な
世
界
の
中
で
、
私
た
ち
は
、
生
活

し
て
い
ま
す
。
こ
の
生
命
は
主
に
太
陽
の
エ

1１
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ネ
ル
ギ
ー
と
淡
水
を
使
っ
て
植
物
が
光
合
成

を
行
い
、
そ
の
植
物
を
利
用
し
て
全
て
の
動

物
が
生
存
し
て
い
ま
す
。

大
ま
か
に
言
っ
て
こ
の
地
球
に
降
り
注
ぐ

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
一
定
な
ら
ば
、
そ
の
太

陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
循
環
し
て
い
る
淡
水
資

源
の
量
も
基
本
的
に
一
定
で
す
。
こ
の
わ
ず

か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
循
環
す
る
水
だ
け
が
私

た
ち
の
生
命
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。
生
命

は
吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
最
も
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。
．

私
た
ち
今
に
生
き
る
も
の
の
使
命
は
、
人
々

の
生
活
を
守
り
、
未
来
の
生
活
を
守
る
こ
と

で
す
。
そ
の
意
味
で
、
人
口
問
題
は
人
間
の

尊
厳
を
守
る
た
め
の
活
動
な
の
で
す
。

こ
の
生
命
圏
を
人
間
が
大
き
く
侵
食
し
て
い

ま
す
。
｜
定
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
し
か
な
い

こ
の
地
球
の
生
命
圏
の
中
で
人
類
が
増
加
す

る
と
い
う
こ
と
は
他
の
生
命
を
奪
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
人
間
は
単
に
生

物
と
し
て
増
え
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
技
術

の
進
歩
に
よ
っ
て
、
過
剰
な
ま
で
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
用
し
、
地
球
に
非
常
に
大
き
な
負

荷
を
か
け
て
い
ま
す
。

現
在
世
界
人
口
は
六
○
億
人
を
超
え
、
毎

年
七
千
万
人
ほ
ど
の
人
口
が
増
え
つ
づ
け
て

い
ま
す
。
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
の
増
え
つ
づ
け
る
人
口
に
、
食
料
を
供
給

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
増
え
つ
づ
け

る
人
口
を
私
た
ち
は
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
食
料
増
産
を
果
た
す
上
で
最
も
大
き

な
障
害
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
淡

水
資
源
の
問
題
で
す
。
私
た
ち
が
永
続
的
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
淡
水
資
源
は
基
本
的
に

太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
循
環
し
て
い
る
水
だ

け
で
す
。

こ
の
量
は
想
像
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
は
る

か
に
少
な
い
も
の
で
す
。
世
界
の
各
地
で
現

在
既
に
水
ス
ト
レ
ス
や
水
不
足
の
状
態
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
先
ご
ろ
も
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ト
ル

コ
か
ら
水
を
購
入
す
る
契
約
を
結
び
、
周
辺

諸
国
の
反
発
を
か
っ
て
い
る
と
い
う
新
聞
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。

水
資
源
に
乏
し
い
中
東
や
北
ア
フ
リ
カ
な

ど
で
は
事
情
は
非
常
に
深
刻
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
地
域
の
人
口
増
加
率
は
非
常
に
高

く
、
今
後
い
か
に
し
て
増
加
す
る
人
口
を
扶

養
し
て
い
く
の
か
、
真
剣
な
対
応
が
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
世
界
の
紛
争
の

焦
点
は
石
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
く
水

の
問
題
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
資
源
が
逼
迫
し
、
さ
ら
に
人
口
圧

力
や
工
業
化
の
進
展
、
環
境
破
壊
的
な
方
法

で
農
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
土
壌
も
劣
化
し
、

食
料
生
産
を
支
え
る
基
盤
が
危
う
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

食
料
は
人
間
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
あ
り
、
飢
え
か
ら
の
解
放
な
く
し
て
人

間
の
尊
厳
を
保
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
意
味
で
、
食
料
は
単
な
る
商
品
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

現
在
、
世
界
は
か
っ
て
な
い
ほ
ど
相
互
依

存
し
た
社
会
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
食
料
も

重
要
な
貿
易
商
品
と
し
て
世
界
の
各
地
で
生

産
さ
れ
た
も
の
が
数
多
く
の
消
費
地
へ
と
運

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
は
特
に
食
料
品
の

海
外
へ
の
依
存
度
が
高
く
穀
物
の
場
合
で
あ

れ
ば
七
割
以
上
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
食
料
は
、
国
際
貿
易
商
品
と
し

て
国
際
的
な
商
取
引
や
貿
易
の
ル
ー
ル
に
従
っ

て
取
引
さ
れ
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
上
で
大

き
な
貢
献
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
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相
互
依
存
の
世
界
で
、
適
地
適
作
は
き
わ
め

て
重
要
で
す
。
し
か
し
、
現
在
の
貿
易
ル
ー

ル
を
見
て
み
ま
す
と
食
料
を
商
品
と
し
て
し

か
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
貿
易
ル
ー
ル
の
下
で
は
比
較
優
位
の

原
則
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
適
地
適
作
が
行

わ
れ
、
環
境
的
な
負
荷
も
少
な
く
、
食
料
の

生
産
効
率
が
上
が
り
全
体
的
に
効
用
が
最
大

に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
口
が
増
加
を
続
け
、
淡
水
資

源
が
不
足
し
て
い
く
中
で
、
は
た
し
て
将
来

的
に
も
比
較
優
位
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
、

食
料
供
給
を
保
障
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

仮
に
食
料
生
産
国
で
人
口
が
増
え
、
輸
出
余

力
が
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
食
料
輸
出
は
維

持
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
食
料
を
単
な
る
商
品
と
だ
け
考
え
る

現
在
の
食
料
貿
易
の
ル
ー
ル
を
徹
底
し
て
敷

桁
す
れ
ば
、
環
境
的
に
不
利
な
立
場
の
国
、

人
口
密
度
が
高
い
国
で
は
食
料
生
産
を
維
持

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
現

在
の
主
導
的
な
経
済
原
則
で
あ
る
比
較
優
位

の
原
則
は
、
増
え
つ
づ
け
る
人
口
、
経
済
を

支
え
る
環
境
や
、
水
資
源
、
土
地
な
ど
を
考

慮
に
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
人
口
は

増
加
せ
ず
、
食
料
生
産
を
支
え
る
土
地
や
淡

水
資
源
な
ど
は
潤
沢
に
あ
る
こ
と
前
提
と
し

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
食
料
生
産
を
支

え
る
環
境
が
不
足
や
劣
化
し
て
い
る
中
で
比

較
優
位
の
原
則
が
い
つ
ま
で
も
無
条
件
に
正

し
い
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
現
在
の
飢
餓
問
題
は
、
む
し
ろ
十

分
な
食
料
供
給
が
あ
る
な
か
で
そ
れ
が
適
切

に
配
分
さ
れ
な
い
と
い
う
経
済
・
社
会
の
問

題
で
す
。
こ
の
現
状
で
す
ら
私
た
ち
は
＋
一
一

億
の
飢
餓
人
口
を
抱
え
て
い
ま
す
。

環
境
が
劣
化
し
、
淡
水
資
源
が
不
足
し
生

産
余
力
が
な
い
中
で
、
人
口
に
対
し
て
食
料

供
給
が
不
足
す
る
事
態
に
立
ち
至
っ
た
ら
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
社
会

で
各
国
政
府
は
そ
の
国
民
の
尊
厳
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

食
料
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
す
。
こ
の

相
互
依
存
の
世
界
で
孤
立
し
て
自
給
自
足
を

達
成
す
る
と
い
う
の
も
非
合
理
で
す
が
、
同

時
に
食
料
を
全
面
的
に
輸
入
に
頼
る
と
い
う

の
は
、
そ
の
国
の
食
料
安
全
保
障
を
放
棄
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
戦
略
的
に

食
料
輸
入
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
失
う

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

人
類
の
未
来
を
考
え
る
と
、
将
来
的
な
食

料
生
産
の
可
能
性
を
保
持
す
る
こ
と
は
き
わ

め
て
重
大
な
意
義
を
持
ち
ま
す
。
現
在
の
国

際
的
な
貿
易
ル
ー
ル
や
経
済
的
な
観
点
だ
け

か
ら
言
え
ば
、
経
済
的
に
は
成
り
立
た
な
く

と
も
生
産
可
能
な
地
域
を
維
持
す
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
な
の
で
す
。

今
後
、
増
加
す
る
人
口
を
考
え
、
淡
水
資

源
の
制
約
を
考
え
、
土
壌
劣
化
や
都
市
化
の

進
展
な
ど
を
考
え
た
と
き
に
は
、
い
か
に
地

球
人
口
に
対
す
る
食
料
供
給
を
維
持
し
、
食

料
供
給
の
可
能
性
を
保
護
す
る
か
と
い
う
地

球
規
模
で
の
食
料
安
全
保
障
策
を
導
入
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

世
界
の
現
状
を
考
え
る
と
強
大
な
力
を
持

つ
先
進
工
業
国
の
多
く
が
食
料
輸
出
国
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
食
料
は
間
違
い
な

く
重
要
な
戦
略
物
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
食
料
を
一
国
の
政
治
的
な
利
益
の
た

め
に
、
ま
た
戦
略
的
な
政
治
の
道
具
と
し
て

使
う
こ
と
は
人
道
上
も
許
さ
れ
る
べ
き
問
題

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
言
え
ば
、
環
境
の
面
か
ら
も
人
道
的
な

面
か
ら
も
、
先
進
諸
国
が
工
業
部
門
の
利
益

を
農
業
に
投
入
し
て
輸
出
に
向
け
、
そ
れ
を

1３



戦
略
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
環
境
負
荷
の

面
で
も
、
他
国
の
食
料
生
産
基
盤
に
与
え
る

影
響
な
ど
の
面
で
も
言
語
道
断
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

今
後
の
地
球
の
食
料
安
全
保
障
を
考
え
る

と
、
先
進
国
は
飽
食
・
過
剰
消
費
の
先
進
国

の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
改
め
、
途
上
国
は
全
力

を
傾
け
て
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
が
絶

対
に
必
要
で
す
。
同
時
に
一
九
九
九
年
ハ
ー

グ
の
国
会
議
員
会
議
で
も
調
わ
れ
た
よ
う
に
、

地
球
規
模
的
な
視
点
を
確
保
し
、
国
際
貿
易

ル
ー
ル
で
も
長
期
的
な
合
理
性
を
確
立
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
各
国
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
政
治

家
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
国
の
国
民
を
飢
え

さ
せ
な
い
と
い
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

意
味
で
、
農
業
生
産
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
維

持
す
る
こ
と
は
経
済
的
な
利
益
を
超
え
て
何

よ
り
も
重
要
で
す
。

将
来
人
口
は
こ
れ
ま
で
思
っ
て
い
た
以
上

に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
口

増
加
が
激
し
い
国
々
の
人
口
増
加
率
の
減
少

が
思
っ
た
ほ
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち

国
会
議
員
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

各
国
と
も
財
政
が
厳
し
い
中
で
、
先
進
国

は
先
進
国
と
し
て
の
、
開
発
途
上
国
に
は
開

発
途
上
国
と
し
て
の
そ
の
国
の
将
来
を
見
据

え
、
地
球
の
未
来
を
考
え
た
当
事
者
と
し
て

の
務
持
を
持
っ
た
努
力
が
必
要
で
す
。

日
本
は
大
き
な
財
政
赤
字
に
あ
え
い
で
い

ま
す
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
劇
的
に

財
政
立
て
直
し
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
学
び
、
こ
れ
ま

で
果
た
し
て
き
た
国
際
的
な
役
割
を
維
持
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
地
球
規
模
的
な
問
題
の
根
底
に

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
は
最
も
好
き
な
都
市
の

Ｈ
－
ｖ

iｉ

エ
イ
ズ
の
撲
滅
に
熱
意
を

コリン・ホリス

ＡＦＰＰＤ事務総長

あ
る
の
は
人
口
問
題
で
す
。
そ
の
問
題
を
解

決
し
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
し
、
人
類
の

未
来
を
明
る
い
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
私

た
ち
政
治
家
の
「
意
志
」
が
大
き
な
役
割
を

持
ち
ま
す
。
共
に
未
来
の
た
め
に
働
き
ま
し
ょ

ニ
ワ
。二
十
一
世
紀
の
は
じ
め
に
あ
た
っ
て
、
こ

の
重
要
な
会
議
を
、
こ
の
美
し
い
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
で
開
催
で
き
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
の

国
会
議
員
の
皆
様
と
話
し
合
う
機
会
を
得
ら

れ
た
こ
と
を
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

今
回
の
会
議
で
も
真
剣
な
討
議
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

つ
で
あ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
非
常
に
広
範

な
も
の
で
こ
れ
だ
け
で
特
別
な
会
議
を
開
催

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
水
資
源
や
食
料
の
問
題
が
人
口
、
リ

プ
ロ
ヘ
ル
ス
に
与
え
る
影
響
も
十
分
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

現
在
人
口
問
題
で
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
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17ｔｈＡＰＤＡ会議ニュージーランドで開く

ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局

長
が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
と
日
本
政
府
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
協
力
に
心
よ
り
感

謝
し
、
先
ほ
ど
日
本
訪
問
し
た
際
に
、
中
山

先
生
、
谷
津
先
生
と
協
議
し
人
口
と
食
料
問

題
が
不
可
欠
な
問
題
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

の
啓
発
を
受
け
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
る
。

な
ら
な
い
の
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
問
題
で

あ
る
。
今
年
、
国
連
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に

対
す
る
国
連
特
別
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
は
世
界
を
悲
惨
な
状
況
に
陥

れ
て
い
る
。
各
国
が
こ
の
問
題
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
タ
イ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
政

府
が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
政

和気邦夫

ＵＮＦＰＡ事務局次長

国
連
本
部
で
開
か
れ
た
二
○
○
○
年
の
ミ

レ
ニ
ァ
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
も
様
々
な
問
題
が
協

議
さ
れ
た
。
現
在
の
人
口
増
加
の
水
準
で
い

く
と
一
一
十
五
年
で
一
一
十
億
人
が
増
加
し
、
都

市
人
口
が
増
大
し
、
持
続
可
能
性
が
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
弱
い
も
の
に
し
わ
寄
せ
が
き
て

し
ま
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め

の
能
力
の
制
約
に
直
面
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
、

資
金
、
人
材
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
制
約
が
存
在

し
て
い
る
．
コ
ー
エ
ン
教
授
は
、
文
化
の
多

様
性
を
考
え
な
く
て
人
口
問
題
へ
の
対
処
は

で
き
な
い
と
述
べ
た
．
こ
の
多
様
性
を
認
識

府
の
熱
意
の
あ
る
国
で
は
多
く
の
成
果
が
あ

が
っ
て
き
て
い
る
。

公
に
論
じ
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
る
よ
う
な

問
題
で
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

宗
教
的
に
問
題
が
あ
っ
て
も
こ
の
問
題
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

現
在
世
界
に
は
、
十
分
な
食
料
を
摂
取
で
き

な
い
人
も
多
く
、
安
全
な
飲
料
水
を
世
界
人

口
の
１
／
３
が
利
用
で
き
な
い
現
状
に
あ
る
。

ま
た
、
思
春
期
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
、
未
婚
者
に
対
す
る
教
育
な
ど
重
要
な

問
題
で
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
十
分
行
う
こ
と

で
、
ア
ジ
ア
の
エ
イ
ズ
の
蔓
延
を
ア
フ
リ
カ

の
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
し
な
い
こ
と
が
喫
緊
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
高
齢
化
、
都
市
化
も
問
題
を

発
生
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
社
会
的
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
拡
大
家
族
が
そ
の
崩
壊
に
伴
い
そ
の

機
能
を
失
っ
て
き
た
。
経
済
危
機
以
降
、
人

口
分
野
へ
の
資
金
が
減
少
し
、
人
口
問
題
解

決
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
困
難
に
直
面
し

て
い
る
。
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ま
た
、
富
と
開
発
利
益
が
偏
っ
た
形
で
配

分
さ
れ
て
お
り
、
広
く
人
々
の
間
に
行
き
渡
っ

て
い
な
い
。
権
力
者
が
富
と
開
発
利
益
を
独

占
す
る
こ
と
で
一
部
の
人
た
ち
が
潤
う
一
方

で
、
お
お
く
の
国
民
は
富
や
開
発
利
益
か
ら

完
全
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。

政
情
不
安
も
こ
の
地
域
の
特
色
で
あ
る
。

民
族
間
の
緊
張
が
東
チ
モ
ー
ル
、
西
パ
プ
ア
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
を
通
じ
て
フ
ィ
ジ
ー
ま
で
連

鎖
し
て
き
て
い
る
。

都
市
へ
の
移
動
に
伴
い
、
生
活
の
た
め
の

農
業
か
ら
人
々
が
離
れ
、
輸
入
食
料
に
依
存

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
食
事
も
健
康
も

影
響
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
地
域
は
各
国
で
事
情
が
ま
っ
た
く
異

な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
各
国
社
会
開
発
の
程
度
を
あ

ら
わ
す
人
間
開
発
指
数
や
人
間
貧
困
指
数
見

て
も
パ
ラ
オ
、
ク
ッ
ク
諸
島
や
ニ
ウ
エ
が
ほ

ぼ
先
進
国
の
水
準
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
や
バ

ヌ
ア
ツ
は
最
低
開
発
国
の
水
準
に
あ
る
。

多
く
の
国
で
は
情
報
の
収
集
が
十
分
で
は

な
く
、
そ
の
そ
の
不
十
分
な
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
、
計
画
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
問
題
と
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ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
人
口
扶
養
カ
ー
水
・
食
料
資
源
を
中
心
に
‐

農
業
は
環
境
の
産
物
で
あ
る
。
農
業
、
環

境
、
社
会
の
連
関
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
ず
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
気
候
条
件

を
作
る
。
気
候
、
水
圏
、
地
圏
、
生
物
圏
の

な
か
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
が
循
環
し
て
い
る
。

な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
開
発
は
外
国
の

知
識
で
行
わ
れ
て
き
た
。
地
域
の
声
は
重
視

さ
れ
ず
、
開
発
を
請
け
負
う
開
発
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
は
地
域
社
会
の
声
を
重
要
だ
と
考
え

な
か
っ
た
。

今
回
、
会
議
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
検
討
を
行

う
際
に
、
シ
バ
ル
を
例
と
し
て
上
げ
て
み
た

い
。
自
分
の
先
祖
は
シ
バ
ル
か
ら
き
た
。
シ

バ
ル
は
あ
ま
り
西
欧
文
明
の
影
響
を
受
け
て

い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
国
の
海
抜
は
一
一
一
ｍ
果
で
あ
り
、
北
の
人
々
の
責
任
で
あ
る
。
特

簡
単
に
い
う
と
植
物
生
産
を
食
料
に
か
え
る
、

こ
れ
が
農
業
で
あ
る
と
い
え
る
。

人
間
の
文
明
と
農
業
は
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
に
あ
る
。
農
業
生
産
性
の
余
剰
で
文

明
が
生
じ
、
技
術
の
進
展
が
余
剰
を
生
み
出

程
度
で
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
水
位
上
昇
の

影
響
を
直
接
う
け
る
。
そ
の
防
護
策
と
し
て
、

堤
防
を
作
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
る
が
、

農
地
が
な
く
な
り
、
食
料
供
給
に
も
問
題
が
生

じ
て
き
て
い
る
。
温
暖
化
の
結
果
、
今
世
紀

中
に
は
シ
バ
ル
が
な
く
な
る
と
も
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
の
は
シ
バ
ル
の
人
た
ち
で
は
な
い
。

こ
の
地
球
温
暖
化
は
先
進
国
の
活
動
の
結

た
。
産
業
革
命
以
降
人
口
も
六
億
か
ら
二
十

億
へ
と
三
倍
以
上
に
増
え
た
。
そ
れ
に
あ
わ

せ
て
食
料
生
産
も
増
大
し
て
い
っ
た
。
特
に

生
産
力
が
増
強
さ
れ
た
の
は
第
二
次
産
業
革

命
と
い
わ
れ
る
一
九
一
一
○
年
以
降
で
あ
る
。

し
、
文
明
が
発
達
し
て
い
っ
た
。

一
万
年
前
。
農
業
が
発
明
さ
れ
、
そ
の
後
、

生
産
性
が
向
上
し
、
安
定
し
た
農
業
生
産
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
十
世
紀
に
お
け

る
農
業
の
発
達
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き

に
北
米
の
責
任
が
最
も
大
き
く
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
一
一
五
％
が
北
米
と
い
わ
れ
て
い

る
。現
代
の
問
題
は
国
境
を
越
え
て
広
が
る
。

ど
こ
か
の
国
の
活
動
が
、
遠
く
離
れ
た
国
に

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
グ
ル
ー
バ

ル
化
が
進
展
し
て
い
く
中
、
自
分
た
ち
の
国

の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

議長

張懐西

ＡＦＰＰＤ副議長

（中国）
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講演する内嶋善兵衛宮崎公立大学学長
こ
の
期
間
、
生
産
力
が
増
大
し
た
理
由
と

し
て
は
一
九
四
○
年
か
ら
一
九
八
○
年
に
か

け
て
世
界
的
に
気
候
が
安
定
し
て
い
た
と
い

う
要
因
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
食

料
生
産
を
も
と
に
地
球
の
扶
養
人
口
が
急
速

に
増
加
し
た
。

こ
の
増
加
す
る
人
口
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
環
境
資
源
、
生
物
資
源
、
技
術
資
源
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
投
入
し
て
生
産
量
を
高

め
て
い
る
。
生
産
量
の
増
大
は
生
産
性
の
向

上
で
も
た
ら
さ
れ

た
。
一
九
六
○
年

以
降
、
異
常
な
勢

い
で
生
産
力
が
上

昇
し
た
が
、
耕
地

面
積
は
あ
ま
り
大

き
な
変
化
を
し
て

い
な
い
。
こ
の
収

量
の
急
増
の
中
で
、

コ
メ
よ
り
メ
イ
ズ
、

小
麦
の
収
量
増
加

が
著
し
い
。

し
か
し
こ
の
収

量
の
増
大
の
た
め

に
、
環
境
、
水
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
四
つ
の
資
源
を
使
い
す
ぎ

た
。

ア
ジ
ア
が
今
後
と
も
収
量
を
拡
大
し
て
い

け
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
、
そ
の
状
況
は
非

常
に
厳
し
い
現
状
に
あ
る
。
ア
ジ
ア
は
乾
燥

地
域
が
非
常
に
大
き
く
、
水
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
な
い
。
天
水
農
業
が
で
き
る
地
域
は
非

常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
人
口
増
加
に
伴

う
都
市
化
の
進
展
も
あ
い
ま
っ
て
、
肥
沃
な

農
地
が
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
緑
の
革

命
の
よ
う
な
高
収
量
品
種
の
改
良
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

コ
メ
を
九
○
～
一
○
○
キ
ロ
人
間
が
消
費

し
、
小
麦
、
メ
イ
ズ
を
家
畜
の
飼
料
と
し
て

使
っ
た
場
合
、
ア
ジ
ア
の
平
均
的
な
穀
類
消

費
量
は
一
人
あ
た
り
二
五
○
キ
ロ
に
な
り
一

九
九
三
年
の
中
国
の
水
準
ま
で
達
す
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
気
候
変
動
予
測
を
加

味
す
る
と
一
九
五
○
年
か
ら
二
○
五
○
年
ま

で
の
一
○
○
年
間
で
世
界
の
平
均
気
温
が
三

度
上
昇
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

ど
の
く
ら
い
激
し
い
気
温
の
変
化
か
と
い
う

と
、
こ
れ
ま
で
二
万
年
間
に
世
界
の
平
均
気

温
は
五
度
上
昇
し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
匹
敵

す
る
上
昇
が
こ
の
一
○
○
年
間
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
森
林
が
人
口
増
加
に
伴
い
最
初
は
、

耕
地
に
転
用
さ
れ
る
が
そ
の
後
、
都
市
に
転

用
さ
れ
、
優
良
農
地
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
り
、

森
林
が
喪
失
す
る
こ
と
か
ら
新
規
開
拓
農
地

の
余
地
も
乏
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

人
口
の
扶
養
力
に
は
土
地
利
用
パ
タ
ー
ン

や
技
術
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
一
九
九

八
年
の
国
連
人
口
推
計
を
使
っ
て
、
技
術
進

歩
を
計
算
に
入
れ
て
算
出
し
て
み
る
と
ア
ジ

ア
人
口
が
二
○
一
一
五
年
で
四
七
億
二
○
○
○

万
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
農
業
生
産
力
は
四

三
億
三
八
○
○
万
人
～
四
一
億
九
七
○
○
万

人
、
一
一
○
五
○
年
で
は
推
計
人
口
が
五
一
一
億

七
○
○
○
万
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
農
業
生

産
力
は
五
一
億
七
四
○
○
万
人
～
四
九
億
二

四
○
○
万
人
と
農
業
生
産
の
ほ
う
が
不
足
す

る
こ
と
に
な
る
。

収
量
の
上
昇
を
図
る
に
は
、
高
収
量
品
種

を
使
い
、
肥
料
な
ど
の
農
業
投
入
材
を
多
投

し
、
多
収
を
あ
げ
て
き
た
。
も
う
一
つ
の
方
法

は
耕
地
の
拡
大
で
あ
る
が
、
優
良
農
地
は
ほ

と
ん
ど
利
用
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
耕
地
面
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実
際
の
人
口
調
査
が
行
わ
れ
た
一
八
七
一

年
ま
で
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
は
、
推
計
す
る

根
拠
が
あ
ま
り
明
確
で
な
い
た
め
に
、
神
話

の
中
の
話
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
は
人
口
増
加
と
灌
概
開

発
、
灌
概
設
備
の
劣
化
と
遷
都
と
い
う
歴
史

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

初
め
て
人
口
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
一
八

七
一
年
で
そ
の
と
き
の
人
口
は
二
一
○
万
人

で
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
八
一
○
万
人
に
な
っ

て
お
り
、
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
四
○
年
二
・

一
％
程
度
の
人
口
増
加
率
で
あ
っ
た
も
の
が
、

菌 師

積
の
拡
大
は
非
常
に
難
し
い
。
生
態
系
の
不

可
逆
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
。

曇
壹
Ｍ
Ｅ

ユ
少
仁

雨
の
多
い
地
域
は
国
土
面
積
の
二
十
三
％
し

か
な
い
が
、
人
口
の
五
十
七
％
が
住
ん
で
い

る
。
現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
地
表
流
水
量
の

三
○
％
が
潅
概
に
使
わ
れ
て
い
る
。
過
去
三

年
間
、
旱
魅
被
害
が
長
引
い
た
。
ま
た
、
人

口
増
加
に
よ
っ
て
水
使
用
量
の
増
加
が
生
じ

て
い
る
た
め
、
ス
リ
ラ
ン
カ
最
大
の
河
川
で

あ
る
マ
ハ
ベ
リ
川
開
発
を
加
速
し
た
。

水
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
は
水
の
ミ
ニ

マ
ム
ニ
ー
ズ
を
考
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

産
業
用
水
の
需
要
な
ど
を
考
え
る
こ
と
も
重

要
に
な
る
。

農
薬
を
使
わ
ず
に
、
在
来
農
業
の
環
境
で

多
収
で
き
る
よ
う
な
改
善
が
必
要
。

％
ま
で
あ

附
力
深
定
汁

司
仁

ユ
ユ
化
或
や
ｎ
Ｊ
４
Ｅ
面

ス
リ
ラ
ン
カ
の
場
合
、
降
雨
の
多
い
地
域

で
は
米
の
天
水
栽
培
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

乾
燥
地
域
で
は
水
資
源
の
不
足
に
よ
っ
て
潅

概
面
積
が
減
少
し
つ
づ
け
て
い
る
．
様
々
な

改
善
に
よ
っ
て
、
稲
作
の
生
産
高
が
伸
び
て

い
る
が
人
口
増
加
の
ほ
う
が
大
き
く
一
九
八

○
年
代
か
ら
一
人
あ
た
り
の
生
産
量
が
減
少

を
続
け
て
い
る
。
人
口
増
加
が
米
の
需
要
を

増
大
さ
せ
、
水
資
源
に
圧
力
を
与
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
産
業
用
水
の
急
増
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
大
コ
ロ
ン
ボ
開
発
公
社
（
Ｇ

Ｃ
Ｄ
Ａ
）
の
経
済
特
別
区
の
拡
大
で
、
工
業

生
産
の
増
強
が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
、
工
業

分
野
で
の
水
便
用
量
が
十
五
倍
に
増
加
し
た
。

現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
の
二
一
％
が
都

市
部
に
居
住
し
て
い
る
。
都
市
人
口
の
七
○
％

が
衛
生
的
な
水
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
農
村
で
は
わ
ず
か
一
六
％
に
留
ま
っ
て

い
る
。
水
文
学
者
の
マ
リ
ン
・
フ
ァ
ル
ケ
ン

マ
ー
ク
が
「
水
の
逼
迫
」
と
「
水
の
欠
乏
」

と
い
う
水
問
題
に
関
す
る
指
標
を
開
発
し
て

お
り
、
有
用
で
あ
る
。

ま
た
、
廃
棄
物
の
処
理
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ボ
の
人
口
の
中
で
七

○
万
人
が
川
沿
い
に
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
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五
○
％
貧
困
世
帯
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ボ
の
貧

困
世
帯
の
３
／
４
の
世
帯
が
川
沿
い
に
住
ん

で
い
る
。
人
口
の
都
市
集
中
や
人
口
増
加
に

よ
り
、
淡
水
需
要
は
い
っ
そ
う
増
加
す
る
。

産
業
排
水
が
未
処
理
の
ま
ま
排
出
さ
れ
た
ら

環
境
、
人
体
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
。
古

く
か
ら
な
め
し
や
鉄
鋼
は
河
川
を
汚
染
す
る

事
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
農
民
は

＋
分
な
知
識
を
持
た
な
い
た
め
に
、
推
奨
便

用
量
の
二
倍
の
農
薬
を
使
用
し
、
水
質
汚
染

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
水
の
有
効
利

用
政
策
を
促
進
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
か
つ
て
無
料
で
あ
っ
た
水
道
料
金
に
課

金
し
現
在
は
有
料
と
な
っ
た
。
そ
の
他
に
水

に
関
す
る
対
策
が
必
要
な
分
野
と
し
て
は
、

水
系
感
染
症
の
予
防
が
あ
げ
ら
れ
る
。
水
の

需
給
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
ス
リ
ラ

ン
カ
の
水
使
用
の
中
で
農
業
の
水
使
用
量
が

最
大
で
あ
る
た
め
、
潅
概
効
率
の
向
上
が
最

も
重
要
な
対
策
と
な
る
。
ま
た
、
農
業
用
に

留
ま
ら
ず
生
活
用
水
、
工
業
用
水
を
総
合
的

に
効
率
よ
く
利
用
す
る
た
め
の
水
管
理
シ
ス

テ
ム
を
政
府
が
策
定
中
で
あ
る
。
ま
た
、
電

力
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
促
し
て
い
る
。

圃儲

地
球
の
面
積
の
三
五
％
を
オ
セ
ア
ニ
ア
が

占
め
て
い
る
が
、
そ
の
陸
地
の
割
合
は
○
・

○
四
％
で
し
か
な
い
。
そ
の
陸
地
の
分
布
を

地
域
別
に
見
て
み
る
と
メ
ラ
ネ
シ
ア
八
四
％
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
七
％
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
八
％
で

あ
る
。

太
平
洋
地
域
の
人
口
扶
養
力
を
考
え
る
場

合
「
貧
困
」
の
問
題
が
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
。

太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、
人
口
と
資
源
の
バ

ラ
ン
ス
が
脆
弱
で
あ
り
、
例
え
ば
漁
業
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
遠
洋
漁
業
を
営

む
資
金
が
不
足
し
て
い
る
。

市
場
経
済
化
、
都
市
化
に
よ
っ
て
生
活
様

式
が
変
化
し
、
そ
の
生
活
が
近
代
化
に
晒
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
環
境
、
生
活

Iliili
クマレー
･ゴー車藤目

ｕ
（

人
口
扶
養
力
を
考
え
る
場
合
、
十
分
な
食

料
生
産
が
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
を
い
か
に
市

場
に
流
通
さ
せ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

辿
宋
』
兜
冗

宰
坤
測
置
孝
勿
一
ｍ
》

太
平
洋
地
域
は
生
活
水

Ⅱ
弘
一
フ
ネ
シ
ア
、
準
が
低
く
、
余
剰
扶
養

Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
ｉ
ｍ
ｆ
ｌ
力
な
ど
な
い

扶
養
力
と
い
う
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
太

平
洋
地
域
に
は
余
剰
扶
養
力
な
ど
な
い
。
地

域
別
に
見
て
み
る
と
メ
ラ
ネ
シ
ア
で
は
オ
セ

ア
ニ
ア
地
域
の
陸
地
の
八
四
％
を
占
め
土
地

は
多
い
が
、
山
岳
地
帯
が
多
く
、
未
踏
の
地

も
多
い
。
そ
こ
で
は
市
場
経
済
化
、
近
代
化

の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
、
伝
統
的
な
村
落

で
の
生
活
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
い
る
。
メ

、

の
購
買
力
が
限

2０
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ラ
ネ
シ
ァ
の
な
か
で
も
最
大
の
土
地
面
積
を

も
っ
て
い
る
の
が
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で

あ
る
が
、
そ
の
人
口
増
加
率
は
高
く
二
・
四
％

に
な
っ
て
い
る
。
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に

は
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
土
地
面
積
の
六
三
％
が
存

在
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
生
活
形
態
は
、

移
動
耕
作
で
あ
り
、
労
働
集
約
的
な
農
業
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
移
動
耕
作
の
場
合
一
箇

所
で
耕
作
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
｜
度

耕
作
し
た
土
地
が
回
復
す
る
た
め
に
は
休
閑

期
を
長
く
取
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

一
般
に
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
は
市
場
経

済
化
の
中
で
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
商
品

作
物
の
生
産
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

売
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

家
庭
の
野
菜
畑
も
放
棄
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
働
け
る
も
の
は
都
市
に
出
て
行
っ

て
し
ま
う
た
め
、
農
村
に
生
産
年
齢
の
男
性

が
残
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
食
料
を
自
分
た
ち
で
作
る
と

い
う
身
近
な
食
料
供
給
が
失
わ
れ
て
き
て
い

る
。
人
口
の
増
加
に
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
。

そ
の
た
め
、
沿
岸
地
域
で
乱
獲
が
起
こ
り
沿

岸
部
の
漁
業
資
源
が
枯
渇
し
て
き
て
い
る
。

現
金
収
入
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

現
金
獲
得
の
機
会
が
な
い
の
で
、
短
期
の
収

益
を
確
保
す
る
た
め
に
、
漁
業
権
を
売
却
し

て
し
ま
う
。
ま
た
こ
の
地
域
は
政
変
が
起
こ

り
や
す
い
地
域
で
も
あ
り
、
政
情
不
安
が
扶

養
力
を
減
少
す
る
。
フ
ィ
ジ
－
の
よ
う
に
政

変
に
よ
っ
て
観
光
収
入
が
喪
失
し
て
し
ま
う
。

ま
た
メ
ラ
ネ
シ
ア
は
特
に
天
災
の
多
い
地
域

で
あ
り
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は
霜
の

た
め
に
食
料
が
取
れ
な
か
っ
た
。
一
○
○
万

人
が
食
料
不
足
に
直
面
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
の
援
助
で
救
済
さ
れ
た
。

こ
の
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
霜
害
で
は
、

人
々
が
伝
統
的
な
救
済
策
も
実
施
し
た
。
た

と
え
ば
、
伝
統
的
な
食
料
に
頼
っ
た
り
、
豚

な
ど
の
資
産
を
売
却
し
た
り
、
森
に
食
料
を

探
し
に
行
く
採
集
経
済
を
復
活
さ
せ
た
り
、

食
料
を
求
め
て
短
期
移
動
を
し
た
り
な
ど
の

対
策
を
人
々
が
取
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
地
域
の
人
口
構
造
は
若
く
、

今
後
し
ば
ら
く
人
口
増
加
の
傾
向
が
続
く
。

人
口
増
加
が
続
く
中
で
、
食
料
需
給
状
況
を

改
善
す
る
に
は
生
活
水
準
を
低
下
さ
せ
る
し

か
な
い
が
、
す
で
に
低
い
生
活
水
準
の
状
態

に
あ
り
、
生
活
水
準
を
低
下
さ
せ
る
余
地
が

な
い
。

つ
ぎ
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
場
合
、
小
規

模
な
島
国
が
ほ
と
ん
ど
で
資
源
も
産
業
も
な

い
。
世
界
で
最
も
人
口
密
度
の
高
い
地
域
に

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
施
設
の
地
代
と

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
経
済
援
助
が
国
家
収
入
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

現
在
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
料
を
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
安
価
な
輸
入
食

料
に
依
存
す
る
結
果
、
糖
尿
病
が
蔓
延
し
て

い
る
。
ま
た
、
遠
洋
漁
業
を
実
施
す
る
資
金

が
な
く
、
漁
業
権
を
他
国
に
売
り
渡
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
多
く
の
く
に
は
サ
ン
ゴ
礁
で

で
き
て
お
り
、
高
い
と
こ
ろ
で
も
海
抜
一
一
ｍ

し
か
な
い
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
水
面
の

上
昇
で
国
が
消
え
て
し
ま
う
状
況
に
あ
る
。

ナ
ウ
ル
津
リ
ン
鉱
石
の
枯
渇
に
伴
い
現
在
で

は
一
九
八
○
年
代
の
所
得
の
半
分
に
ま
で
所

得
が
低
下
し
た
。
淡
水
も
不
十
分
で
、
水
の

浄
化
装
置
も
な
い
。
リ
ン
鉱
石
が
枯
渇
し
た

結
果
、
現
金
収
入
が
な
く
な
り
ナ
ウ
ル
航
空

が
問
題
続
き
と
な
り
、
食
料
が
十
分
搬
入
さ

ミ
ク
ロ
ネ
業
シ
ア
水
資
源
は
天
水
に
頼

る
の
み
…
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れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

キ
リ
バ
ス
》
キ
リ
バ
ス
は
か
な
り
広
い
面
積

に
分
布
し
て
い
る
が
そ
の
間
の
交
通
路
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
ハ
ワ
イ
を
と
お
ら
な
い
と
自

分
の
国
の
東
側
に
い
け
な
い
。
首
都
の
タ
ラ

ワ
に
人
口
が
集
中
し
て
い
る
。
安
全
な
飲
料

水
も
得
ら
れ
な
い
。
水
資
源
は
ほ
と
ん
ど
天

水
に
頼
る
し
か
な
い
た
め
に
シ
ャ
ワ
ー
は
海

水
で
あ
る
。
ま
た
人
口
集
中
の
結
果
、
タ
ワ

ラ
の
環
礁
が
ご
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
現
在
の
人
口
増
加
率
で
言
え
ば
こ

れ
か
ら
三
十
年
で
人
口
が
倍
増
す
る
。

ま
だ
他
の
地
域
に
比
べ
て
希
望
が
あ
る
。

多
く
の
島
で
そ
の
島
で
生
活
し
て
い
る
島
民

よ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
移
民
し
生
活

し
て
い
る
人
が
多
い
。
人
口
密
度
も
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
に
比
べ
て
低
く
、
伝
統
的
な
生
活
を

残
し
て
い
る
。
人
口
移
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
領
サ
モ
ア
か
ら
は
ハ
ワ

イ
や
ア
メ
リ
カ
に
移
動
し
て
い
る
。
仏
領
ポ

リ
ネ
シ
ア
か
ら
は
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
や
フ

Ｂ
ト
ゴ
（
－
．
Ｆ
■
工
Ⅱ
（
工
食
料
安
全
保
障
の
余
地

聡
伽
蝋
靭
７
．
は
な
い

ラ
ン
ス
、
そ
の
他
地
域
か
ら
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
へ
の
移
民
が
多
い
。
若
く
て
教
育
を

受
け
た
ど
こ
に
行
っ
て
も
一
雇
用
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
た
ち
が
島
の
外
に
出
て
し

ま
う
。
島
に
残
る
人
々
は
老
人
や
子
供
な
ど

従
属
人
口
で
、
教
育
投
資
を
行
っ
て
も
そ
れ

が
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
ま

た
ポ
リ
ネ
シ
ア
か
ら
の
人
口
移
動
が
多
い
と

い
う
特
色
か
ら
、
こ
の
地
域
の
人
口
お
よ
び

食
料
安
全
保
障
の
状
況
は
受
入
国
の
移
民
政

策
次
第
で
変
化
す
る
。
人
口
が
増
加
す
る
と

ど
こ
が
吸
収
す
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

こ
の
地
域
で
は
特
に
産
業
が
な
い
た
め
に

輸
入
は
多
い
が
、
輸
出
は
少
な
い
。
水
資
源

と
の
確
保
の
た
め
に
は
貯
水
の
た
め
の
投
資

が
必
要
で
あ
る
。
メ
ラ
ネ
シ
ア
と
同
じ
く
資

金
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
遠
洋
漁
業
が
で

き
ず
、
漁
業
権
を
外
国
に
売
却
し
て
い
る
。

食
料
と
人
口
の
観
点
か
見
る
と
こ
の
地
域
で

も
、
余
剰
扶
養
力
は
な
い
。
自
然
増
は
高
い

の
で
、
移
民
で
出
さ
な
い
限
り
大
き
な
困
難

を
生
み
出
し
て
し
ま
う
。
旧
宗
主
国
で
あ
る

英
国
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
絶
対
貧
困
が
な

い
と
誇
っ
て
い
る
が
、
決
し
て
よ
い
状
況
で

は
な
い
。
特
に
環
境
や
経
済
状
況
の
面
か
ら

も
食
料
安
全
保
障
の
余
地
が
極
め
て
乏
し
い
。

ま
た
農
業
離
れ
、
都
市
志
向
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
土
地
が
地
域
の
所
有
に
な
っ
て
い
て
所

有
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
個
人

の
生
産
向
上
の
努
力
を
す
る
余
地
が
乏
し
く
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
す
る
と
、

共
有
財
産
が
急
速
に
劣
化
し
て
し
ま
う
。

ま
た
市
場
経
済
化
、
貨
幣
経
済
化
が
進
展

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
機
会
が

な
い
た
め
、
収
入
を
得
る
機
会
が
限
ら
れ
て

し
ま
う
。
絶
対
貧
困
と
か
、
食
料
の
熱
量
ベ
ー

ス
で
の
貧
困
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
雇

用
機
会
が
極
め
て
乏
し
い
と
い
う
、
機
会
の

貧
困
が
存
在
す
る
。

人
口
扶
養
力
は
食
料
、
水
だ
け
で
は
な
い
。

近
代
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
状
況
が

必
要
で
、
安
価
な
食
料
を
入
手
で
き
る
こ
と

が
重
要
な
の
で
あ
る
。

太
平
洋
地
域
は
す
で
に
過
剰
人
口
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
増
加
す
る
人
口
に
雇
用
機

会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
多

く
の
地
域
か
ら
人
口
移
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。

（
自
然
増
加
率
が
、
二
・
一
一
一
％
で
、
人
口
増
加

率
が
○
・
五
％
と
い
う
こ
と
は
一
・
八
％
の

増
加
分
が
流
出
し
て
い
る
計
算
に
な
る
。
）
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●
内
嶋
卵

所
得
の
上
昇
に
伴
っ
て
、
食
事
が
変
わ
っ

て
い
く
と
い
え
る
。
広
く
見
ら
れ
る
の
が
肉

食
化
で
、
日
本
で
も
戦
前
は
必
要
カ
ロ
リ
ー

○
ス
ラ
ヤ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ス
ラ
パ
テ
ィ
議

員
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
“

水
の
需
要
、
食
料
の
需
要
の
増
大
と
、
食

事
の
西
欧
化
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
富
め
る
国
と
貧
困
の
国

を
あ
る
程
度
均
衡
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

○
タ
オ
・
シ
ー
・
ピ
ン
議
員
（
中
国
）
“

中
国
の
水
資
源
は
不
足
し
て
お
り
、
世
界

の
平
均
水
資
源
の
１
／
４
し
か
な
い
。
そ
の

１
／
３
の
川
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
’
九
四

九
年
以
降
、
水
資
源
の
管
理
の
成
果
と
し
て

飲
料
水
が
何
と
か
保
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
世

界
人
口
の
二
二
％
を
擁
す
る
中
国
は
、
水
資

源
や
食
料
問
題
の
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て

い
る
。
華
北
で
は
水
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
上
流
か
ら
北
の
ほ
う
へ
と
水
の

迂
回
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
都
市
部
の
下
水

道
の
管
理
も
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

る
。

●
内
嶋
ｍ

今
回
の
発
表
し
た
人
口
扶
養
力
の
推
計
の
中

に
は
土
地
利
用
の
パ
タ
ー
ン
が
人
口
密
度
で

ど
う
変
わ
る
か
に
つ
い
て
は
捨
象
し
て
い
る

が
、
当
然
変
化
す
る
。
人
口
増
加
の
結
果
、

○
テ
オ
・
ホ
ー
・
ピ
ン
議
員
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
》

食
料
安
全
保
障
へ
の
対
策
と
し
て
土
地
利
用

の
向
上
は
可
能
か
。

の
六
○
～
七
○
％
を
穀
物
か
ら
摂
取
し
て
い

た
も
の
が
、
現
在
で
は
、
四
○
％
に
低
下
し

た
。
つ
ま
り
糖
や
デ
ン
プ
ン
な
ど
の
炭
水
化

物
か
ら
、
脂
肪
と
た
ん
ぱ
く
質
へ
と
摂
取
食

物
の
比
重
が
移
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
ま
た
穀

物
需
要
の
急
速
な
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
牛
肉
一
キ
ロ
を
作
る
た
め
に

は
穀
物
が
七
キ
ロ
必
要
で
、
豚
肉
で
は
四
キ

ロ
、
鶏
で
も
二
キ
ロ
の
穀
物
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
結
果
、
穀
物
需
要
が
急
増
す
る
。
健
康

に
生
き
る
た
め
の
食
事
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
和
食
な
ど
は
健
康
的
な
食

事
で
あ
り
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
も
重
要

と
な
る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
健
康
な
食
事
の

政
策
を
強
力
に
推
進
す
べ
き
だ
。
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耕
地
や
林
地
が
予
想
以
上
に
減
少
す
る
。
農

業
生
産
の
た
め
に
は
肥
沃
な
土
地
を
い
か
に

維
持
す
る
か
が
重
要
だ
が
、
肥
沃
な
土
地
は

都
市
の
周
辺
に
位
置
し
、
都
市
化
の
浸
食
を

受
け
て
い
る
。
こ
の
中
で
食
料
生
産
を
確
保

す
る
た
め
に
は
超
高
収
量
品
種
を
開
発
す
る

し
か
な
い
。
農
学
者
に
と
っ
て
重
要
な
挑
戦

と
な
る
。

○
ナ
フ
シ
ア
・
ビ
ン
テ
ィ
・
オ
マ
ー
ル
議
員

（
マ
レ
ー
シ
ア
）
識

食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
に
海
洋

を
利
用
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

●
内
嶋
》

六
三
八
○
キ
ロ
の
半
径
を
持
つ
地
球
も
、

人
間
の
活
動
の
前
に
は
小
さ
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
生
産
物
を
比
較
し
て
み
る
と
、
海
洋

か
ら
の
生
産
物
は
一
億
ト
ン
で
あ
る
の
に
対

し
、
陸
地
で
は
二
○
億
ト
ン
を
生
産
し
て
お

り
、
海
洋
か
ら
の
生
産
が
陸
地
か
ら
の
生
産

に
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
理
由
は
、
海
水
に
は
無
機
成
分
が
極

め
て
不
足
し
て
お
り
、
植
物
生
産
に
適
さ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
無
機
成
分
が
豊
富
な
の
は
、

河
川
、
沿
岸
、
湧
昇
流
近
辺
し
か
な
い
。
Ｆ

Ａ
Ｏ
の
報
告
か
ら
も
、
海
洋
か
ら
の
生
産
は

限
界
に
達
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

○
ラ
ク
シ
ュ
マ
ン
・
シ
ン
議
員
（
イ
ン
ド
）
“

豆
生
産
も
重
要
だ
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う

か
。

●
内
嶋
睨

大
豆
の
生
産
は
重
要
で
あ
り
、
二
四
○
○

万
ト
ン
を
中
国
で
、
一
億
ト
ン
を
ア
メ
リ
カ

で
生
産
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
豆
類
は
非

常
に
多
く
の
水
資
源
を
必
要
と
す
る
た
め
、

食
料
の
安
全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と

解
決
手
段
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

農
学
の
分
類
で
Ｃ
３
に
区
分
さ
れ
る
植
物

と
し
て
稲
、
麦
、
豆
科
植
物
が
あ
り
、
Ｃ
４

植
物
と
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
が
あ
る
。
メ

イ
ズ
（
と
う
も
ろ
こ
し
）
を
一
ト
ン
生
産
す

る
の
に
八
五
○
ト
ン
の
水
が
必
要
で
あ
る
の

に
対
し
、
Ｃ
３
植
物
で
あ
る
稲
は
一
五
○
○

ト
ン
、
豆
は
稲
以
上
に
多
く
一
八
○
○
ト
ン

の
水
を
消
費
す
る
。
豆
科
の
植
物
は
大
き
な

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の
水

資
源
を
必
要
と
す
る
。
食
料
安
全
保
障
に
寄

与
す
る
か
ど
う
か
は
若
干
疑
問
が
残
る
。

○
ス
ラ
ヤ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ス
ラ
パ
テ
ィ
議

員
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
癖

経
済
危
機
が
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
。

口
政
策
を
維
持
し
て
く
た
め
に
は
、
政
治
的

な
意
思
が
必
要
。
政
権
が
交
代
し
て
も
政
治

的
な
意
思
が
あ
れ
ば
成
果
を
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
場
合
政
権
が
変
わ
っ

て
も
人
口
政
策
は
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
、
乳

児
死
亡
率
、
妊
産
婦
死
亡
率
を
低
減
さ
せ
て

来
た
。

●
ア
ペ
コ
ー
ン

○
ベ
ト
ナ
ム
》

水
資
源
を
管
理
す
る
経
験
を
も
う
少
し
教
え

て
ほ
し
い
。

●
ア
ベ
コ
ー
ン
》

ス
リ
ラ
ン
カ
の
場
合
、
天
水
依
存
農
業
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
、
水
の

需
給
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
水
の
り

経
済
危
機
や
そ
の
他
の
変
化
の
中
で
も
人
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●
マ
ッ
ク
マ
レ
ー
』

○
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
叩

島
喚
国
に
も
西
欧
の
生
活
様
式
へ
の
欲
求

が
あ
る
と
思
う
が
こ
の
点
を
ど
う
考
え
る
か
。

●
ア
ペ
コ
ー
ン
堺

コ
ロ
ン
ボ
の
場
合
、
水
質
の
汚
染
が
最
大

の
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

川
沿
い
の
ス
ラ
ム
か
ら
そ
の
ま
ま
排
水
が
垂

れ
流
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
水
質
の
汚
染
や
、

工
業
用
水
の
排
水
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
全
国
的
に
見
る
と
農
薬
の
過
剰
使
用
が
問

題
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
改
善
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

○
マ
レ
ニ
ー
・
ス
カ
ベ
ジ
ュ
ヲ
ラ
キ
ッ
ト
議

員
（
タ
イ
）
》

ス
リ
ラ
ン
カ
の
場
合
、
水
の
量
は
十
分
だ

と
思
う
が
、
質
の
問
題
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

サ
イ
ク
ル
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
農

業
は
季
節
的
な
降
水
に
大
き
く
依
存
し
て
き

た
が
天
水
だ
け
に
依
存
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

●
内
嶋
》

中
国
、
韓
国
、
日
本
だ
け
で
は
な
い
、
砂

漠
周
辺
で
は
ど
こ
で
も
起
き
て
い
る
。
モ
ロ
ッ

コ
の
近
海
で
進
化
論
の
ダ
１
ウ
イ
ン
が
目
撃

○
ウ
・
フ
ァ
・
チ
ャ
ン
議
員
（
韓
国
）
皿
黄

砂
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
。

黄
砂
の
問
題
、
黄
砂
の
予
防
に
つ
い
て
何
か

で
き
る
か
。
地
球
の
温
暖
化
と
黄
砂
は
ど
の

よ
う
に
関
係
す
る
の
か
。
温
暖
化
は
砂
漠
を

拡
大
さ
せ
る
の
か
。
黄
砂
の
問
題
は
中
国
、

韓
国
、
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

何
ら
か
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の

だ
が
。

島
喚
国
で
も
西
欧
的
な
生
活
様
式
に
た
い
す

る
欲
求
は
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
伝
道
師
や
捕

鯨
船
の
船
員
な
ど
と
の
接
触
が
あ
り
、
西
欧

的
な
生
活
様
式
に
触
れ
て
き
た
。
島
喚
国
の

人
々
の
都
市
に
住
み
た
い
と
い
う
希
望
を
拒

否
で
き
な
い
。
し
か
し
都
市
化
は
低
栄
養
や

不
健
康
、
失
業
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
島

唄
国
の
人
々
が
近
代
生
活
を
し
や
す
い
よ
う

に
政
策
を
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の

中
で
も
雇
用
の
創
出
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

し
た
暗
い
海
（
ダ
ー
ク
シ
ー
）
な
ど
黄
色
い

塵
が
空
を
お
お
い
日
照
を
大
き
く
さ
え
ぎ
っ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
サ
ハ
ラ

砂
漠
の
場
合
、
サ
ハ
ラ
の
砂
は
キ
ュ
ー
バ
で

も
観
測
さ
れ
て
お
り
、
黄
砂
は
太
平
洋
を
渡

り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
観
測
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
地
球
規
模
の
問
題
で
あ
る
。
太
陽
放
射

の
観
測
結
果
に
よ
る
と
、
日
本
に
黄
砂
が
大

規
模
に
飛
来
し
た
と
き
に
は
太
陽
放
射
を
二

○
％
さ
え
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
が
長
期
に
続
け
ば
農
業
生
産

に
大
き
く
影
響
す
る
。
し
か
し
、
通
り
過
ぎ

て
い
く
も
の
で
あ
る
た
め
今
の
と
こ
ろ
短
期

的
影
響
と
し
て
計
算
に
入
れ
て
い
な
い
。

砂
漠
化
に
つ
い
て
の
ご
質
問
だ
が
、
地
球
温

暖
化
に
よ
っ
て
水
の
循
環
ス
ピ
ー
ド
が
速
く

な
る
。
地
球
規
模
水
循
環
モ
デ
ル
に
よ
れ
が

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
七
％
水
の
循
環
が
増

え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
緯
度

帯
で
は
降
水
が
減
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

気
温
が
一
度
上
昇
す
る
と
四
％
蒸
発
能
力
が

高
く
な
る
た
め
、
中
緯
度
で
は
旱
魅
の
影
響

が
強
く
な
り
、
砂
漠
化
が
拡
大
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
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○
ウ
・
フ
ァ
・
チ
ャ
ン
議
員
（
韓
国
）

対
策
は
ど
う
か
。

○
タ
オ
・
シ
ー
ピ
ン
議
員
（
中
国
）
”
森
林

伐
採
の
禁
止
と
植
林
の
義
務
づ
け
を
。

中
国
北
部
で
は
黄
砂
が
頻
繁
に
見
ら
れ
内

モ
ン
ゴ
ル
で
は
特
に
ひ
ど
い
。
森
林
破
壊
か

ら
影
響
が
出
て
い
る
。
中
国
東
南
部
に
も
影

響
を
当
て
て
い
る
。
川
の
上
流
部
で
の
森
林

伐
採
を
禁
止
し
、
植
林
を
実
施
す
る
。
伐
採

業
者
に
植
林
を
義
務
づ
け
る
。
大
都
市
周
辺

に
も
植
林
を
行
っ
て
い
る
。
協
力
し
て
対
処

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
鮫
島
宗
明
議
員
（
日
本
）
》

超
高
収
量
品
種
の
実
現
に
向
け
た
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
可
能
性
は
ど
う
か
。

●
内
嶋
》
収
穫
係
数
と
水
効
率
の
向
上
が
必

要
だ
。

複
合
的
に
農
学
技
術
を
最
適
化
さ
せ
る
こ

と
で
こ
れ
ま
で
食
料
生
産
を
極
大
化
さ
せ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
化
石
燃
料
の
投
入
と
産

出
の
比
を
考
え
る
と
本
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

す
る
こ
と
の
で
き
る
植
物
生
産
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
型
に
な
っ
て
い
る
。

穀
類
で
も
一
に
近
づ
き
、
温
室
栽
培
な
ど
で

は
一
以
下
に
な
っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
産
し
て
い
る
は
ず
の
植
物
生
産
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
収
穫
係
数
、
水
効
率
の
向
上
が
必

要
で
あ
る
。
現
在
の
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

濃
度
で
は
Ｃ
３
作
物
の
ほ
う
が
効
率
が
よ
い
。

し
か
し
、
収
穫
係
数
、
水
効
率
の
改
善
は
容

易
で
は
な
い
。
こ
の
方
向
で
の
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
ア
ペ
コ
ー
ン
》

産
業
廃
棄
物
の
投
棄
が
環
境
悪
化
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
五

倍
に
食
料
生
産
を
増
や
し
て
き
た
。
そ
の
代

償
と
し
て
農
薬
の
多
投
が
行
わ
れ
、
環
境
に

影
響
を
与
え
て
い
る
。

●
マ
ッ
ク
マ
レ
ー
》
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ず
、

島
国
の
環
礁
が
汚
染
し
て
い
る
。

オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
い
て
、
高
収
量
品
種
は

あ
ま
り
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
灌
概
シ
ス
テ

ム
が
基
本
的
に
な
い
た
め
、
灌
概
が
な
け
れ

ば
で
き
な
い
も
の
は
作
る
わ
け
に
い
か
な
い

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
肥
料
を
購
入
す
る
資
力

も
な
い
。
商
品
作
物
を
作
る
場
合
に
お
い
て

も
同
じ
で
あ
る
。

太
平
洋
諸
国
の
ご
み
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
は
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
ニ
ュ
ー
カ
レ

ド
ニ
ア
で
も
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
リ
サ
イ
ク
ル

は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ガ
ラ
ス
の
リ
サ
イ
ク

ル
す
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
島
国
の
環
礁
の

中
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
ご
み
処
理
は
都
市

生
活
の
代
償
。
援
助
国
も
こ
の
点
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
ト
ル
フ
ァ
イ
ヴ
ァ
レ
レ
イ
・
フ
ァ
レ
モ
ェ
・

レ
イ
ア
タ
ウ
ア
議
員
（
西
サ
モ
ア
）
四

人
々
は
貧
困
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。
ど

う
し
た
ら
改
善
で
き
る
か
。

●
マ
ッ
ク
マ
レ
ー
》

教
育
が
貧
困
を
改
善
す
る
最
も
大
き
な
契
機

と
な
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
実
際
の
改
善
に

つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
最
も
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
太
平
洋
地
域
で
教
育
は
か
な
り
普
及

し
て
き
て
い
る
が
、
就
業
の
機
会
が
な
い
。

留
学
さ
せ
て
も
就
業
の
機
会
が
な
い
。
全
て

の
意
味
で
「
機
会
」
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
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的
な
教
育
の
分
野
が
不

や
言
語
を
学
ん
で
も
個

だ
が
社
会
の
発
展
に
つ

を
修
理
し
た
り
す
る
こ

●
内
嶋
￥

世
界
の
四
大
文
明

は
半
乾
燥
地
帯
に
位

置
し
て
い
る
．
こ
れ

は
熱
帯
感
染
症
か
ら

○
和
気
邦
夫
（
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
次
長
）
曲

イ
ン
ダ
ス
・
エ
ジ

プ
ト
で
は
余
剰
生
産

が
あ
り
、
あ
れ
だ
け

の
文
明
を
維
持
し
て

き
た
。
こ
れ
は
灌
概

に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
ら
の
地

域
で
、
今
、
再
び
収

量
を
拡
大
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
。

○
谷
津
義
男
議
員
（
日
本
）
》
国
際
河
川
の

条
約
不
備
が
紛
争
を
招
く
の
で
は
。

チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
か
ら
の
取

水
を
め
ぐ
っ
て
ト
ル
コ
と
シ
リ
ア
で
問
題
が

発
生
し
て
い
る
。
ト
ル
コ
側
で
ダ
ム
を
作
っ

た
結
果
、
シ
リ
ア
で
河
川
水
が
減
少
し
て
、

灌
概
用
水
な
ど
が
不
足
し
て
き
て
い
る
。
国

際
河
川
の
条
約
を
作
ら
な
い
と
紛
争
の
も
と

な
る
と
思
う
が
。

離
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
同
時
に
巨
大

な
河
川
の
水
の
お
か
げ
で
灌
概
農
業
を
展
開

で
き
た
。
半
乾
燥
地
域
は
多
雨
地
域
に
比
べ

て
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に
豊
か
で
あ

る
。
そ
の
余
剰
で
あ
れ
だ
け
の
文
明
を
形
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
は
中
国
を
除
く
四

大
文
明
は
な
ぜ
滅
び
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
イ
ン
ダ
ス
で
は
耕
地
の

塩
類
集
積
は
発
生
し
、
そ
の
生
産
力
が
失
わ

れ
た
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
ア
ス
ワ
ン
・
ハ
イ
ダ

ム
建
設
ま
で
は
塩
類
集
積
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
以
降
、
塩
類
集
積
が
進
み
、
現
在
生
産

力
が
急
速
に
落
ち
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
塩
類
集
積
を
改
善
す
る
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
。

●
内
鴫
呼
国
際
河
川
で
は
石
油
紛
争
以
上
の

恐
れ
が
あ
る
。

ラ
イ
ン
川
、
ド
ナ
ウ
川
な
ど
国
際
河
川
で

も
、
船
舶
の
航
行
、
汚
染
防
止
に
つ
い
て
は

あ
る
程
度
条
約
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
水
の
使
用
や
取
水
に
つ
い

て
の
条
約
は
当
事
国
の
利
害
が
あ
ま
り
に
も

深
く
絡
み
、
条
約
形
成
が
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
国
際
河
川
の
場
合
、
当
事
国
が

納
得
で
き
る
国
際
的
な
水
利
用
に
関
す
る
条

約
や
規
制
を
作
ら
な
い
と
、
か
つ
て
起
こ
っ

た
石
油
資
源
を
め
ぐ
る
紛
争
以
上
の
紛
争
が

起
こ
っ
て
く
る
。

各
国
の
活
動
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
河
川
は
、

人
間
が
利
用
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

環
境
形
成
要
因
で
あ
り
、
河
川
そ
の
も
の
が

多
く
の
生
物
に
と
っ
て
の
生
息
地
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

人
類
は
自
分
の
こ
と
だ
け
し
か
考
え
ず
、

資
源
と
し
て
し
か
考
え
て
い
な
い
が
、
三
つ

の
分
野
を
考
え
た
、
合
理
的
な
水
政
策
が
緊

急
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
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、億人が世界の
ＺＢＩ Fル以下で生活

師露

こ
れ
ま
で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
討
議
が
な
さ

れ
た
よ
う
に
、
天
然
資
源
、
物
理
的
側
面
だ

け
を
見
れ
ば
悲
観
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
人
的
・
社
会
的
な
側
面
に
関
し
て

い
え
ば
改
善
も
果
た
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
だ

ま
だ
改
善
の
余
地
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

対
策
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
希
望
が
持
て
る

食
料
安
全
保
障
と
人
口
「
環
境
と
持
続
可
能
性
「

｜
｜
曰
目
の
五
日
は
引
き
続
き
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
「
食
料
安
全
保
障
と
人
口
ｌ
環
境
と
持

続
可
能
性
ｌ
』
の
討
議
に
続
き
パ
ネ
ル
デ
ィ

醗鵜:ＬＡ櫻１日ﾖ蓮

ら
か
の
均
衡
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
世
界
に
は
極
端
な

対
照
的
状
況
が
同
居
し
て
い
る
。

５１国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の
二
○
○

｜
年
『
世
界
開
発
報
告
』
の
開
発
指
標
に
よ

る
と
世
界
中
で
十
二
億
人
が
一
日
一
ド
ル
以

下
で
生
活
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
西
欧
諾

の
》
庶
謹

ご

ﾘﾌﾞ

汐
小
陸
雇

元
進
国
と
開
発
込

の
五
倍
陵

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

持
続
可
能
な
開
発
ｌ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
未

来
ｌ
」
に
つ
い
て
活
発
に
討
議
し
た
．

奴
誌
。
を
座

国
で
は
余
剰
が
存
在
し
飽
食
や
資
源
の
乱
費

が
見
ら
れ
る
。

八
億
人
が
お
腹
を
す
か
せ
た
ま
ま
床
に
つ

き
、
そ
の
一
方
で
食
料
余
剰
を
作
り
出
し
た

国
で
は
ど
う
す
れ
ば
そ
の
余
剰
を
売
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
一
方
、
開
発

途
上
国
の
中
で
も
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
昨
年
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
七
○
○
万
人

の
農
民
が
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
一
七
○
○
万
ト

ン
の
コ
メ
を
つ
く
り
、
そ
の
余
剰
米
を
ど
う

や
っ
て
売
る
か
に
つ
い
て
政
府
は
何
の
手
助

け
も
で
き
ず
、
農
民
は
何
と
か
し
て
自
分
で

コ
メ
を
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い

る
が
、
ど
う
や
っ
て
売
っ
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

コ
メ
あ
ま
り
の
結
果
、
米
価
が
下
が
り
、

議長

ラクシュマン・シン

ＡＦＰＰＤ副議長

（インド）
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17ｔｈＡＰＤＡ会議ニュージーランドで開く

所
得
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
穀
物
消
費

は
増
え
、
畜
肉
の
消
費
が
ふ
え
る
。
都
市
周

米
作
農
家
は
収
入
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
す
る
た
め
に
政
府

は
先
月
政
策
を
変
更
し
、
農
民
が
市
場
の
需

要
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
自
由
に
つ
く
る

作
物
を
選
べ
る
よ
う
に
し
た
。

農
業
に
関
す
る
国
際
的
な
研
究
機
関
で
は
、

年
間
数
十
億
ド
ル
の
費
用
が
使
わ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
現
実
に
途
上
国
が
直
面
し

て
い
る
問
題
を
解
決
で
き
て
い
な
い
。
た
と

え
ば
、
途
上
国
の
農
家
が
適
正
な
所
得
を
得

る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
何
ら
か
の
、
対
策
を
と
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。

地
球
規
模
で
水
資
源
と
人
口
の
問
題
を
考

え
て
い
く
と
、
す
べ
て
の
人
が
水
に
圧
力
を

か
け
て
い
る
と
い
え
る
。
世
界
で
毎
年
七
○

○
○
万
人
以
上
の
人
口
が
増
加
し
、
毎
年
ベ

ト
ナ
ム
一
国
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
都

市
化
も
進
行
し
、
都
市
人
口
で
は
貧
富
格
差

が
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
。
人
口
の
巨
大
都
市

へ
の
流
入
傾
向
が
強
ま
り
、
都
市
人
口
が
拡

大
し
つ
づ
け
て
い
る
。

辺
で
は
農
民
が
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
、

農
地
を
売
却
し
て
都
市
に
出
て
行
き
そ
の
結

果
、
十
分
な
雇
用
が
な
い
中
で
、
自
分
た
ち

の
食
料
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

の
も
と
で
、
ま
す
ま
す
生
活
が
き
つ
く
な
っ

て
い
る
。
特
に
実
際
食
事
や
生
活
を
に
な
う
、

女
性
が
そ
の
生
活
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

貧
し
い
農
民
に
と
っ
て
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
は
全
て
の

人
が
激
し
い
競
争
に
晒
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
そ
の
中
で
、
貧
し
い
も
の
た
ち
が
ど

う
生
き
残
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

賛
し
い
も
の
た
ち
に
残
さ
れ
た
資
源
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

農
業
生
産
を
す
る
の
に
は
土
地
や
、
水
、

肥
料
、
農
業
機
械
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
土

地
の
場
合
は
土
地
の
私
有
を
認
め
農
民
が
自

分
た
ち
で
考
え
て
、
長
期
的
に
そ
の
土
地
を

有
効
利
用
し
て
い
く
よ
う
な
対
策
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
水
も
デ
ル
タ
に
近
け
れ
ば

あ
ま
り
問
題
が
な
い
が
、
貧
し
い
農
民
た
ち

が
生
活
し
て
い
る
山
の
斜
面
な
ど
の
よ
う
な

高
地
で
は
十
分
に
得
ら
れ
な
い
。

ま
た
肥
料
や
農
薬
な
ど
を
購
入
す
る
の
に
現

金
支
出
を
お
こ
な
い
多
収
を
実
現
し
た
が
、

そ
の
結
果
、
豊
作
に
な
り
作
物
の
価
格
が
下

が
っ
て
農
民
は
貧
困
に
あ
え
ぐ
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
農
業
機
械
の
導
入
も
同
じ
よ
う
な
結

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

貧
し
い
農
民
は
資
本
が
な
い
。
貧
し
さ
は

病
気
で
あ
り
、
薬
が
必
要
で
あ
る
が
そ
の
薬

を
使
う
た
め
に
は
、
正
し
い
処
方
菱
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
処
方
菱
を
示
さ
れ
て
も
、
そ

れ
を
実
施
す
る
お
金
が
な
け
れ
ば
患
者
（
農

民
）
に
と
っ
て
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、

十
分
な
知
識
の
な
い
患
者
が
勝
手
に
処
方
す

れ
ば
間
違
え
て
か
え
っ
て
悪
化
さ
せ
る
か
も

し
れ
な
い
。

技
術
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
対
策
が
あ
っ
て
も
資
金
が
な
け
れ
ば
対

策
が
取
れ
な
い
。

現
在
貧
し
い
農
民
が
貧
し
い
ま
ま
で
い
る

理
由
は
、
農
民
に
対
す
る
指
導
（
ガ
イ
ダ
ン

ス
）
と
融
資
条
件
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
貧
困
の
問

題
は
、
資
本
と
技
能
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
は
じ

め
て
解
決
で
き
る
が
、
融
資
は
融
資
の
審
査

基
準
で
融
資
し
、
指
導
は
指
導
で
行
わ
れ
る
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結
果
、
適
切
な
改
善
を
も
た
ら
す
は
ず
の
指

導
を
実
現
す
る
た
め
の
融
資
が
得
ら
れ
な
い

と
い
う
現
状
に
あ
る
。

過
去
の
農
業
技
術
や
技
法
は
科
学
者
の
た

め
に
開
発
さ
れ
、
条
件
を
そ
ろ
え
た
中
で
最

も
良
い
生
産
を
実
現
す
る
と
い
う
性
質
を
持
っ

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
既
存
の
農
業
技
術

の
ほ
と
ん
ど
は
潅
概
水
を
持
っ
た
地
域
の
た

め
に
開
発
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
社
会
基
盤
を
利
用
で
き
な
い
貧
困
者
の

大
半
は
研
究
の
結
果
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

研
究
所
で
行
わ
れ
る
技
術
的
開
発
の
分
野

と
し
て
は
降
水
の
予
測
な
ど
は
有
効
で
大
き

く
貧
し
い
農
民
に
役
に
立
つ
だ
ろ
う
。

貧
困
者
は
山
の
斜
面
に
住
ん
で
張
り
付
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
最
も
貧
困
人
た
ち
が

住
ん
で
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
生
活
状

況
が
悪
く
研
究
者
は
生
活
で
き
な
い
。
子
供

の
学
校
も
十
分
に
な
い
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
な
い
と
い
う
状
況
の
中
で
研
究
者
の
家

族
が
生
活
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
そ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
ど
の
よ

う
な
農
学
的
な
技
術
が
最
も
適
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
な
る
。

通
常
収
量
を
高
め
る
た
め
に
は
肥
料
を
使

う
と
い
う
方
法
が
導
入
さ
れ
る
が
、
そ
の
効

率
的
な
投
入
に
つ
い
て
は
十
分
理
解
さ
れ
て

い
な
い
し
、
過
剰
投
入
の
場
合
に
は
、
害
虫

が
増
え
、
殺
虫
剤
が
必
要
と
な
り
、
ま
す
ま

す
貧
し
く
な
る
な
ど
、
か
え
っ
て
問
題
が
起

こ
っ
て
く
る
。

肥
料
を
投
入
す
る
こ
と
で
、
土
壌
の
侵
食

な
ど
も
起
こ
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
農
民
の
知

識
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
が
、
技
術
を
供

与
す
る
側
に
も
問
題
が
あ
る
。
た
と
え
ば
米

の
専
門
家
は
米
だ
け
を
扱
い
、
畜
産
の
専
門

家
は
家
畜
だ
け
を
扱
う
、
科
学
者
や
専
門
家

が
ば
ら
ば
ら
に
来
て
指
導
す
る
現
状
が
あ
り
、

農
民
に
と
っ
て
は
結
局
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
理
解
で
き
な
い
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
環
境
破
壊
的
に
な
り
、

自
然
環
境
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
。
様
々
な
知
識
を
断
片
的
に
与
え
ら
れ
て

も
知
識
を
統
合
す
る
能
力
が
農
民
に
は
な
い
。

ま
た
農
民
の
場
合
、
女
性
が
何
の
権
限
も
与

え
ら
れ
て
い
な
い
。

政
治
や
行
政
の
面
で
も
問
題
が
あ
る
。
多

く
の
為
政
者
は
権
力
を
掌
握
す
る
意
思
は
あ

る
が
、
農
民
の
生
活
を
改
善
す
る
意
思
は
あ

ま
り
な
い
。
為
政
者
は
軍
事
的
な
権
力
掌
握

に
は
熱
心
だ
が
、
農
民
の
生
活
向
上
に
は
熱

心
で
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

現
実
的
な
改
善
を
果
た
す
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

近
年
開
発
さ
れ
た
コ
メ
の
品
種
に
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
が
多
い
米
の
品
種
が
あ
る
と
い
う
が
、

貧
し
い
農
民
に
と
っ
て
は
旱
魅
に
耐
え
て
収

穫
で
き
る
品
種
改
良
の
ほ
う
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
土
壌
の
栄
養
素
の
管
理
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

多
く
の
研
究
所
が
野
生
種
や
既
存
の
穀
物

な
ど
の
遺
伝
子
資
源
を
管
理
し
て
い
る
。
こ

の
知
識
を
生
か
し
て
、
近
い
将
来
貧
し
い
人
々

の
生
活
に
役
に
立
つ
品
種
の
改
良
が
必
要
。

灌
概
水
の
有
効
利
用
、
天
水
の
有
効
利
用

が
必
要
で
あ
る
。
旱
魅
に
強
い
品
種
を
導
入

し
て
、
天
水
依
存
で
米
を
育
て
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
コ

メ
で
も
陸
稲
な
ど
の
場
合
、
雨
が
降
っ
た
と

き
に
水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
溝
を
掘
っ

て
お
い
て
水
を
排
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

乾
季
田
で
の
栽
培
や
、
水
か
か
り
の
悪
い

3０
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に
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
衛
星
位
置
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

な
ど
で
位
置
を
明
確
に
し
、
土
地
の
区
分
を

明
確
に
し
て
そ
の
土
地
の
特
性
に
適
合
し
た
、

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
種
類
の
米
作
へ
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
も
有
効
な
対

応
と
な
る
。

ま
た
、
多
角
農
法
も
有
効
で
あ
る
。
ベ
ト

ナ
ム
で
は
、
水
田
の
周
り
に
溝
を
掘
っ
て
エ

ビ
を
養
殖
し
、
畦
で
は
野
菜
を
作
り
、
コ
メ

と
エ
ビ
と
野
菜
を
同
時
に
作
る
、
こ
の
よ
う

な
多
角
的
農
業
が
増
え
て
い
る
。
エ
ビ
は
コ

メ
五
倍
の
価
格
で
売
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
対
策
を
取
る
た
め
に
は
学
際

的
な
研
究
に
基
づ
い
た
、
自
然
環
境
に
適
合

し
た
農
業
が
必
要
に
な
る
。

最
も
重
要
な
こ
と
は
政
府
の
誠
実
な
政
治

意
思
で
あ
る
。
こ
の
意
思
が
あ
っ
て
初
め
て

農
民
の
生
活
が
改
善
さ
れ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
も

ド
イ
モ
イ
政
策
が
な
か
っ
た
こ
ろ
、
食
料
援

助
を
世
界
か
ら
い
た
だ
い
て
い
た
。

し
か
し
、
ド
イ
モ
イ
か
ら
変
化
が
始
ま
つ

と
こ
ろ
で
栽
培
す
る
に
は
、
植
物
の
根
の
深

さ
が
必
要
で
あ
る
。
水
稲
で
あ
れ
ば
深
い
根

が
必
要
で
な
い
た
め
に
、
乾
燥
す
れ
ば
す
ぐ

カ
イ
ロ
か
ら
の
問
題
を
討
議
し
た
い
。
カ

イ
ロ
で
は
人
口
と
開
発
を
主
題
と
す
る
会
議

で
あ
り
な
が
ら
狭
い
範
囲
で
討
議
さ
れ
、
開

発
問
題
は
い
う
ま
で
も
な
く
人
口
問
題
す
ら

討
議
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
今
回
の
会

議
が
人
口
と
開
発
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
取

り
組
み
、
非
常
に
広
い
議
題
を
討
議
し
た
こ

と
は
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
。

現
在
食
料
の
輸
入
価
格
が
貧
困
国
に
と
つ

露 師

た
。
そ
の
中
で
も
稲
作
が
最
も
優
先
さ
れ
た
。

農
薬
も
同
じ
物
を
使
い
、
為
替
の
変
動
相
場

制
が
導
入
さ
れ
、
長
期
の
土
地
の
使
用
権
と
、

そ
の
権
利
の
継
承
が
認
め
ら
れ
た
結
果
、
一

皿
の
世
代
笥
継
爵

題
を
総
合
的
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
の
問
題
は
、
土
地
の
有
効
利
用
に

広
く
関
わ
っ
て
く
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
ｌ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
土

地
改
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
土
地
改
革
は
単
純
な
問
題
で
は
な

い
。
他
の
関
連
政
策
の
改
善
も
行
わ
れ
な
け

れ
ば
そ
の
効
果
は
得
ら
れ
な
い
。
土
地
改
革

し
て
も
農
村
で
落
ち
こ
ぼ
れ
が
た
く
さ
ん
出

○
○
万
ト
ン
も
の
余
剰
を
生
み
だ
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
土
地
所
有
の
立
法
化
、

適
切
な
農
民
へ
の
教
育
訓
練
、
知
識
の
提
供

な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
み
Ｌ
牛
一
嘉
二
喰
、
性
に
津
貝
←
と
ム
ヨ
旧
ｕ
白
砂

串
間
寵

の
咋
間
寵

凰
取
升
ｂ
串
聖
亟
玄
か
び
韮
風
姫
電
、
砂
川
へ
コ
レ
弱

食
い
刊
の
一
需
給

］
香
悪

〃
処
邸
］
４
詰

ロ
の
零
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て
く
る
。
レ
イ
テ
島
で
土
地
の
再
分
配
の
現

状
を
見
て
き
た
。
し
か
し
、
新
し
い
所
有
者

は
大
家
族
の
一
員
で
あ
り
、
再
分
配
に
よ
っ

て
何
へ
ク
タ
ー
ル
か
の
農
地
を
入
手
し
た
が
、

農
家
の
子
供
達
が
地
元
を
離
れ
て
マ
ニ
ラ
に

い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
ま
た
、

つ
ぎ
の
世
代
で
は
細
分
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、

ふ
た
た
び
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
土
地
の
世
代
間
継
承
に
よ
る
細
分
化

と
食
料
生
産
の
問
題
は
深
刻
な
問
題
で
、
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
の
人
口
増
加
を
見
て
も
人

口
と
食
料
安
全
保
障
は
楽
観
で
き
な
い
。

ま
た
現
在
の
食
料
問
題
は
食
品
の
分
配
の
問

題
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
飢
餓
は
食
料
生
産

の
不
足
だ
け
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
現
在
の
食
料
と
人
口
の
問
題
は
ま
だ

家
庭
な
ど
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
だ
け
協
議
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
人
口
の
マ
ク
ロ
の
変
化
も

大
き
く
影
響
を
与
え
る
。
ア
ジ
ア
で
は
人
口

転
換
に
よ
り
、
年
齢
構
造
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
。
人
口
問
題
は
出
生
率
の
低
下
だ
け

で
は
な
い
。
人
口
構
造
や
人
口
移
動
の
問
題

は
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
深
刻
な
問
題
。

移
動
の
問
題
が
ま
た
重
要
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
若
者
の
移
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
家
族
の
中
で
も
若
者
が
移
動
す
る
た
め

に
大
き
な
影
響
が
起
こ
っ
て
い
る
。
人
口
移

動
に
よ
る
影
響
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も

避
け
ら
れ
な
い
。
労
働
者
の
移
動
に
関
し
て

は
、
地
元
の
地
理
的
な
要
因
な
ど
も
重
要
に

な
る
。
通
常
、
農
村
か
ら
都
市
へ
と
人
口
が

移
動
す
る
が
、
中
国
の
四
川
、
ジ
ャ
ワ
島
な

ど
で
は
逆
の
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
に
戻
る
と
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
食
料
と
し
て
コ
メ
が
非
常
に
重
要

で
主
食
で
あ
る
。
か
つ
て
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
域

に
人
が
移
住
し
、
コ
メ
生
産
を
は
じ
め
コ
メ

の
生
産
が
増
大
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
新
規
開
拓
地
が
な
い
。
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
コ

メ
を
国
民
全
員
が
食
べ
る
た
め
に
は
、
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
出
生
が
下
が
っ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
人
口
増
加
率
が
高
か
っ
た

過
去
に
生
ま
れ
た
人
口
が
再
生
産
年
齢
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
大
規
模
に
人
口
再
生
産
す
る
た

め
、
か
な
り
極
端
な
モ
メ
ン
タ
ム
効
果
が
生

じ
て
し
ま
う
。
ま
た
人
口
移
動
は
大
き
な
要

素
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
若
年
層
、
特
に
、

女
性
が
大
量
に
移
動
す
る
こ
と
が
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
、
州
に
よ
っ
て

農
民
の
土
地
の
使
用
権
は
違
う
。
山
地
で
は

土
壌
が
脆
弱
で
耕
地
が
斜
面
に
あ
る
た
め
に

十
分
な
利
用
が
で
き
な
い
。
土
地
が
非
常
に

制
約
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、
土
地
改
革
も
な

か
な
か
進
ま
な
い
の
が
現
状
に
な
っ
て
い
る
。

需
給
バ
ラ
ン
ス
や
、
社
会
の
構
造
的
な
変

化
、
都
市
化
、
人
口
の
国
際
移
動
の
影
響
な

ど
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
社
会
の

い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
で
人
口
移
動
が
生
じ
て

い
る
。

環
境
の
問
題
を
扱
っ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で

は
人
口
問
題
が
扱
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
環
境

と
人
口
、
開
発
の
問
題
は
不
可
分
の
問
題
で
あ

り
、
来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
リ
オ
（
地
球
サ

ミ
ッ
ト
）
か
ら
一
○
年
の
検
討
を
行
う
一
連

の
活
動
に
対
し
て
も
人
口
や
持
続
可
能
な
開

発
の
分
野
か
ら
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

人
口
、
食
料
安
全
保
障
、
環
境
、
持
続
可

能
な
開
発
の
よ
う
な
複
雑
で
多
様
性
を
持
っ

た
問
題
は
ひ
と
つ
の
政
策
で
は
解
決
で
き
な

い
。
全
体
を
見
た
総
合
的
な
政
策
を
と
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
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グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
貿
易
が
人
口

と
食
料
安
全
保
障
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
か
に
つ
い
て
こ
こ
で
討
議
す
る
。
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
大
き
な
影
響
を

食
料
安
全
保
障
、
人
口
に
与
え
る
こ
と
に
な

る
。貧
し
い
人
々
も
あ
る
程
度
の
生
活
を
一
孚
受

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
地
球
で
増
加
す
る

人
口
を
扶
養
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
昨
年
に
は
六
○
億
人
目
の
赤
ん
坊
が
生

ま
れ
、
一
九
九
八
年
の
国
連
推
計
に
よ
れ
ば

毎
年
七
七
○
○
万
人
が
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
人
口
増
の
大
部
分
は
ア
フ
リ
カ
や
南
ア
ジ

ア
で
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
増
加
す
る
人
口
を
抑
制
す
る
た
め
に

露 ⑳ 已
庄
鬘
易
論
議
で
は
、
倉

薯
上
員

ア
フ
リ
カ
の
地
域
に
よ
っ
て
は
、
一
一
十
五
歳

以
下
の
若
者
の
１
／
５
の
人
口
が
感
染
し
て

い
る
。

こ
の
蔓
延
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
フ
リ
カ

の
人
口
は
倍
増
す
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
蔓
延
に
よ

り
、
食
料
生
産
を
に
な
う
人
口
が
減
少
し
、

栄
養
水
準
が
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

世
界
人
口
増
加
の
抑
制
の
た
め
の
努
力
が

成
果
を
あ
げ
、
人
口
増
加
率
そ
の
も
の
は
著

し
く
低
下
し
て
い
る
が
、
絶
対
数
で
は
ま
だ

ま
だ
増
加
す
る
。
そ
の
結
果
、
国
連
中
位
推

計
に
よ
れ
ば
一
一
○
五
○
年
の
世
界
人
口
は
九

四
億
人
に
な
る
。

こ
の
時
点
で
、
十
分
な
食
料
が
存
在
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
六
○
％
～

］
と

エ
ス
】
に

&

Ⅱ

園
ラ
ヨ

虹
妬
尹
釜
已

ワ フ

七
○
％
の
人
口
増
加
が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
二
つ
の
見
解
が
あ

る
。楽
観
的
な
見
解
に
よ
れ
ば
地
球
の
農
業
生

産
は
、
七
七
億
人
か
ら
一
○
○
億
人
の
人
間

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
よ

う
な
楽
観
的
な
予
測
は
農
業
技
術
の
発
展
を

前
提
と
し
て
い
る
。
現
在
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
進
展
が
著
し
く
、
遺
伝
子
操
作
に

よ
っ
て
食
品
が
生
み
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。

緑
の
革
命
で
画
期
的
な
高
収
量
を
実
現
し
た

ミ
ラ
ク
ル
ラ
イ
ス
を
超
え
て
，
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

を
含
む
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
イ
ス
と
よ
ば
れ
る
も

の
ま
で
作
り
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
先
ほ
ど

の
講
演
で
、
ス
ア
ン
先
生
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

を
含
む
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
イ
ス
よ
り
も
旱
魅
に

強
い
稲
が
必
要
と
強
調
さ
れ
た
が
、
遺
伝
子

工
学
の
一
つ
の
成
果
で
は
あ
る
。

こ
の
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
遺
伝
子

工
学
を
利
用
し
た
食
料
生
産
に
つ
い
て
は
、

賛
成
や
反
対
な
ど
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
立

場
が
分
か
れ
て
い
る
。
遺
伝
子
操
作
し
た
食

品
に
反
対
す
る
人
は
そ
の
食
品
を
フ
ラ
ン
ケ

ン
食
品
と
呼
ん
だ
り
し
て
い
る
。
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ア
メ
リ
カ
、
中
国
な
ど
で
は
盛
ん
に
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
。
世
銀
の
ト
ム
ソ
ン
専
門
家

に
よ
る
と
今
後
私
た
ち
の
世
界
は
食
料
供
給

を
一
一
倍
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ

の
よ
う
な
楽
観
的
な
意
見
が
あ
る
一
方
で
、

成
長
に
限
り
が
あ
る
の
と
同
じ
く
人
間
の
叡

智
に
も
限
り
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

現
状
を
見
る
と
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
が
か

な
り
ロ
ス
を
生
み
出
し
て
お
り
、
そ
の
改
善

だ
け
で
も
か
な
り
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

食
料
の
供
給
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
配
分

も
重
要
な
問
題
と
な
る
。
今
回
、
保
健
大
臣

の
挨
拶
の
中
に
も
あ
っ
た
が
、
食
料
輸
出
国

で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
す
ら
こ
の
配

分
の
問
題
は
十
分
解
決
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。

多
く
の
国
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
分
配
す

る
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

災
害
救
援
と
し
て
食
料
を
緊
急
援
助
し
て
も
、

そ
れ
が
被
害
を
受
け
た
人
々
の
と
こ
ろ
に
届

か
な
い
。
ま
た
、
世
界
の
貧
困
者
の
多
く
は

基
本
的
な
食
料
す
ら
得
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
あ
る
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
世
界
の

飢
餓
人
口
を
一
一
○
一
五
年
ま
で
に
半
減
す
る

と
誓
約
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ハ
ー
ド
コ
ア
の
貧

困
層
は
多
少
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
所
得
格

差
は
過
去
四
○
年
間
拡
大
す
る
一
方
で
あ
る
。

例
え
ば
、
一
九
六
九
年
に
世
界
の
高
所
得

層
五
分
の
一
が
世
界
全
体
の
富
に
占
め
る
割

合
は
六
九
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
○
○
一

年
に
は
八
九
％
に
ま
で
増
加
し
た
。

社
会
的
な
格
差
を
示
す
指
標
と
し
て
ジ
ニ

係
数
が
あ
る
。
○
は
ま
っ
た
く
格
差
が
な
い

状
態
を
示
し
、
一
○
○
は
完
全
に
断
絶
し
て

し
ま
っ
て
い
る
状
態
を
さ
す
が
、
こ
の
ジ
ニ

係
数
が
ほ
と
ん
ど
の
国
で
拡
大
し
て
き
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
の
最
貧
困
者
の
一
○
％
は
世

界
の
貧
困
者
の
三
○
％
よ
り
も
よ
い
生
活
を

し
て
い
る
。

食
料
供
給
の
将
来
予
測
と
人
口
増
加
将
来

椎
計
を
比
較
す
る
と
、
食
料
生
産
は
人
口
増

加
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

ま
た
環
境
破
壊
も
深
刻
で
あ
る
。
農
村
か

ら
都
市
へ
と
人
口
移
動
。
都
市
周
辺
に
棲
み

つ
き
、
占
拠
し
、
汚
物
を
川
に
そ
の
ま
ま
流

し
て
し
ま
う
た
め
に
、
か
な
り
の
汚
染
が
生

じ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
森
林
火
災
は
、

環
境
被
害
の
典
型
的
な
も
の
で
、
焼
畑
を
拡

犬
す
る
た
め
に
放
っ
た
火
が
森
林
火
災
を
起

こ
し
、
東
南
ア
ジ
ア
全
体
に
大
き
な
被
害
を

与
え
た
。

ま
た
、
辻
井
博
・
京
大
教
授
に
よ
れ
ば
農

業
生
産
は
低
下
し
て
い
る
と
い
う
。
現
在
の

需
要
の
増
加
を
ま
か
な
う
た
め
に
は
食
料
生

産
は
年
間
三
％
は
増
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
現
実
に
は
一
％
し
か
増
加
し
て
い
な
い
。

二
○
二
○
年
四
億
ト
ン
以
上
不
足
、
Ｆ
Ａ
Ｏ

の
予
測
で
は
余
剰
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
で
あ
る
。

加
え
て
、
世
界
の
食
料
備
蓄
は
減
少
し
て

き
て
い
る
。
か
つ
て
年
間
消
費
量
の
一
一
二
％

を
備
蓄
し
て
い
た
も
の
が
現
在
で
は
五
四
日

分
へ
と
減
少
し
た
。
そ
の
主
な
原
因
は
先
進

国
に
お
け
る
備
蓄
の
減
少
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
こ
こ
で
考
え
て

み
よ
う
。

世
界
中
に
十
分
食
料
が
行
き
渡
ら
な
い
の

は
貿
易
障
壁
が
あ
る
の
か
ら
だ
と
す
る
の
が

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
原
則
で
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
食
料
貿

易
の
障
害
が
十
分
な
食
料
の
配
分
を
妨
げ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
世
界
の
市
場
を
一
つ

に
し
て
い
く
。
こ
れ
は
決
し
て
新
し
い
考
え
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方
で
は
な
い
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
時
か
ら

あ
っ
た
考
え
方
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
比

較
優
位
の
考
え
方
や
原
則
は
常
に
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
意
見
に
賛
成
す
る
者
も
あ
れ
ば
、

反
対
す
る
者
も
あ
る
。

賛
成
者
は
市
場
の
統
合
に
よ
っ
て
全
体
的

な
効
用
（
善
）
を
生
み
出
す
と
考
え
、
反
対

者
は
輸
出
国
に
よ
る
新
た
な
植
民
地
化
で
あ

る
と
考
え
る
。
現
在
、
巨
大
な
多
国
籍
企
業

に
は
小
さ
な
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
を
超
え
て
い
る
企

業
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
小
さ
な
国
は

多
国
籍
企
業
の
市
場
支
配
に
杭
し
う
る
の
だ

ろ
う
か
。

自
由
貿
易
は
比
較
優
位
性
の
恵
み
を
得
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
由
貿
易
を
す
る

こ
と
で
食
料
が
農
業
の
余
剰
国
か
ら
、
不
足

国
へ
と
移
動
し
て
い
く
と
考
え
る
。
ま
た
、

不
足
す
る
食
料
は
輸
入
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
を
購
入
す
る
資
金
は
、
比
較
優
位
の
あ

る
も
の
を
生
産
し
、
そ
れ
を
輸
出
す
る
こ
と

で
不
足
す
る
外
貨
の
問
題
を
解
決
す
る
と
考

え
る
。

し
か
し
現
状
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
自
由

化
し
て
食
料
を
輸
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、

支
払
い
が
増
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
補
助

貿
易
の
議
論
を
行
っ
て
い
く
場
合
に
は
、
食

料
不
足
国
を
守
る
よ
う
に
、
規
則
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
あ
る
程
度
の
食

料
自
給
を
図
る
の
は
食
料
安
全
保
障
の
点
か

金
が
撤
廃
さ
れ
て
競
争
力
を
失
い
、
自
分
た

ち
が
売
る
も
の
が
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。こ
の
点
か
ら
い
え
ば
食
料
を
め
ぐ
る
自
由

ら
言
っ
て
当
然
理
解
で
き
る
考
え
方
で
あ
る
。

辻
井
教
授
の
論
文
に
よ
る
と
、
自
由
貿
易

の
促
進
に
よ
っ
て
、
北
の
先
進
国
に
お
け
る

食
料
生
産
の
減
少
の
ほ
う
が
南
の
食
料
増
産

よ
り
も
大
幅
な
恩
恵
を
得
る
と
分
析
さ
れ
て

い
る
。
自
由
貿
易
を
徹
底
し
て
敷
術
す
れ
ば

五
○
○
○
万
人
以
上
の
ア
ジ
ア
人
が
飢
え
、

南
の
途
上
国
が
圧
倒
的
に
不
利
益
を
こ
う
む

る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
自
由
貿
易
論
で
は
、
食
料
を
含
む
商

品
は
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
な
り

た
っ
て
お
り
、
価
格
的
に
も
安
価
な
水
準
で

安
定
化
す
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

辻
井
論
文
に
よ
る
と
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
価
格

の
安
定
化
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
価
格
変
動
が
激
し
く
な
る
と
い
う
結
論
を

引
き
出
し
て
い
る
。

現
在
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
農
家
は
相
当
に
保

護
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
国
内
食
料

需
要
を
ま
か
な
う
に
は
不
十
分
な
の
で
ベ
ト

ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
食
料
を
輸
入
し
て

い
る
。
食
料
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
は
商

品
と
し
て
の
食
料
と
、
各
国
が
自
国
の
食
料

安
全
保
障
を
守
る
た
め
の
何
ら
か
の
保
障
を

確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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○
チ
ャ
ド
ウ
イ
ッ
ク
議
員
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
）
副

現
状
を
考
え
れ
ば
、
絶
対
的
に
は
食
料
は

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
出
さ
れ
た
食

料
生
産
の
需
給
見
通
し
に
は
自
家
消
費
分
は

計
算
に
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
女
性
の
生
産

活
動
へ
の
寄
与
が
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
。
講
師
に
一
一
つ
質
問
が
あ
る
が
、
ま
ず

資
本
集
約
的
な
方
法
で
な
け
れ
ば
生
産
効
率

の
向
上
は
あ
り
え
な
い
の
か
、
次
に
自
給
的

な
食
料
生
産
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
ス
ア
ン
》
食
料
安
保
は
価
格
の
問
題
だ
け

か
…
…

確
か
に
、
現
在
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
は
穀

物
余
剰
が
あ
る
。
貧
困
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
食

料
は
輸
入
し
た
ほ
う
が
安
い
と
い
う
こ
と
で

食
料
生
産
に
対
し
て
特
に
対
策
を
と
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
日
本
も
自
国
で
作
る

よ
り
は
購
入
し
た
ほ
う
が
安
い
。
そ
れ
は
事

実
で
あ
る
。
し
か
し
食
料
安
全
保
障
の
問
題

は
価
格
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
ご
質
問
に
あ
っ
た
高
投
入
を
行
う

こ
と
で
高
収
量
を
得
る
と
い
う
方
法
は
途
上

国
で
は
無
理
で
あ
る
。
資
本
も
欠
如
し
て
い

る
。
生
態
系
を
考
慮
し
た
農
法
が
必
要
。

ま
た
自
給
的
な
農
法
に
つ
い
て
だ
が
、
自

給
で
き
る
堆
肥
は
非
常
に
高
く
つ
き
、
ま
た

使
い
に
く
い
の
で
、
農
業
生
産
に
か
か
る
費

用
が
高
く
な
る
。
施
肥
の
作
業
の
問
題
か
ら

も
尿
素
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
簡
単
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
高
投
入
品
種

を
使
わ
な
け
れ
ば
二
期
作
は
で
き
な
い
。
エ

ビ
の
養
殖
で
も
成
功
す
る
た
め
に
は
、
畦
の

と
こ
ろ
で
作
れ
る
飼
料
が
必
要
と
な
る
。
た

だ
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム

の
集
約
化
も
可
能
に
な
る
と
思
う
。

○
ス
ラ
ヤ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ス
ラ
パ
テ
ィ
議

員
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
》

ス
ア
ン
先
生
へ
の
質
問
“
自
由
化
に
よ
っ

て
新
し
い
機
会
が
提
供
さ
れ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
が
ど
の
よ
う
な
機
会
が
提
供
さ
れ
る
の
か
。

マ
リ
ム
ト
ゥ
先
生
へ
の
質
問
歩
自
由
化
に
よ
っ

て
も
っ
と
不
安
定
が
増
す
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。

●
ス
ア
ン
》
食
料
自
由
化
で
は
価
格
変
動
が

懸
念

農
民
に
新
し
い
機
会
を
与
え
る
と
い
う
意
味

で
自
由
化
の
良
い
影
響
も
あ
る
。
自
由
化
で

問
題
と
な
る
の
は
、
食
料
貿
易
を
行
う
場
合

に
各
国
の
判
断
の
余
地
を
残
さ
ず
に
貿
易
規

則
で
規
制
し
、
自
由
化
を
進
め
よ
う
と
す
る

こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の

問
題
は
売
れ
る
と
な
る
と
農
民
が
同
じ
作
物

を
皆
で
作
っ
て
し
ま
う
た
め
に
価
格
が
暴
落

し
て
し
ま
う
。
変
動
が
激
し
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
ま
た
、
参
入
準
備

が
で
き
て
い
な
い
国
で
は
競
合
で
き
な
い
で

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

●
マ
リ
ム
ト
ウ
議
員
叩
自
由
化
が
途
上
国
に

有
利
か
疑
問

自
由
化
が
途
上
国
の
便
益
に
つ
な
が
る
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
マ
レ
ー
シ
ア

の
米
作
農
家
に
は
一
ｈ
ａ
あ
た
り
一
○
○
＄

以
上
の
補
助
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
っ
た

く
関
税
が
な
く
な
っ
た
ら
マ
レ
ー
シ
ア
の
コ

メ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ベ
ト
ナ
ム
の
コ
メ
に
太

刀
打
ち
で
き
な
い
。

比
較
優
位
性
の
問
題
は
、
論
理
的
に
は
全

て
に
利
益
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
が
、
実
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中央がタオ議員

iｌ減
ら
し
、
飢
饅
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
た
だ
十
分
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
な
い
。
豊
・
不
作
の
差
が
激
し
く
不
安

定
で
あ
る
。
食
料
の
生
産
は
一
国
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
地
域
の
、
世
界
の
問
題
で
あ

○
タ
オ
・
シ
ー
・
ピ
ン
議
員
（
中
国
）
叩
食

料
生
産
は
世
界
の
問
題

望
む
と
望
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
グ

際
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
個
別
の
問
題
と
全
体
経
済
か
ら
の
議
論

は
ま
た
別
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影

響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

貧
し
か
ろ
う
が
、
富
ん
で
い

よ
う
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
影
響
を
受
け
る
。
し
か

し
食
料
は
国
家
に
と
っ
て
重

要
で
あ
る
。
経
済
を
超
え
て

重
要
で
あ
る
。

中
国
で
は
古
来
よ
り
何
が

な
く
と
も
「
食
料
が
あ
れ
ば

大
丈
夫
」
と
い
わ
れ
て
き
た
。

共
産
主
義
に
な
っ
て
飢
餓
を

●
ス
ア
ン
ニ
九
九
五
年
の
日
本
の
コ
メ
不

足
後
、
増
産
に
走
り
、
中
国
・
イ
ン
ド
も
コ

メ
余
り
現
象

中
国
は
独
自
の
食
料
安
全
保
障
政
策
を
持
っ

て
い
る
点
で
尊
敬
す
べ
き
だ
と
思
う
。
レ
ス

タ
ー
ブ
ラ
ウ
ン
が
「
誰
が
中
国
を
養
う
か
」

と
い
う
本
を
書
い
た
が
、
中
国
は
最
終
的
に

自
分
た
ち
の
国
民
に
食
料
を
確
保
し
て
い
る
。

農
民
を
統
制
す
る
の
で
は
な
く
、
自
由
な

生
産
を
認
め
る
こ
と
で
、
農
民
が
状
況
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

コ
メ
に
は
短
粒
種
と
長
粒
種
が
あ
る
。
’

九
九
五
年
日
本
が
コ
メ
の
記
録
的
な
不
作
に

な
っ
た
年
に
、
中
国
東
北
部
は
短
粒
の
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
種
の
コ
メ
を
日
本
に
輸
出
し
た
。
そ

の
中
国
東
北
部
は
長
粒
種
を
中
国
南
部
か
ら

輸
入
し
、
中
国
南
部
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
輸
入

し
た
。

こ
の
玉
突
き
効
果
で
、
そ
の
と
き
に
は
コ

メ
が
最
も
利
益
を
産
み
、
コ
メ
さ
え
作
れ
ば

儲
か
る
と
い
う
印
象
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
農
民
が
増
産
に
走
っ

た
が
、
日
本
の
大
規
模
な
コ
メ
輸
入
は
な
く

る
０

●
プ
ー
ル
教
授
叩
今
回
の
会
議
は
観
点
が
広

義
で
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
！

チ
ャ
ド
ウ
イ
ッ
ク
議
員
か
ら
問
題
提
起
さ

れ
た
が
、
今
回
の
会
議
で
人
口
と
開
発
の
問

題
を
よ
り
広
義
な
観
点
か
ら
扱
っ
た
こ
と
を

賞
賛
し
た
い
と
思
う
。

ま
も
な
く
カ
イ
ロ
か
ら
一
○
年
と
、
リ
オ

か
ら
一
○
年
の
評
価
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。

リ
オ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
人
口
の
問
題
が

不
十
分
に
し
か
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。
ア
ジ
ア

地
域
か
ら
の
代
表
団
だ
け
で
は
な
く
、
他
の

地
域
の
代
表
団
も
環
境
を
論
じ
る
際
に
人
口

の
問
題
を
も
っ
と
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

カ
イ
ロ
の
会
議
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

人
口
と
開
発
を
扱
う
と
明
示
さ
れ
た
会
議
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
発
に
関
す
る

協
議
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
来

で
あ
れ
ば
カ
イ
ロ
は
、
人
口
問
題
は
人
口
問

題
と
し
て
単
独
で
扱
う
の
で
は
な
く
、
人
口

と
開
発
と
い
う
文
脈
で
扱
う
よ
う
に
情
況
を

な
っ
て
、
国
際
価
格
は
一
気
に
価
格
は
低
下

し
た
。
ま
た
国
際
的
に
見
る
と
中
国
、
イ
ン

ド
も
コ
メ
を
輸
出
し
て
現
在
は
コ
メ
余
り
の

状
態
に
な
っ
て
米
価
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
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変
え
て
い
く
機
会
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

カ
イ
ロ
の
準
備
会
議
で
あ
る
プ
レ
ッ
プ
コ

ム
Ⅲ
の
報
告
を
読
ん
で
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

人
口
と
開
発
を
扱
う
は
ず
の
会
議
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
し
か
な
か
っ
た
。
薄
い
プ
レ
ッ

プ
コ
ム
Ⅲ
の
報
告
書
の
中
に
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
チ
ヨ
イ
ス
」
と
い
う
言
葉
が
一
二

四
回
出
て
き
た
。
ま
た
、
高
齢
者
、
労
働
力

の
参
画
、
と
い
う
言
葉
も
あ
の
薄
い
文
書
の

中
に
頻
繁
に
出
て
き
た
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど

開
発
の
問
題
は
扱
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
会
議
で
は
、
も
っ
と
広
義
の
立
場

か
ら
人
口
問
題
を
扱
っ
た
。
学
際
的
に
人
口

と
開
発
の
問
題
を
扱
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
人
口
と
開
発
に
分
野
に
携
わ
る
者
が
同

じ
言
葉
を
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

も
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
こ
の
分
野
に
大
き
な
働
き
か

け
を
し
て
ほ
し
い
。

○
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
事
務
総
長
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
）
卵
地
域
レ
ペ
ル
で
も
っ
と
自
由
に

議
論
を

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
そ
の
最
初
期
は
人
口
だ
け

を
扱
っ
て
い
た
が
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら

男
女
平
等
、
食
料
、
水
資
源
、
な
ど
を
意
識

的
取
り
上
げ
て
き
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
で
は
こ

れ
ら
の
問
題
を
総
合
的
に
扱
っ
て
き
た
。
文

化
の
問
題
が
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
テ
ー
マ
に
直
接

関
わ
っ
て
き
た
。
各
国
の
難
し
い
問
題
に
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う

か
。
地
域
レ
ベ
ル
で
も
っ
と
自
由
に
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ
ズ
の
会
議
が
マ
レ
ー
シ
ア
で

開
催
さ
れ
た
。
宗
教
的
な
制
約
な
ど
議
論
制

約
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
危
倶
し
て
い
た

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
れ
ば
絶
対
に
不
可

能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
え
る
ほ
ど
、
マ
レ
ー

シ
ア
で
忌
輝
な
い
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。

解
決
方
法
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

政
治
家
の
努
力
が
作
り
出
す
成
果
も
大
き
い

と
思
う
。

●
プ
ー
ル
亜
人
ロ
関
係
の
出
版
物
は
極
力
簡

明
に
ｌ
リ
ブ
ロ
の
鬮
題
し
か
扱
わ
な
か
っ

た
カ
イ
ロ
会
議
ｌ

今
の
議
論
に
完
全
に
賛
成
す
る
。
プ
レ
ッ

プ
コ
ム
Ⅲ
の
文
書
は
そ
れ
ほ
ど
微
妙
な
問
題

で
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
論
が
出

て
き
た
こ
と
に
驚
い
た
。
ア
フ
リ
カ
は
債
務

の
削
減
だ
け
に
注
目
し
、
カ
イ
ロ
で
は
実
質

上
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
ラ
イ
ッ

の
問
題
し
か
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
の
問
題
を
扱
っ
て
も
、
人
口
問
題

を
あ
つ
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
世
界
に
思

春
期
の
膨
大
な
人
口
が
あ
り
、
そ
の
生
活
全

般
に
対
す
る
対
応
が
必
要
に
な
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
リ
プ
ロ
の
問
題
し
か
扱
わ
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
人
口
学
者
と
開
発

政
策
が
分
離
さ
れ
て
い
た
と
し
か
い
え
な
い
。

人
口
学
者
の
側
も
デ
ー
タ
を
解
釈
し
、
意

味
の
あ
る
よ
う
な
形
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
、
人
口
学
者
の
側
も
余
り
に
も

膨
大
で
詳
細
な
デ
ー
タ
を
作
り
、
数
百
ペ
ー

ジ
の
本
を
出
版
し
て
も
、
為
政
者
や
普
通
の

人
が
使
え
る
デ
ー
タ
へ
と
加
工
す
る
こ
と
を

し
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
デ
ー
タ
を
利
用

す
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
人
口
学
者
の

成
果
が
あ
ま
り
役
立
っ
て
い
な
い
。
国
会
議

員
か
ら
分
厚
い
書
物
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、

簡
明
で
政
策
的
に
す
ぐ
に
使
え
る
資
料
を
作

る
よ
う
に
人
口
学
者
に
働
き
か
け
を
し
て
ほ

し
い
。

こ
の
会
議
は
非
常
に
効
率
的
で
あ
っ
た
。

専
門
家
と
の
対
話
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。

3８



17ｔｈＡＰＤＡ会議ニュージーランドで開く

会議風景

畷
げ

専
門
機
関
も
対
話
を
求
め
て
い
る
と
思
う
の

で
こ
の
活
動
を
も
っ
と
推
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

轤口』■■轡

●
マ
リ
ム
ト
ゥ
議
員
皿
会
議
は
目
的
を
明
確

に

会
議
の
目
的
や
会
議
の
成
果
を
反
映
さ
せ

る
と
い
う
と
き
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
各
国
の
議
員
全
て
が

人
口
問
題
を
良
く
知
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば

そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
行
政
が
参

○
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
会
議
員
“
会
議
に

は
大
使
館
員
も
参
加
し
て
行
政
に
反
映
を

国
会
議
員
が
参
加
す
る
よ
う
な
会
議
が
行

政
に
い
か
に
影
響
力
を
与
え
る
か
を
も
っ
と

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
｜
股
に

こ
の
よ
う
な
会
議
に
は
大
使
館
も
あ
ま
り
参

加
し
な
い
。
今
回
こ
の
重
要
な
会
議
に
参
加

す
る
に
あ
た
っ
て
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
に
行
政

を
お
い
て
き
て
し
ま
っ
た
の
が
問
題
で
あ
っ

た
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
国
会
議
員
会
議
の

成
果
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
大

使
館
の
人
が
最
低
一
名
参
加
す
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
集
ま
っ
た
結
果
を
自
国
の
政
府
に
働

き
か
け
る
方
法
を
考
え
て
か
ら
参
加
す
べ
き

だ
と
思
う
。

加
し
な
く
と
も
議
員
の
教
育
も
必
要
で
あ
る
。

通
常
、
議
員
は
忙
し
く
、
国
会
議
員
の
中
に

も
人
口
問
題
を
理
解
し
て
い
な
い
国
会
議
員

が
多
く
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
国
会
議
員
の

教
育
も
重
要
な
課
題
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
こ

の
会
議
の
意
義
は
大
き
い
と
思
う
。

ま
た
、
学
問
と
政
策
の
融
合
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
い
え
ば
、
プ
ー
ル
先
生
の
意
見
を

受
け
止
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
忙
し
い
国

会
議
員
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
、
簡
明
で

要
約
し
た
も
の
が
必
要
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ

ア
の
場
合
に
は
政
策
用
の
簡
明
な
資
料
が
準

備
さ
れ
て
い
る
。

資
料
を
わ
か
り
や
す
く
、
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
政
治
家
や
行

政
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
変
化
を
担
う
人
た
ち
に
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ホ
リ
ス
事
務
総
長
か
ら
既
に
ご
紹
介
が
あ
っ

た
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
か
れ
た
エ
イ
ズ
会
議
の

場
合
に
は
明
確
な
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
そ

の
目
的
が
明
確
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の

目
的
に
し
た
が
っ
て
、
十
分
な
協
議
が
行
わ

れ
た
と
思
う
。
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東南アジア諸国間で
適地適作の条約を

111鍵
グ

タ
ノ
フ
等
溌
昌

二
房
｛
一
Ｈ
Ｈ
ふ
心

グ
当
ノ
ア
群
、
巴
｛
二

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
生
産
し
た

農
産
物
は
輸
出
機
会
を
得
て
、
効
用
を
生
じ

る
。
緑
の
革
命
で
作
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
高

収
量
品
種
は
あ
ま
り
市
場
で
は
売
れ
な
い
。

そ
こ
で
農
産
物
が
市
場
性
を
持
つ
た
め
に
は
、

生
産
す
る
農
産
物
の
質
の
改
良
が
必
要
に
な

る
。
タ
イ
の
農
民
は
高
品
質
の
コ
メ
を
作
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
生
産
基

盤
の
格
差
が
影
響
す
る
問
題
で
も
あ
る
。
灌

概
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
伝
統
的
品
種
よ
り
も

新
し
い
品
種
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
コ
メ
生
産
に
は
塩
害 ’

…

の
問
題
も
あ
る
。
川
の
上
流
域
で
は
あ
ま
り

問
題
が
生
じ
な
い
が
、
主
要
な
生
産
地
で
あ

る
下
流
域
で
は
、
水
門
な
ど
の
設
備
が
十
分

で
な
い
と
海
水
が
遡
上
し
、
デ
ル
タ
地
域
で

塩
害
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
も
生

産
基
盤
の
与
え
る
影
響
が
出
て
く
る
。

ま
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
悪
影
響

も
も
た
ら
す
。
貧
富
格
差
が
拡
大
し
て
い
く
。

文
化
の
違
い
も
無
視
で
き
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
何
が
何
で
も
輸
出
へ
と
思
う
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
輸
出
に
向
け
ら
れ
る
た
め
に

国
内
の
貧
困
者
に
十
分
な
食
料
が
流
通
し
な

く
な
る
。
短
期
的
な
利
益
を
極
大
化
す
る
た

め
に
耕
地
を
拡
大
し
、
森
林
資
源
を
伐
採
し
、

商
品
作
物
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
森
林
が
減

少
し
て
し
ま
う
。
コ
ー
ヒ
ー
が
高
騰
し
た
と

き
ベ
ト
ナ
ム
で
も
森
林
伐
採
が
大
規
模
に
行

わ
れ
コ
ー
ヒ
ー
が
栽
培
さ
れ
た
。
ま
た
、
商

品
作
物
は
大
量
の
地
下
水
を
使
う
こ
と
が
多

く
、
こ
の
点
で
も
環
境
に
大
き
な
負
荷
を
か

け
る
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
・
自
由
貿
易
の
下
で
は
、
商
品
作
物
の
栽

培
が
増
え
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
食
料
価
格

が
不
安
定
に
な
る
。
特
に
、
土
地
な
し
農
民
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が
影
響
を
受
け
、
コ
メ
や
鶏
肉
の
価
格
が
影

響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

全
体
的
に
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
コ
メ
や
鶏

肉
価
格
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
消
費

者
に
と
っ
て
は
よ
い
こ
と
だ
が
生
産
者
は
犠

牲
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
商
品
性
を
高
め
る
た
め
に
肥
料
を

使
い
、
害
虫
の
被
害
を
止
め
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
肥
料
や
農
薬
を
使
う
．
こ
の
意

味
で
も
農
業
生
産
に
資
金
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
物
価
格
の
低

迷
が
農
家
を
直
撃
し
て
い
る
。

加
え
て
ベ
ト
ナ
ム
の
例
で
い
え
ば
、
穀
物

備
蓄
が
減
っ
て
き
た
こ
と
も
影
響
の
一
つ
と

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の

場
合
、
国
家
財
政
が
厳
し
い
た
め
に
国
と
し

て
の
備
蓄
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
、
各
世
帯
に
備
蓄
を
奨
励
し
、
国
家
的

備
蓄
は
各
世
帯
の
備
蓄
に
依
存
し
て
き
た
が
、

市
場
主
義
経
済
が
浸
透
す
る
に
し
た
が
っ
て
、

各
世
帯
が
輸
出
に
ま
わ
し
は
じ
め
た
。

現
在
コ
メ
価
格
が
低
い
の
で
稲
作
が
減
っ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
将
来
的
に
は
コ
メ
の

供
給
不
足
が
生
じ
う
る
。
そ
の
結
果
、
コ
メ

の
価
格
が
急
騰
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
こ

れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
出
て
き
た
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
国
に
よ
っ
て
は
好

機
で
あ
り
国
に
よ
っ
て
問
題
を
引
き
起
こ
し

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
私
た
ち
国
の
持
つ
比
一

は
協
力
の
可
能
性
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
作
物
の
適
地

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
世
界
が
な
っ
て
く
る

繁
栄
を
共
有
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
標
と
し
、
こ
と
が
必
要

持
続
可
能
な
土
地
利
用
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
ゼ
ー
シ
ョ
ン

ま
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
を
め
に
も
特
に
一

も
う
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
市
場
開
放
要
で
あ
る
？

に
と
も
な
っ
て
各
国
、
各
地
域
に
昔
か
ら
あ
っ
用
を
果
た
す
』

た
伝
統
的
医
薬
を
大
企
業
が
新
し
い
薬
と
し
行
う
べ
き
で

て
売
り
出
す
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ

大
企
業
の
名
前
で
売
り
出
さ
れ
、
大
企
業
に
争
に
勝
っ
て

利
益
を
生
み
出
す
が
、
も
と
も
と
こ
の
伝
統
比
較
優
位
囚

的
医
薬
を
生
み
出
し
て
き
た
先
住
民
の
知
的
を
行
う
こ
と
ぶ

財
産
権
は
全
く
無
視
さ
れ
、
侵
害
さ
れ
て
い
条
件
を
十
分
」

る
こ
と
に
な
る
。

ジ
ア
諸
国
間
一

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
は
各
と
も
重
要
な
一
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；
き
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…
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：
；
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；
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多
様
な
視
点
か
ら
比
較
優
位
を

●
ナ
フ
シ
ア
・
ビ
ン
テ
ィ
・
オ
マ
ー
ル
議
員
（
繭
叡
烈
》
万
鋤
域
）

て
し
ま
う
。
各
国
が
置
か
れ
た
状
況
で
そ
の

与
え
る
影
響
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
谷
津
議
長
の
挨
拶
は
、
多
様
な

視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ

国
の
持
つ
比
較
優
位
性
を
十
分
に
考
慮
し
て
、

作
物
の
適
地
適
作
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
ま
た
教
育
を
十
分
に
与
え
る

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
取
り
残
さ
れ
な
い
た

め
に
も
特
に
先
住
民
の
女
性
へ
の
教
育
が
重

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
農
地
の
長
期
的
有
効
利

用
を
果
た
す
た
め
に
も
農
地
改
革
を
も
っ
と

行
う
べ
き
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
は
競

争
に
勝
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
が
、

比
較
優
位
の
原
則
に
の
っ
と
っ
て
適
地
通
作

を
行
う
こ
と
が
先
ず
重
要
な
こ
と
で
、
各
国
の

条
件
を
十
分
に
考
え
た
適
地
適
作
を
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
間
で
条
約
を
作
っ
て
実
施
す
る
こ

と
も
重
要
な
ア
イ
デ
ア
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ⅢＩ

◇
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ら
の
視
点
を
加
味
し
て
比
較
優
位
性
を
地
域

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
地
球
規
模
で
の
安
全
保

障
を
構
築
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
多
様

性
の
あ
る
ア
ジ
ア
地
域
で
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
自
分
が
ま
だ
女
学
生
だ
っ
た
と

き
中
国
や
イ
ン
ド
の
人
口
を
知
り
、
そ
の
人
た

ち
を
ど
う
扶
養
す
る
の
か
本
当
に
心
配
し
た
。

人
々
が
英
知
を
絞
り
こ
の
問
題
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
私
た
ち
の

持
て
る
能
力
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
、
単
純

な
よ
う
だ
が
、
こ
の
問
題
に
対
応
し
て
い
く

上
で
は
重
要
な
方
法
と
な
る
。

私
た
ち
を
ひ
と
つ
の
家
族
と
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は

な
く
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
を
一
体
と
し
て
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ベ
ト
ナ
ム
は
コ
メ
を
余
剰
に
生
産

し
て
い
る
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
現
実
的
に
い
っ

て
自
給
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
パ
ー
ム
ヤ
シ
油
の
生

産
に
は
適
し
て
い
て
、
輸
出
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
そ
こ
で
は
、
質
の
向
上
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
ビ
タ
ミ
ン
の
豊
富
な
コ
メ
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ラ
イ
ス
の
話
が
出
た
が
、
総
合
的
に

質
の
高
い
栄
養
が
必
要
で
、
ビ
タ
ミ
ン
だ
け

で
十
分
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ビ
タ
ミ
ン
れ
か
ら
淡
水
資
源
は
常
に
不
足
す
る
と
考
え

Ａ
の
過
剰
摂
取
で
失
明
が
起
こ
っ
た
と
い
う
ら
れ
る
。
先
日
も
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
報
道
で
。
ハ
キ
ス

報
道
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。

タ
ン
の
水
不
足
に
抗
議
す
る
デ
モ
が
報
道
さ

今
回
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
議
論
が
行
わ
れ
た
。
れ
て
い
た
。
そ
の
報
道
の
中
で
水
不
足
に
対

し
か
し
同
時
に
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
議
論
す
る
応
す
る
た
め
に
氷
河
の
氷
を
使
う
と
い
う

必
要
も
あ
る
。
誰
が
家
族
を
養
う
の
か
、
ミ
案
を
パ
キ
ス
タ
ン
の
専
門
家
が
提
唱
し
て
い

ク
ロ
レ
ベ
ル
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
た
が
、
氷
河
の
水
を
人
為
的
に
溶
か
し
て
水

そ
の
担
い
手
で
あ
る
女
性
の
立
場
か
ら
考
え
供
給
を
行
っ
た
ら
生
態
系
の
擾
乱
や
そ
の
他

て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
だ

ま
た
水
資
源
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
こ
ろ
う
か
。
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持
続
可
能
な
開
発
に
つ
い
て
一
一
つ
の
面
か

ら
考
え
た
い
と
思
う
。
ひ
と
つ
は
病
気
の
蔓

延
。
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
給
食
用
と
し
て
牛
肉

を
輸
入
し
、
余
っ
た
肉
を
豚
の
え
さ
と
し
て

使
っ
た
た
め
に
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
四
ヶ
月

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
広
が
っ
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ

体
制
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
、

広
い
地
域
に
植
物
や
動
物
の
病
気
が
広
が
る

パネリスト

ーー発表

食
料
安
保
確
保
の
た
め
に
は

農
産
物
価
格
の
安
定
化
が
重
要

Ｉ
別
％
の
生
産
過
剰
は
別
％
の
価
格
下
落
を
招
く
ｌ

●
鮫
島
宗
明
議
員
（
顛
淋
ユ
ア

と
い
う
新
し
い
時
代
を
引
き
起
こ
し
た
。

食
料
安
全
保
障
を
討
議
す
る
場
合
に
、
こ

の
問
題
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
提
示
す
る

こ
と
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
検
疫
体
制
を

各
国
と
も
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
口
蹄
疫

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
蔓
延
は
無
制
限
な

自
由
化
に
対
し
て
自
給
論
を
擁
護
す
る
こ
と

～－－

4２



》←

ＡＰＤＡｏＮＺＦＰＡ画ＡＦＰＰＤｍｍＮＺＰＧＰＤ風
熱心に発表するパネリストの皆さん

中央が鮫島議員
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に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。

厳
密
な
検
疫
で
知
ら
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
る
が
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
一
つ
失
敗
を
し
た
。
そ
れ
は

ハ
ワ
イ
か
ら
豆
科
の
植
物
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
入
っ
た
。
栄
養
成
分
が
多
か
っ
た
の
で

羊
は
好
ん
で
食
べ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
中
に

ミ
モ
シ
ン
と
い
う
成
分
が
入
っ
て
お
り
、
羊

く
っ
て
お
り
、
羊

の
毛
を
抜
い
て

し
ま
い
、
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
が
必
要

な
の
は
羊
に

な
っ
て
し
ま
っ

た
。
裸
の
羊
か

ら
は
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
作
れ
な
い
。

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

必
要
と
し
た
の

は
む
し
ろ
羊
た

ち
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な

小
さ
な
失
敗
は

あ
っ
た
が
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
が
行
っ
て
き
た
厳
密
な
植
物
検
疫
、
動

物
検
疫
の
シ
ス
テ
ム
は
こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
体
制
の
中
で
も
う
一
度
再
評
価
す
べ

き
問
題
だ
と
思
う
。

二
番
目
に
農
産
物
の
価
格
安
定
化
に
つ
い

て
一
つ
提
案
を
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
議
論

で
出
て
き
た
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
農
産
物
価
格
の
安
定
化
が
重
要
で

あ
る
。
安
心
し
て
食
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

環
境
が
厳
し
い
と
き
で
も
最
低
必
要
量
が
あ

る
状
態
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
、
通
常
の
天
候
の
下
で
は
約
一
○
％
余

剰
が
出
る
状
態
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、

こ
れ
は
市
場
価
格
を
大
き
く
低
下
さ
せ
る
。

穀
物
生
産
が
需
要
の
一
○
％
過
剰
で
二
○
％

価
格
が
下
落
し
、
二
○
％
過
剰
で
五
○
％
価

格
が
下
落
す
る
。
ま
た
、
逆
に
一
○
％
不
足

す
る
と
穀
物
価
格
の
高
騰
を
招
き
、
各
国
の

政
治
の
不
安
定
要
因
と
な
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
ア
メ
リ
カ
の
先

進
的
な
事
例
が
参
考
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
は

新
し
い
世
界
戦
略
と
し
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
前

大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
の
依
存
す
る
全
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
九
％
を
生
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る

と
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
新
し
い
戦
略
で
あ
り

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
の
カ
ー
ギ
ル
と
化
学

大
手
の
ダ
ウ
ケ
ミ
カ
ル
が
、
バ
イ
オ
・
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
開
発
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
余
剰
農
産
物
の
ノ
ン
・
フ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
非
食
料
利
用
）
の
拡
大
が
、

食
料
輸
出
大
国
間
に
普
及
し
穀
物
の
セ
カ
ン

ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
第
二
市
場
）
を
誕
生
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
ば
、
先
進
国
の

備
蓄
体
制
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
第
一
市
場
と
し
て
の
食
用
穀
物
の
価
格

安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
地

球
温
暖
化
防
止
に
対
す
る
国
際
的
な
取
り
組

み
の
進
展
は
、
こ
の
可
能
性
を
支
持
し
て
い

る
。
穀
物
市
場
を
重
層
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
変
動
へ
の
対
応
力
は
格
段
に
強
化
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ノ
ン
・
フ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
利
用
は
食
料
供
給
の
セ
カ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
か
ら
、
極
端
な
不
作
な
ど
の
緊
急

時
に
は
ノ
ン
・
フ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ま
わ

さ
れ
て
い
た
農
業
生
産
物
を
食
料
に
転
化
す

る
こ
と
で
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
食

料
供
給
の
安
定
化
の
た
め
に
数
多
く
の
知
恵

を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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そ
う
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
が
ベ
ト
ナ
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；
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キ
ル
ギ
ス
タ
ン
政
府
を
代
表
し
て
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
、
日
本
政
府
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

水
資
源
の
重
要
性
を
過
小
評
価
し
て
は
い
け

な
い
、
河
川
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
動
植
物

が
大
き
な
影
響
が
受
け
て
い
る
。
水
が
少
な

い
中
で
ど
う
し
て
発
展
し
て
い
け
ば
良
い
の

だ
ろ
う
か
。

キ
ル
ギ
ス
タ
ン
の
場
合
、
幸
い
に
も
水
資

源
は
潤
沢
で
あ
る
。
し
か
し
隣
国
の
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
に
は
水
が
な
い
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

潤
沢
な
石
油
や
天
然
ガ
ス
と
キ
ル
ギ
ス
タ
ン

の
水
を
交
換
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
流
入

す
る
河
川
か
ら
の
過
剰
揚
水
の
結
果
生
じ
た

ア
ラ
ル
海
の
縮
減
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め

に
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
の
水
を
周
辺
諸
国
に
提
供

し
て
い
る
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
水
資

源
を
互
い
に
大
切
に
使
用
し
て
い
く
こ
と
が

パネリスト

ーー発表

ス
ア
ン
（
モ
デ
レ
ー
タ
ー
）

水
利
用
に
は
国
際
的
な
協
定
が
必
要

●
ア
リ
ン
ベ
イ
・
ス
ル
タ
ノ
フ
議
員
（
時
Ⅲ
群
諭
嘩
ン
印
）

ム
に
キ
ャ
ッ
サ
バ
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
作
る

た
め
工
場
の
場
所
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
今
年
の
夏
に
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
で
Ａ

キ
ル
ギ
ス
タ
ン
で
は
水
は
潤
沢
で
、
不
足
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
地
域
会
議
を
開
催
す
る
。
そ
の

し
て
い
る
国
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
会
議
に
皆
様
を
招
待
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

そ
の
た
め
に
は
他
国
の
持
つ
資
源
と
の
交
換
に
し
て
い
る
。

も
含
め
、
法
的
な
問
題
を
解
決
し
て
行
く
必

：
…
…
：
ｉ
ｆ
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｆ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…

今
回
の
会
議
に
オ
セ
ア
ニ
ア
島
喚
国
の
代

表
と
し
て
ソ
ロ
モ
ン
と
サ
モ
ア
だ
け
が
参
加

し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
島

喚
国
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
で
、
野
党
は

強
く
反
対
し
て
い
る
。
そ
の
主
張
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
貧
富
格
差

が
拡
大
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

パネリスト

ーー発表

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
善
悪
と
格
差

●
ト
ル
フ
ア
イ
ヴ
ア
レ
レ
イ
議
員
（
錨
軽
》
叩
）

要
が
あ
る
。

関
係
者
の
啓
発
と
教
育
が
必
要
。
国
際
的

な
河
川
や
水
利
用
に
関
す
る
国
際
的
な
協
定

が
必
要
で
あ
る
と
お
も
う
。
議
員
と
し
て
こ

の
よ
う
な
目
標
を
解
決
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
水
の
重
要
性
を
論
じ
る
場
合
、
コ
メ
だ
け

で
は
な
く
、
小
麦
や
そ
の
ほ
か
に
も
言
及
し

て
ほ
し
い
。

現
政
権
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
し
て
い
る
。
変
化
を
避
け
て
と
お
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
サ
モ
ア
経
済
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
他
国
の
料
理

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
良
い
側
面
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も
あ
る
が
、
栄
養
の
偏
り
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
サ
モ
ア
の
場

合
、
食
料
問
題
は
な
い
。
主
食
は
自
分
で
作
っ

て
い
る
。
降
水
量
は
十
分
に
あ
る
が
、
雨
水

に
依
存
し
て
い
る
の
で
水
質
が
問
題
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
１
シ
ョ
ン
も

幅
広
い
意
味
で
は
サ
モ
ア
を
支
え
て
い
る
。

日
本
の
矢
崎
総
業
が
サ
モ
ア
に
進
出
し
、

矢
崎
サ
モ
ア
が
一
一
○
○
○
人
以
上
の
雇
用
を

生
み
出
し
て
い
る
。
雇
用
が
あ
る
こ
と
で
若

い
世
代
に
よ
り
よ
い
教
育
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
の
意
味
が
出
て
く
る
。

サ
モ
ア
の
人
口
は
一
七
万
二
○
○
○
人
で
、

年
間
人
口
増
加
率
は
○
・
九
～
○
・
八
％
で

あ
る
。
人
口
構
成
は
非
常
に
若
く
、
四
一
％

が
十
五
歳
以
下
で
十
六
歳
～
六
十
四
歳
ま
で

が
五
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
平
均
年
齢
は
二

十
歳
で
、
思
春
期
人
口
が
非
常
に
大
き
い
。

乳
児
死
亡
率
は
出
生
一
○
○
○
人
あ
た
り

二
一
人
で
あ
り
、
全
体
の
死
亡
率
は
一
○
○

○
人
あ
た
り
五
人
で
あ
る
。
疾
病
の
中
で
は

生
活
習
慣
病
の
占
め
る
割
合
が
非
常
に
大
き

い
。
ま
た
、
教
育
・
一
雇
用
の
機
会
を
求
め
て

海
外
移
住
が
多
い
と
い
う
現
象
が
あ
る
。

ウ
・
フ
ァ
・
チ
ャ
ン
議
員
（
韓
国
）
亜

主
食
は
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
全

量
輸
入
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
ア
ジ
ア

の
コ
メ
価
格
を
高
騰
さ
せ
て
し
ま
う
。

し
か
し
一
方
で
グ
ロ
ー
パ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
背
を
向
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
総
合
的

に
こ
の
問
題
を
考
え
て
行
く
た
め
に
も
、
人

口
と
開
発
に
関
す
る
情
報
を
も
っ
と
広
く
知

ら
し
め
る
こ
と
が
必
要
で
、
各
国
の
事
情
を

踏
ま
え
各
国
が
も
っ
と
深
刻
に
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。

コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
事
務
総
長
（
オ
ー
ス
ト
ラ

食
料
安
全
保
障
に
関
し
て
は
各
国
で
事
情

が
違
っ
て
い
る
。
日
本
は
主
食
の
コ
メ
を
自

給
す
る
政
策
を
と
っ
て
い
る
し
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
場
合
に
は
パ
ー
ム
ヤ
シ
を
優
先
的
に
作
っ

農
業
生
産
の
ア
ジ
ア

共
同
体
が
必
要

ス
ア
ン
（
モ
デ
レ
ー
タ
ー
）

…■
■
工
■
・
フ
ロ
ア
か
ら
の
薑
・
脅
・

リ
ア
）
独
公
正
な
貿
易
の
構
築
が
重
要

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
よ
り

も
そ
の
恩
恵
の
分
配
が
重
要
で
あ
る
。
公
正

な
貿
易
の
慣
習
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
食
料
が
一
国
の
独
占
の
下
に
お
か
れ

た
り
、
｜
企
業
に
占
有
さ
れ
る
こ
と
が
問
題

で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
農
産
物
に
助

成
金
を
出
し
て
輸
出
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
中
東
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
穀
物
を
売
る
た

め
の
市
場
を
作
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ン

ピ
ン
グ
で
そ
の
市
場
を
奪
わ
れ
、
大
き
く
被

害
受
け
た
。

て
い
る
。
一
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
自
国
で

の
食
料
生
産
し
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る

こ
と
を
放
棄
し
て
い
る
。

各
国
の
環
境
条
件
に
あ
わ
せ
て
農
業
生
産

の
分
業
体
制
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ジ
ア

共
同
体
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
鮫
島
宗
明
議
員
先
生
が
指
摘
さ
れ

た
食
料
の
二
○
％
過
剰
で
五
○
％
価
格
が
下

落
す
る
と
い
う
の
は
重
要
な
指
摘
で
あ
っ
た
。
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自
国
の
状
況
を
見
な
が
ら
価
格
を
上
げ
た

り
、
下
げ
た
り
自
国
の
都
合
で
や
っ
て
い
る
、

そ
の
意
味
で
は
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

公
正
な
貿
易
の
敵
に
な
る
。

シ
フ
・
カ
レ
ー
』
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
”

自
給
で
き
る
の
に
な
ぜ
輸
入
か

な
ぜ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
各
国
が
自
分
で
作
っ
て
、
自

分
で
自
給
で
き
る
も
の
ま
で
、
な
ぜ
わ
ざ
わ

ざ
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
函

こ
の
問
題
は
い
つ
も
議
論
に
な
る
問
題
で

あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
は
公
正
に
貿

易
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
メ

リ
カ
が
非
常
に
不
公
正
な
競
争
を
強
い
て
く

る
。
伝
統
的
な
既
存
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
補
助

金
を
つ
け
た
農
産
物
を
送
り
込
む
こ
と
で
ダ

ン
ピ
ン
グ
す
る
。
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
不
公
正
な
貿
易
が
政
府
助
成
金
に

支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て
輸
出
の
た
め
の
政
府
補
助

金
は
慣
習
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
》

交
渉
の
中
で
争
い
が
お
こ
っ
て
い
る
。
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｓ
（
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
関
す
る
一
般
協

定
）
の
中
で
も
す
べ
て
競
争
が
起
こ
っ
て
い

る
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
途
上
国
に
と
っ
て
い
か
に

大
き
な
脅
威
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

ス
ア
ン
叩

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
問
題
は
ダ
ボ
ス
で
も
議
論
に

な
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
て
き
て
い
る
。

電
話
は
現
在
政
府
系
電
話
会
社
に
よ
っ
て
独

占
さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
そ
こ
に
日
本
の
Ｎ

Ｔ
Ｔ
や
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｔ
Ｔ
が
参
入
す
れ
ば
、

ベ
ト
ナ
ム
の
電
話
会
社
は
競
争
力
が
な
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
敗
退
し
て
し
ま
う
。

ナ
フ
シ
ア
・
ビ
ン
テ
ィ
・
オ
マ
ー
ル
議
員
（
マ

レ
ー
シ
ア
）
叩

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
は
貧
富
格
差

が
拡
大
す
る
な
ど
問
題
が
あ
る
が
、
変
革
を

よ
い
方
向
に
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

ス
ア
ン
四

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
て
と
お

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
う
対
処
し
て
い
く

の
か
。
日
本
の
前
農
林
水
産
大
臣
で
あ
る
谷

津
先
生
い
か
が
で
す
か
。

谷
津
義
男
議
員
（
日
本
）
叩
食
料
は
一
般

工
業
葦
と
別
次
元
で
ｌ
食
料
輸
入
圏
は

食
料
植
民
地
化
の
危
険
Ｉ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
に
日
本
政
府
の
代
表
と
し
て

直
接
交
渉
に
携
わ
っ
て
き
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
出
身
の
ム
ー
ア
事
務
局
長
と
も
直
接

交
渉
し
て
き
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
産
物
交
渉
は
二
○
条
に
よ
っ
て

先
に
検
討
に
入
る
。
私
と
し
て
は
食
料
は
一

般
工
業
品
と
は
ま
っ
た
く
別
の
次
元
で
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
各
国

の
意
見
提
出
は
既
に
終
了
し
て
お
り
、
二
月

の
五
日
・
六
日
に
各
国
の
提
案
内
容
に
対
す

る
説
明
が
行
わ
れ
た
。

食
料
、
農
産
物
は
工
業
品
と
は
違
う
。
ま

た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
も
と
で
、
輸
入
国
と
輸
出

国
の
間
に
不
公
平
が
あ
る
。
輸
出
国
は
輸
出

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
通
告

す
れ
ば
す
ぐ
に
輸
出
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
輸
入
国
側
は
輸
入
を
義
務
化

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
突
き
詰
め
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ス
ア
ン
“
ベ
ト
ナ
ム
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
交
渉
に
加

わ
り
た
く
な
い

途
上
国
も
同
じ
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い

る
。
食
料
は
工
業
産
品
と
別
の
ル
ー
ル
で
交

て
い
け
ば
、
食
料
輸
入
国
は
食
料
植
民
地
化

す
る
危
険
性
が
あ
る
。

食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
言
っ
て
、
あ

る
程
度
の
自
給
率
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
自

国
で
生
産
で
き
る
も
の
ま
で
、
輸
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
単
純
な
疑
問
が
あ
る
・

公
正
な
競
争
の
下
で
、
と
い
う
原
則
が
あ

る
の
で
日
本
も
ミ
ー
ニ
ム
ア
ク
セ
ス
米
を
輸

入
し
て
い
る
が
、
国
内
的
に
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
各
国
の
個
別
事
情
を
勘
案
し

た
食
料
安
全
保
障
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
は
補
助
金
を
出
す
こ
と
は
い
け

な
い
と
い
っ
て
い
た
が
一
九
九
七
年
に
六
五

億
ド
ル
、
’
九
九
八
年
に
八
九
億
ド
ル
の
補

助
金
を
出
し
た
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
輸
出

補
助
金
の
削
減
を
拒
否
。
現
在
、
食
料
輸
出

国
と
食
料
輸
入
国
の
公
正
を
保
つ
た
め
に
各

国
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
修
正
案
へ
の
同
調
を
呼
び
か

け
て
い
る
最
中
。

ス
ラ
ヤ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ス
ラ
パ
テ
イ
議
員

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｙ
定
義
の
明
確
化
が
重
要

持
続
可
能
な
開
発
と
は
何
か
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
定
義
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
々

は
発
展
の
目
的
で
も
あ
り
、
発
展
の
主
体
で

渉
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。
日
本
は
コ
メ
に
対

す
る
自
給
自
足
策
を
と
っ
て
い
る
。
コ
メ
に

関
し
て
は
自
国
で
満
足
で
き
て
い
る
。
各
国

の
事
情
に
基
い
た
食
料
安
全
保
障
策
を
破
壊

す
る
よ
う
な
強
制
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
お

も
う
。

も
う
一
つ
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。
現
在
、

多
国
籍
企
業
が
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使

い
作
物
の
種
子
を
独
占
し
て
い
る
。
高
度
な

技
術
を
つ
か
っ
て
収
穫
量
の
高
い
種
子
を
作
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
種
子
が
ベ
ト
ナ
ム
に
入
っ

て
き
た
場
合
、
（
知
的
所
有
権
の
国
際
保
護
の

関
係
か
ら
）
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
体
制
の
も
と
で
は
農

民
は
毎
年
こ
の
よ
う
な
種
を
買
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

貧
し
い
農
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
で

あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
は
こ
の
よ
う
な
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ

の
交
渉
に
は
加
わ
り
た
く
な
い
。

ナ
フ
シ
ア
・
オ
マ
ー
ル
議
員
（
マ
レ
ー
シ
ア
旨

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
現
在
、
小
規
模
農
家

鮫
島
宗
明
議
員
（
日
本
）
”
現
行
の
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｓ
体
制
化
で
は
途
上
国
は
不
利

い
ま
の
よ
う
な
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
体
制
の
中
で

途
上
国
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

単
一
条
件
で
貿
易
条
件
を
決
め
る
こ
と
は
難

し
い
。
世
界
的
に
同
じ
価
格
に
集
約
し
て
い

く
過
程
で
、
最
も
被
害
を
受
け
る
の
は
中
規

模
農
業
で
あ
る
。
極
小
規
模
の
自
分
が
食
べ

る
分
だ
け
を
生
産
す
る
農
家
は
あ
ま
り
影
響

を
受
け
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
生

活
を
支
え
、
生
活
を
維
持
す
る
農
業
を
ど
う

維
持
す
る
か
に
つ
い
て
は
世
界
的
な
協
力
が

構
築
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

も
あ
る
。
私
た
ち
に
未
来
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
不
平
等
な
状
態
が
、
貿
易
自
由

化
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
、
所
得
格
差
が
拡
大

す
る
。
辻
井
教
授
の
論
文
で
は
先
進
国
の
ほ

う
が
途
上
国
よ
り
圧
倒
的
に
利
益
を
得
て
し

ま
う
と
い
う
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
、
先
進
国
も
、
途
上
国
も
利
益
を
得

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
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の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
策
を
準

備
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
小
規
模
農
家
を
統

合
し
農
地
の
規
模
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
対

応
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ス
ア
ン
》
大
国
の
多
国
籍
企
業
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を

牛
耳
る

大
国
の
多
国
籍
企
業
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
牛
耳
っ

て
い
る
。
企
業
利
益
の
た
め
に
発
言
し
て
い

る
。
企
業
に
破
産
し
て
も
ら
い
た
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
牛
耳
ら
れ
る
の
は
問
題
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
な
ど
、
資
金
供
与
国
が
農
村
の
研

修
な
ど
に
資
金
を
供
与
す
る
こ
と
な
ど
も
対

策
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
超
大
国
、

特
に
多
国
籍
企
業
の
持
つ
影
響
を
十
分
考
慮

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の

中
に
あ
っ
て
も
各
国
の
国
の
伝
統
を
配
慮
す

べ
き
で
あ
る
。

食
料
貿
易
に
関
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
条
項
に
例
外

を
求
め
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
各
国
の
伝
統

や
文
化
と
抵
触
し
て
し
ま
う
。

シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
》

ド
ナ
ー
国
に
も
っ
と
援
助
し
ろ
と
い
う
の

は
お
か
し
い
。
自
給
の
で
き
て
い
る
国
の
生

産
体
制
を
破
壊
す
る
必
要
は
な
い
。
公
正
な

競
争
と
い
う
名
の
も
と
に
輸
入
し
て
い
る
。

農
家
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。

ラ
ク
シ
ュ
マ
ン
・
シ
ン
議
員
（
イ
ン
ド
）
牢

行
動
計
画
を
練
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ

れ
を
携
え
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
交
渉
に
行
く
こ
と
が

重
要
。
次
回
で
も
協
議
し
て
ほ
し
い
。
ひ
と

つ
の
声
に
絞
り
込
め
れ
ば
と
思
う
。

マ
リ
ム
ト
ウ
議
員
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
函
明
確

に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
概
念

今
回
の
会
議
で
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
自
由
貿
易
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
関
し
て
概
念
が
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い

な
い
。

現
在
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
も
と
で
は
非
効
率

的
な
方
法
で
生
産
し
て
い
る
と
、
〃
生
産
を
止

め
ろ
〃
と
な
る
。
し
か
し
コ
メ
の
生
産
が
タ

イ
に
比
べ
て
非
効
率
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
コ

メ
の
生
産
を
放
棄
し
た
場
合
、
タ
イ
で
天
災

が
起
き
た
ら
食
料
安
全
保
障
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
。

経
済
学
の
理
論
的
に
い
え
ば
、
す
べ
て
の

国
が
比
較
優
位
の
あ
る
も
の
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
政
治
的
に
は
ま
っ
た

く
違
う
。
古
来
か
ら
作
っ
て
い
た
も
の
を
作

れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
的
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
。

理
論
的
に
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で

す
べ
て
が
解
決
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
〃
効

率
よ
く
作
っ
て
さ
え
い
る
と
、
す
べ
て
が
潤

う
〃
と
い
う
け
れ
ど
も
、
こ
の
比
較
優
位
論

は
現
実
に
う
ま
く
い
か
な
い
。
た
と
え
ば
、

あ
る
国
が
「
あ
る
部
門
を
残
す
」
と
い
う
意

志
に
し
た
が
っ
て
政
策
導
入
が
あ
っ
た
場
合
、

経
済
理
論
は
適
用
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
、
日
本
の
場
合
、
米
作
は
国
内

で
維
持
す
る
と
い
う
政
策
導
入
が
あ
っ
た
場

合
に
は
ゴ
メ
価
格
を
政
策
的
に
高
く
し
て
、

農
家
が
米
作
を
し
た
ほ
う
が
有
利
な
状
況
が

作
ら
れ
る
。

一
ト
ン
の
米
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
三

○
○
ド
ル
で
あ
り
、
日
本
で
は
四
○
○
○
ド

ル
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
も
っ
と
安
価
に

作
れ
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
コ
メ
と
日
本

の
コ
メ
で
は
意
味
が
違
い
、
ア
メ
リ
カ
の
コ

メ
を
日
本
の
価
格
で
売
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
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鮫
島
宗
明
議
員
（
日
本
）
叩
伝
統
農
法
の
ま

ま
で
の
収
量
ア
ッ
プ
技
術
が
必
要

技
術
の
面
か
ら
い
う
と
こ
の
三
○
年
間
、

開
発
途
上
国
の
農
業
開
発
は
Ｃ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｒ
の

緑
の
革
命
モ
デ
ル
だ
け
に
従
っ
て
対
応
さ
れ

て
き
た
。
農
業
問
題
を
環
境
問
題
と
同
じ
視

点
で
一
緒
に
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の

手
法
は
決
し
て
最
適
な
手
法
で
は
な
か
っ
た
。

谷
津
義
男
議
員
（
日
本
）
“
日
本
は
減
反
に

応
じ
た
補
助
金

米
に
対
す
る
直
接
補
助
金
は
出
し
て
い
な

い
。
四
○
％
の
減
反
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

減
反
に
応
じ
た
農
家
に
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
減
反
補
助
金
に
関
し
て
も

見
直
し
が
起
こ
っ
て
い
る
。

日
本
の
場
合
、
実
際
問
題
と
し
て
コ
メ
は

作
り
や
す
い
作
物
で
あ
る
。
農
村
の
基
盤
整

備
、
構
造
改
善
の
結
果
、
コ
メ
生
産
が
や
り

や
す
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
過
剰
生
産
に

な
っ
て
し
ま
う
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
に
し
た
が
っ

て
、
七
六
万
ト
ン
輸
入
し
て
い
る
が
国
内
で

の
消
費
が
な
さ
れ
な
い
た
め
に
、
海
外
援
助

に
回
っ
て
い
る
。

タ
オ
・
シ
ー
・
ピ
ン
議
員
（
中
国
）
“
今

唯
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
獲
得
の
産
業
で
あ
る
は

ず
の
農
業
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
の
農
業

に
な
っ
て
い
る
。

で
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か

と
い
え
ば
、
伝
統
農
法
の
ま
ま
で
収
量
を
向

上
さ
せ
る
技
術
が
必
要
だ
と
思
う
。
農
業
研

究
は
栄
え
て
も
農
業
は
だ
ん
だ
ん
だ
め
に
な

る
。
高
収
量
品
種
を
使
っ
た
多
収
法
に
農
業

全
体
が
移
行
し
た
結
果
、
問
題
が
起
こ
っ
て

い
る
。

伝
統
的
農
法
は
環
境
に
適
合
し
て
長
期
間

安
定
し
た
収
穫
を
上
げ
て
き
た
。
メ
キ
シ
コ

の
ユ
カ
タ
ン
半
島
の
例
で
い
え
ば
イ
ン
デ
ィ

オ
の
メ
イ
ズ
生
産
で
は
少
な
く
と
も
五
○
○

年
間
、
安
定
的
な
生
産
を
あ
げ
て
き
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
棚
田
の
例
で
い
う
と
原
住
民
は
二

○
○
○
年
も
の
あ
い
だ
安
定
的
な
収
穫
を
維

持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

競
争
概
念
の
な
か
で
、
重
要
な
の
は
品
質

で
あ
る
。
日
本
の
消
費
者
は
国
際
価
格
の
五

倍
で
も
日
本
米
を
買
う
。
品
質
を
維
持
す
る

こ
と
が
国
際
競
争
を
勝
ち
抜
く
方
法
で
あ
る

と
思
う
。

ソ
ン
ポ
ン
・
モ
ン
コ
ン
ヴ
ァ
レ
イ
議
員
（
ラ

オ
ス
）
叩

文
化
の
西
欧
化
の
問
題
に
ど
う
対
応
し
た

ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

東
南
ア
ジ
ア
地
域
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
二
○

回
の
会
議
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た

今
回
の
会
議
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
。

中
国
全
国
人
民
大
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
の
教
育
・

科
学
・
文
化
・
人
口
・
保
健
委
員
会
（
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｐ
Ｈ
）
は
食
料
安
全
保
障
と
水
資
源
に
関

す
る
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま
で

に
も
土
壌
管
理
、
土
壌
保
護
に
関
す
る
立
法
、

種
子
に
関
す
る
立
法
を
行
っ
た
。
今
後
も
、

高
品
質
な
種
子
の
確
保
、
黄
砂
を
う
む
風
食

を
避
け
る
た
め
の
植
林
な
ど
の
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
議
員
が
政
府
に
い

ろ
い
ろ
な
提
案
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

自
然
保
護
林
の
伐
採
禁
止
、
薬
草
の
乱
獲
禁

止
、
余
剰
食
料
が
出
た
下
で
、
耕
地
を
耕
す

代
わ
り
に
植
林
を
進
め
る
な
ど
の
提
案
が
あ

る
。
過
剰
畜
産
を
や
め
て
牧
草
地
の
保
護
も

重
要
で
あ
り
、
節
水
型
の
農
業
に
力
を
入
れ

た
い
。
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会議風景
二
○
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
全
体
で
も

Ｇ
Ｎ
Ｐ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
そ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
っ
て
行
動
に
移
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
行
動
の
も
た
ら
す

影
響
を
理
解
し
た
上
で
国
の
政
策
を
明
確
に

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

カ
タ
リ
ア
前
議
員
（
イ
ン
ド
）
皿
Ｗ
Ｔ
Ｏ
分

野
で
ア
ジ
ア
の
行
動
計
画
を
作
ろ
う

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
分
野
で
ア
ジ
ア
の
行
動
計
画
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

ア
ジ
ア
域
内
で
ど
う
や
っ
た
ら
協
力
体
制

を
構
築
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
セ
ー

フ
ガ
ー
ド
が
適
切
な
時
期
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
途
上
国
を
守
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
自
由
貿
易
体
制
の
中
で
、
多
国
籍
企

業
が
進
出
し
て
く
る
が
在
来
の
中
小
企
業
が

祖
霊
に
対
抗
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
は
何
か
良
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う

が
、
現
状
で
は
問
題
を
大
き
く
引
き
起
こ
し

て
い
る
。
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

国
民
の
た
め
に
政
府
と
と
も
に
働
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ア
ン
恥

参
加
さ
れ
た
議
員
の
方
が
こ
の
協
議
を
踏

ま
え
て
働
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
こ
こ
で
終
了
し
ま
す
。
皆

様
ご
苦
労
様
で
し
た
。
開
会
式
に
移
る
前
に

中
国
代
表
団
か
ら
皆
様
に
ご
案
内
が
あ
り
ま

す
。

張
懐
西
議
員
（
中
国
）
邪
中
国
全
人
代
は
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
重
要
視

中
国
全
人
代
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
非
常
に
重

要
視
し
て
お
り
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
貢
献
を

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の

運
営
委
員
会
で
、
来
年
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
を

北
京
で
開
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
を
成
功
さ
せ
た
い
と
念
願
し

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
大
き
な
実
り
が
得

ら
れ
る
活
動
で
す
。
ぜ
ひ
皆
様
に
も
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が

い
っ
そ
う
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
一
九
八
一
年
に
北
京
で
事

実
上
発
起
し
ま
し
た
。
一
一
○
年
の
時
を
経
て

北
京
に
戻
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
は
重
要
な

意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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第
十
七
回
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
は
、
二
日
間
に
わ

た
り
、
皆
様
方
の
熱
心
な
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
成
功
一
曇
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
講
師
の
先
生
方
に
は
卓
越
し
た
ご

講
演
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
会
議
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
員

グ
ル
ー
プ
の
チ
ャ
ド
ウ
イ
ッ
ク
議
長
を
は
じ

め
と
す
る
皆
様
方
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
家

族
計
画
協
会
の
ジ
ル
・
グ
リ
ア
ー
事
務
局
長

は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
方
の
献
身
的
な

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
改
め
て
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
食
料
安
全
保
障
、

挨拶
清
水
嘉
与
子

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
理
事
長

水
資
源
と
人
口
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発

の
問
題
は
、
不
可
分
な
問
題
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
場
合
、
残
念
な
こ
と
に

人
口
問
題
は
、
人
口
問
題
と
し
て
主
に
保
健

衛
生
・
人
口
統
計
の
観
点
か
ら
語
ら
れ
、
ま

た
持
続
可
能
な
開
発
の
分
野
は
、
通
商
、
農

業
、
環
境
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
で
語
ら
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
こ
の
地
球
の

私
た
ち
人
類
の
未
来
を
決
め
る
問
題
で
あ
る
、

と
い
う
視
点
で
論
議
さ
れ
る
こ
と
は
、
余
り

あ
り
ま
せ
ん
。

人
類
の
未
来
を
考
え
る
と
い
う
点
か
ら
言

え
ば
、
本
来
有
機
的
に
一
貫
性
を
持
っ
て
討

議
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
討
議
さ
れ
る
機
会
は
極
め
て
少
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
人
口
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
球

規
模
的
な
問
題
の
全
て
の
根
源
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

国
際
的
な
協
議
や
条
約
、
協
定
の
分
野
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
と

い
え
ま
す
。

し
か
し
一
九
九
九
年
、
国
際
人
口
・
開
発
会

議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
か
ら
五
年
の
進
捗
状
況
を

協
議
す
る
政
府
間
会
議
に
併
せ
て
、
国
会
議

員
会
議
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
ハ
ー
グ
宣
言
の

な
か
で
、
国
会
議
員
が
行
う
べ
き
行
動
と
し

て
、
「
国
際
貿
易
ル
ー
ル
は
食
料
安
全
保
障
の

長
期
的
な
視
点
と
一
貫
し
、
充
分
に
整
合
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
く
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
後
の
私
た
ち
の
社
会
を
考
え
、

人
間
の
安
全
保
障
と
で
も
言
う
べ
き
大
き
な

枠
組
み
を
考
え
る
な
ら
ば
、
人
口
問
題
こ
そ
、

貿
易
、
通
商
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的
な

協
議
の
中
心
に
お
か
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、

人
類
の
将
来
と
い
う
観
点
を
機
軸
に
、
今
後

の
国
際
的
な
取
り
決
め
を
作
る
べ
き
で
あ
る
、

と
述
べ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
論
理
的
な
当
然
の
こ
と
が
、
な

ぜ
こ
れ
ま
で
、
力
を
持
ち
得
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

私
た
ち
国
会
議
員
は
国
民
の
支
持
を
受
け

て
国
政
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
私
た

ち
国
会
議
員
が
人
口
問
題
に
取
り
組
む
意
義

は
、
こ
の
地
球
で
人
類
が
、
各
国
国
民
が
こ

れ
か
ら
生
き
て
い
く
方
法
を
見
出
す
こ
と
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た

ち
が
、
ど
の
よ
う
な
生
活
ス
タ
イ
ル
で
、
生
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き
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
、

を
考
え
る
こ
と
が
、
私
た
ち
国
会
議
員
に
与

え
ら
れ
た
、
役
割
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
国
会
議
員
と
し
て
地
球
の
将

来
を
見
据
え
、
適
切
な
総
合
対
策
に
つ
い
て

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
こ

と
が
、
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
、
と
思
い
ま

す
。人
（
ヒ
ト
）
を
中
心
と
し
て
、
一
人
一
人

が
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
作
る
た
め
に
、
私
た
ち
国
会
議
員

が
強
い
意
志
を
も
ち
、
手
を
あ
わ
せ
て
共
に

働
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

次
の
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
は
、
来
年
の
桜
の
美

し
い
季
節
に
、
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
二
十
年
の
祝
賀

を
兼
ね
た
会
議
と
な
る
予
定
で
す
。
皆
様
を

東
京
で
お
迎
え
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

今
回
、
こ
の
美
し
い
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
会

議
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
喜
び
と
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
重
ね
て
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、
閉
会
の
言
葉

と
致
し
ま
す
。

一
一
日
間
に
わ
た
る
熱
心
な
ご
協
議
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
ス
テ
イ
ー
ブ
・

チ
ャ
ド
ウ
イ
ッ
ク
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

議
員
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
、
ジ
ル
・
グ
リ
ァ
ー

事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
家
族
計
画
協
会
の
皆
様
、
献
身
的
な
ご

協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
清
水
嘉
与
子
・
副
理

事
長
、
広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
、
ま
た
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
に
も
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
代
表
し
て

こ
の
有
益
な
会
議
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト

か
ら
五
年
に
あ
た
り
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
一
九
九
六
年
の
食
料
サ
ミ
ッ

ト
で
半
減
が
公
約
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

世
界
の
飢
餓
人
口
は
依
然
と
し
て
増
え
つ
づ

け
、
深
刻
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

今
後
し
ば
ら
く
の
間
、
世
界
人
口
は
毎
年
七

千
万
人
以
上
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
食
料
増
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
劣

化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
の
が
、
現
状
で

す
。新
規
耕
地
は
も
は
や
見
出
す
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
森
林
資
源
も
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
存

耕
地
の
土
壌
流
出
、
砂
漠
化
が
進
み
、
ま
た

塩
害
な
ど
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
料
増
産
の
た
め
の
灌
概
は
、
河
川
か
ら

の
揚
水
を
増
加
さ
せ
、
河
川
水
が
海
ま
で
と

ど
か
な
く
な
り
、
海
洋
資
源
に
も
深
刻
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
危
倶
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
料
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
希
少
な
資

源
が
淡
水
資
源
で
す
。
今
後
は
淡
水
資
源
の

不
足
が
食
料
生
産
に
大
き
な
制
約
と
な
る
こ

と
が
大
問
題
と
な
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
主
催
さ

れ
た
会
議
の
テ
ー
マ
を
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

の
食
料
安
全
保
障
、
水
資
源
と
人
口
」
と
さ

れ
た
こ
と
は
ま
さ
し
く
時
を
得
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

日
本
に
夏
目
漱
石
と
い
う
文
豪
が
い
ま
す
。
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7ｔｈＡＰＤＡ会議ニュージーランドで開く

そ
の
「
草
枕
」
と
い
う
小
説
の
な
か
に
非
常

に
有
名
な
一
節
が
あ
り
ま
す
。
「
智
に
働
け
ば

角
が
立
つ
情
に
棹
さ
せ
ば
流
さ
れ
る
、
…
…

中
略
…
…
と
か
く
こ
の
世
は
住
み
に
く
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
こ
の
世
の
中
を

悲
観
的
に
見
た
ぺ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
一
節

と
し
て
日
本
国
民
の
間
に
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
文
章
は
次
の
よ
う
に
続
き
ま

す
、
「
…
…
人
の
世
が
住
み
に
く
い
か
ら
と
て

…
…
中
略
…
…
、
人
で
な
し
の
世
は
人
の
世

よ
り
な
お
住
み
に
く
か
ろ
う
」
と
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
現
実
を
見
て
、
悲
観
的
で
冷
静
な

分
析
を
し
て
見
せ
た
後
に
、
｜
転
し
現
実
を

肯
定
し
、
現
実
と
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
政
治
家
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
知
識
が
格

段
に
進
展
し
、
世
界
中
が
情
報
を
共
有
し
て

い
る
一
方
で
、
混
迷
の
度
を
増
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
世
界
を
取
り
巻
い
て
い

る
一
方
で
、
飢
餓
や
紛
争
が
絶
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
主
題
と
な
っ
た
人
口
・
食
料
・
水
資

源
に
関
し
て
も
、
悲
観
的
な
事
実
が
私
た
ち

の
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
厳
し
い
現
実
を
直
視
し
つ
つ
、
希
望
を
も
っ

て
、
こ
の
世
で
生
き
て
い
く
「
手
段
」
を
探

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
比
較
優
位
性
の
原
則
だ
け
に
従
っ

た
、
国
際
貿
易
の
ル
ー
ル
は
、
現
時
点
だ
け

を
考
え
れ
ば
合
理
的
で
、
効
率
的
な
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
口
の
増
加
や

環
境
劣
化
、
淡
水
資
源
な
ど
の
制
約
状
況
を

考
え
る
と
将
来
的
に
も
そ
れ
が
本
当
に
合
理

的
で
あ
る
と
い
う
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
料
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
不
可
欠

な
も
の
で
す
、
食
料
が
途
絶
え
た
場
合
、
食

料
を
摂
る
こ
と
な
く
、
何
年
も
過
ご
す
こ
と

な
ど
到
底
で
き
ま
せ
ん
。
食
料
供
給
を
完
全

に
比
較
優
位
原
則
に
依
存
し
た
場
合
、
不
利

な
条
件
に
あ
る
国
で
は
、
農
業
生
産
を
失
う

だ
け
で
は
な
く
、
生
産
基
盤
そ
の
も
の
を
も

失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
口
が
増
加
し
、
生
産
余
力
が
減
っ
て
い

く
中
で
、
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
食
料

輸
出
国
が
こ
れ
ま
で
の
食
料
輸
出
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
食
料
輸
入

に
完
全
に
依
存
し
て
し
ま
っ
た
国
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

食
料
生
産
に
お
い
て
不
利
な
条
件
に
あ
る

国
が
、
輸
入
で
き
る
と
き
だ
け
輸
入
し
て
，

不
足
に
な
っ
た
時
だ
け
自
国
で
生
産
す
る
と

い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
い
っ
た
ん
食
料

生
産
を
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
生

産
基
盤
を
失
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ど
ん

な
に
楽
観
的
に
考
え
て
も
、
そ
の
回
復
に
は

数
年
の
時
を
必
要
と
し
ま
す
。

数
年
間
、
食
べ
ず
に
生
き
て
い
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
国
は
、
持
て
る
手

段
を
す
べ
て
使
っ
て
も
、
食
料
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、
そ
の
輸

入
す
る
国
に
経
済
力
が
あ
れ
ば
他
の
途
上
国

の
食
料
を
奪
い
結
果
的
に
、
途
上
国
の
貧

困
者
を
飢
餓
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す

ま
た
、
貧
し
い
途
上
国
で
あ
れ
ば
、
飢
餓

の
ま
ま
援
助
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
る
の
を
、

た
だ
待
つ
し
か
な
い
と
い
う
状
況
に
陥
り
ま

す
。
こ
こ
に
は
人
間
の
尊
厳
も
、
生
き
る
た

め
の
「
公
正
」
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
人
が
中
心
に
い
る
べ
き
だ
。
」
こ
れ
は
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
の
基
本
理
念
で
す
。
そ
の
た

め
に
経
済
的
な
原
理
が
国
際
的
な
取
り
決
め

の
中
心
に
な
る
の
で
は
な
く
、
未
来
の
人
口

を
考
え
、
将
来
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
国
際

的
な
取
り
決
め
や
、
特
に
貿
易
ル
ー
ル
を
決
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め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
の
理
念
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
一
九
九
四
年

に
開
催
し
た
、
国
際
人
口
開
発
議
員
会
議
（
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
以
降
、
常
に
、
国
際
会
議
の
場

で
、
訴
え
か
け
て
き
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

一
九
九
九
年
の
国
会
議
員
会
議
に
お
け
る

ハ
ー
グ
宣
言
は
、
そ
の
後
、
開
催
さ
れ
た
国

際
連
合
総
会
の
決
議
文
書
に
も
、
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
の
主
張
が
国
際
的
に
も
広

く
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
の
だ
と
喜
ん
で
お

り
ま
す
。

こ
こ
に
お
集
ま
り
の
国
会
議
員
の
皆
様
は
、

各
国
を
代
表
し
、
各
国
の
事
情
を
背
負
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
っ
て
、
何
が
最
も

適
切
な
政
策
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
違
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
国
で
皆
様
方
が
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
を
立
案
さ
れ
る
場
合
に
、
純
粋
な
経
済

の
問
題
と
思
え
る
分
野
で
も
、
人
口
の
問
題

を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
国
民
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
各
国
国
民

の
未
来
、
地
球
人
類
の
未
来
が
、
最
も
重
要

お
ら
れ
ま
す
。

な
の
で
す
。
こ
の
私
た
ち
国
会
議
員
の
目
的

を
思
い
起
こ
し
、
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い

活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
活
動
を
、
選
挙
区
に
、
国
民

に
、
各
国
政
府
に
、
国
際
社
会
に
伝
え
、
次

の
世
代
も
、
そ
の
次
の
世
代
も
、
こ
の
か
け

が
え
の
な
い
地
球
で
平
和
に
暮
ら
し
て
い
け

る
社
会
を
作
る
た
め
に
、
努
力
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

厳
し
い
現
実
を
見
据
え
、
冷
静
な
判
断
の

も
と
に
、
希
望
を
も
っ
て
、
目
の
前
に
横
た

わ
る
、
多
く
の
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
未
来
を
希
望
あ
る
も
の

清
水
先
生
、
谷
津
先
生
、
和
気
さ
ん
、
シ

フ
・
カ
レ
ー
さ
ん
、
ア
ン
・
ト
リ
ー
さ
ん
、

今
私
た
ち
は
マ
オ
リ
の
土
地
に
い
ま
す
。
会

議
を
終
え
る
に
あ
っ
て
マ
オ
リ
の
人
々
に
感

、
と
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
会
議
を
こ
の
美
し
い
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
開

催
で
き
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
の
国
会
議
員

の
皆
様
と
話
し
合
う
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と

を
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
し
て
も
た
い
へ
ん
喜
ん
で

お
り
ま
す
。

こ
の
討
議
が
、
今
後
、
大
き
な
実
り
を
も

た
ら
す
事
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
は
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
最
大

の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
閉
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
国
は
マ
オ
リ

の
人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
マ
オ
リ
に
は
数
多
く
の
説
話
と
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
会
議
を
聞
い
て
い

ジル・クj'ｿﾞアー
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17ｔｈＡＰＤＡ会議ニュージーランドで開く

て
一
つ
の
マ
オ
リ
の
説
話
を
思
い
だ
し
ま
し

た
。
あ
る
と
き
精
霊
に
「
世
界
で
何
が
も
っ

と
も
大
切
な
の
な
の
か
」
と
問
い
か
け
た
と

こ
ろ
、
「
人
だ
よ
（
ヘ
タ
ン
ガ
タ
）
、
ヘ
タ
ン

ガ
タ
、
ヘ
タ
ン
ガ
タ
、
…
…
」
と
答
え
た
と

い
う
の
で
す
。

私
が
こ
の
活
動
に
加
わ
り
、
初
め
て
参
加

し
た
の
が
一
九
九
九
年
の
ハ
ー
グ
会
議
で
す
。

そ
こ
に
は
一
○
三
ヶ
国
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
再
び
、
カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
に
戻
っ
て
考

え
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

確
か
に
一
九
九
四
年
リ
プ
ロ
ラ
イ
ッ
に
偏
重

し
す
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
き
わ

め
て
重
要
な
問
題
で
、
今
後
も
検
討
が
続
け

ら
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
す
。

国
会
議
員
も
ハ
ー
グ
で
会
議
を
開
催
し
、

国
会
議
員
が
こ
の
分
野
で
行
動
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。
そ
の
ハ
ー
グ
宣
言
で
持
続
可
能
な

開
発
を
世
界
中
で
実
現
し
よ
う
と
呼
び
か
け

た
の
で
す
。

そ
の
中
の
決
議
に
従
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
十
七
回
会
議
が
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
太
平
洋

は
小
さ
い
が
地
球
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
よ
う
な

状
態
で
あ
る
が
、
国
際
社
会
の
中
で
、
太
平

洋
の
問
題
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。

太
平
洋
地
域
で
は
十
五
歳
以
下
五
○
％
を

占
め
、
七
○
％
が
非
識
字
で
、
三
○
○
の
職

に
二
○
○
○
○
人
が
応
募
す
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
脆
弱
な
生
態
系
の
も
と
に
あ

り
ま
す
。

環
境
劣
化
と
地
球
温
暖
化
の
中
で
今
世
紀

の
終
わ
り
に
は
国
が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う

か
疑
問
に
な
っ
て
い
る
国
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
不
平
等
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

マ
オ
リ
の
健
康
状
態
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

貧
困
状
況
も
悪
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
差
別
を
ど
う
改
善
す
る
か
。
家
庭
内
暴
力

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
十
八
歳
以
下
の
無

計
画
妊
娠
や
性
病
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

私
ど
も
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
り
、
こ
の
分
野
で

活
動
す
る
上
で
独
立
性
を
持
っ
て
政
府
と
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
家
族
計
画
協
会
を

作
っ
た
女
性
は
、
六
○
年
前
、
二
十
四
歳
の

若
い
女
性
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女

性
が
絶
望
の
中
で
努
力
し
て
い
る
姿
を
見
て

き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女
性
が

も
っ
と
力
を
持
つ
べ
き
だ
、
出
生
間
隔
を
開

け
る
べ
き
だ
と
感
じ
て
、
彼
女
は
国
会
議
員

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

今
、
人
類
は
す
べ
て
の
天
然
資
源
を
搾
取

し
き
っ
て
き
て
い
ま
す
。
世
界
中
で
思
春
期

が
一
○
億
人
お
り
、
彼
ら
が
人
口
増
加
の
ス

ピ
ー
ド
を
決
め
ま
す
。
こ
の
思
春
期
に
あ
る

か
彼
ら
に
ど
う
対
応
す
る
か
が
今
最
も
重
要

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
今
回
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
家
族
計
画
協
会
と
し
て
も
会
議

開
催
を
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

お
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
議
に

参
加
さ
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。
皆
様
の

意
志
を
政
治
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
＋
分
な
効
果
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
政
治
的
な
意
思
が
な
け
れ
ば
こ
の
地

球
の
限
界
を
超
え
て
人
口
が
増
え
る
と
い
う

悪
夢
が
現
実
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
一
九
八
二
年
に
設
立
さ
れ
て

以
来
、
人
口
と
開
発
の
問
題
に
つ
い
て
認
識

と
啓
発
を
深
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
も
質
の
高
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
活
発
な
討
議
が
行
わ

蔓
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
至
一
回
に
出
一
一
し
て

の
最
南
端
石
垣
舅
に
あ
三

れ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の

会
議
で
は
特
に
、
人
口
開
発
の
多
面
的
な
問

題
が
統
合
的
に
協
議
さ
れ
た
と
お
も
い
ま
す
。

人
口
増
加
の
問
題
が
理
解
さ
れ
て
き
た
と

き
に
、
先
進
国
で
は
人
口
減
少
の
問
題
も
出

,

聿
一
」
芹
ｄ
ｚ
Ｑ
【
Ｕ
、
垂

リ

タ
ー
中
健
安
覗
く
円

。
か
り
の
蕾

ン。、トリー
，‘

聖
つ
ぴ

国
篝
業
技
術
開
発
支
援
の
後
発
部
隊

胎
川
木
刀
所
（
ｌ
Ｒ
の

一
末
行
）
筆

て
き
て
い
ま
す
。

健
全
な
国
家
の
た
め
に
は
、
能
力
の
あ
る

女
性
、
能
力
の
あ
る
家
族
、
能
力
あ
る
社
会

が
重
要
で
す
。
今
回
の
会
議
を
通
じ
て
人
口
、

食
料
安
全
保
障
、
水
資
源
、
自
由
貿
易
に
つ

い
て
多
く
の
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

各
国
政
府
は
難
し
い
立
場
に
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
協
力
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
回
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
口
・
開
発
議
員

グ
ル
ー
プ
が
主
催
者
に
名
を
つ
ら
ね
る
こ
と

が
で
き
幸
福
で
し
た
。

型
か
ど
の
よ
う
な
宝

』
ど
で
ず
多
収
性
の
新
品
罐

奴
宮
屋
』
ピ
ン
々

ｏ
ろ
一
揖
脚
の
革
《
卯
一
ぴ

，０
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に
貢
献
し
得
る
の
か
が
連
曰
熱
心
に
議
論
さ

れ
た
。

そ
の
後
四
半
世
紀
を
経
て
、
政
治
の
場
に

皇
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
食
料
と
人
□

増
加
の
問
題
は
常
に
頭
の
片
隅
に
あ
り
、
国

際
人
□
問
題
議
員
懇
談
会
が
独
自
の
活
動
を

息
永
く
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
無
関
心
で

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
は
早
く
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
開
け
て
、
返
事
を
待
っ
て
い
た
だ
け
に
、

事
務
局
か
ら
ご
招
待
の
要
請
を
頂
い
た
時
、

こ
の
会
議
に
対
し
私
自
皇
が
＋
分
な
貢
献
を

成
し
得
る
か
に
つ
い
て
、
あ
る
種
の
緊
張
感

に
包
ま
れ
た
こ
と
を
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

実
際
に
は
、
大
使
館
や
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
の

方
の
真
に
行
き
届
い
た
数
々
の
ご
配
慮
や
、

各
国
か
ら
参
加
さ
れ
た
議
員
達
の
、
政
治
家

に
特
有
の
閏
達
さ
に
囲
ま
れ
て
、
和
や
か
で

意
義
深
い
会
議
を
体
険
し
、
緊
張
を
充
実
に

変
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
中
で
も
、
同
じ

植
物
の
光
合
成
研
究
分
野
で
、
尊
敬
す
べ
き

先
輩
で
も
あ
る
内
嶋
善
兵
衛
宮
崎
公
立
大
学

学
長
が
特
別
講
師
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
こ

と
は
、
曰
頃
の
ご
無
沙
汰
を
詫
び
る
以
上
の

喜
び
を
私
に
与
え
て
く
れ
た
。

一
、
食
糧
・
人
□
問
題
の

三
つ
の
パ
タ
ー
ン

マ
ル
サ
ス
の
人
□
論
を
持
ち
出
す
ま
で
も

な
く
、
人
□
増
加
と
食
糧
供
給
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
は
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
回
の
会
議
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
へ
の
移
行
、

つ
ま
り
食
糧
市
場
の
国
際
市
場
化
が
、
南
と

北
の
格
差
に
加
え
て
、
食
糧
輸
出
国
と
輸
入

国
と
の
固
定
化
と
一
一
一
一
□
う
新
た
な
問
題
を
生
み
、

ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
世
界
の
食
料
・
人
□
問

題
に
一
一
次
的
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
こ
と

が
実
感
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
農
業
保
護
政
策
に
よ
り
、
完

全
自
給
と
は
一
一
一
一
こ
え
な
い
ま
で
も
安
定
し
て
成

立
し
て
い
た
伝
統
的
な
農
業
が
、
グ
□
ｌ
バ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
う
価
格
低
下
の
中
で
、

継
続
が
難
し
く
な
り
、
農
業
放
棄
と
現
金
収

入
を
求
め
て
の
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
□
移

動
を
生
み
、
そ
の
こ
と
が
都
市
周
辺
の
優
良

篝
地
の
居
住
地
化
や
水
不
足
、
新
た
な
環
境

問
題
の
発
生
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
晋
遍
的

に
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
従
来
か
ら
問
題
に
さ
れ
て
い

た
二
種
類
の
食
糧
問
題
も
依
然
と
し
て
極
め

て
深
刻
な
状
態
に
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
貧

困
型
飢
餓
に
分
類
さ
れ
る
絶
対
的
な
食
糧
不

足
の
問
題
で
あ
る
。
今
回
の
会
議
へ
の
参
加

国
の
中
か
ら
も
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
ベ

ト
ナ
ム
山
間
地
で
の
食
糧
生
産
の
不
安
定
さ

が
報
告
さ
れ
た
。
灌
慨
設
備
の
な
い
地
域
で

の
焼
き
畑
農
業
や
、
家
族
単
位
の
零
細
農
業

で
は
、
豊
凶
の
差
が
大
き
く
、
数
年
続
い
た

豊
作
期
に
誕
生
し
た
子
供
た
ち
が
、
突
然
訪

れ
る
霜
害
や
旱
魅
の
被
害
で
飢
餓
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

第
二
の
従
来
型
の
食
糧
不
足
は
、
食
生
活

の
変
化
、
つ
ま
り
、
穀
類
中
心
の
食
生
活
か

ら
肉
類
重
視
へ
の
移
行
過
程
で
常
発
す
る
食

糧
不
足
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
中
国
で
典

型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
所
得
の
向
上
に

伴
う
食
生
活
の
変
化
で
家
畜
の
餌
と
し
て
の

穀
物
が
不
足
し
、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
そ
れ
ま
で
の
食
料
輸
出
国
か
ら
輸
入

国
へ
と
立
場
を
変
化
さ
せ
る
場
合
が
多
い
。

特
に
中
国
の
よ
う
に
巨
大
な
人
□
を
抱
え
る

国
が
、
経
済
活
動
の
急
成
長
に
伴
い
食
料
輸

出
国
か
ら
輸
入
国
に
急
転
化
し
た
場
合
は
世

界
の
穀
物
市
場
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え

る
。
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以
上
述
べ
た
一
一
一
種
類
の
食
糧
問
題
、
貧
困

型
飢
餓
、
家
畜
の
餌
と
し
て
の
穀
物
不
足
、

そ
し
て
グ
□
ｌ
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
う

伝
統
震
業
の
崩
壊
は
、
｜
般
的
に
、
単
独
で

生
ず
る
よ
り
も
複
合
的
に
生
ず
る
場
合
が
多

い
。今
回
の
会
議
の
一
つ
の
焦
点
は
、
こ
れ
ら

の
食
糧
問
題
を
淡
水
資
源
を
切
り
□
と
し
て

解
決
の
糸
□
を
探
ろ
う
と
一
一
一
一
□
う
点
に
あ
っ
た

が
、
参
加
各
国
の
抱
え
て
い
る
農
業
・
食
糧

問
題
が
余
り
に
も
多
様
で
あ
っ
た
た
め
に
、

焦
点
化
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
＋
分
で
あ
っ

た
と
は
一
一
一
一
コ
い
が
た
い
。
共
通
の
問
題
意
識
と

し
て
は
む
し
ろ
、
グ
ロ
ｌ
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
伴
う
伝
統
農
業
の
崩
壊
が
、
往
々
仁
し

て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
文
化
崩
壊
に
も
繋
が

り
が
ち
な
こ
と
か
ら
、
特
に
、
議
員
関
係
者

に
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

二
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制

（
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

下
の
食
料
・
農
業
戦
略

Ｗ
Ｔ
○
体
制
か
己
ｌ
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

が
食
料
・
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、

私
か
ら
は
三
点
の
コ
メ
ン
ト
を
提
案
さ
せ
て

頂
い
た
。
第
一
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
食
料

の
安
全
性
と
健
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
、
第

二
は
、
食
糧
価
格
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
非

食
料
利
用
市
暘
の
形
成
に
つ
い
て
、
そ
し
て

第
一
一
一
は
、
伝
統
農
業
に
基
礎
を
置
く
省
エ
ネ

型
の
「
緑
の
革
命
Ｌ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
会

議
参
加
者
に
は
、
重
複
に
な
っ
て
恐
縮
だ
が
、

改
め
て
要
点
だ
け
を
簡
単
に
述
べ
さ
せ
て
頂

く
。〈
ロ
蹄
疫
、
狂
牛
病
、
ス
タ
ー
リ
ン
ク
〉

二
○
○
○
年
の
秋
、
イ
ギ
リ
ス
が
ロ
ン
ド

ン
の
学
校
給
食
用
に
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
輸
入

し
た
牛
肉
が
、
わ
ず
か
数
か
月
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
を
□
蹄
疫
の
恐
怖
の
渦
に
巻
き
込
む
こ

と
な
ど
一
体
誰
が
予
想
出
来
た
だ
ろ
う
か
。

学
校
給
食
の
残
飯
が
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
畜
産

農
家
に
濃
さ
れ
豚
の
餌
と
し
て
使
わ
れ
た
こ

と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
□
蹄
疫
発
生
の
発
端
だ
っ

た
。

’
九
八
○
年
代
に
は
、
中
東
か
ら
イ
ギ
リ

ス
に
輸
出
さ
れ
た
羊
の
脳
を
含
む
乾
燥
内
臓

粉
末
が
多
く
の
牛
に
狂
牛
病
を
発
生
さ
せ
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
逆
輸
出
の
形
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
に
蔓
延
し
た
。

ま
た
、
最
近
、
植
物
の
世
界
で
も
バ
イ
オ

の
先
進
国
ア
メ
リ
カ
で
、
あ
る
い
は
バ
イ
オ

の
先
進
国
ゆ
え
に
、
農
政
担
当
者
を
パ
ニ
ッ

ク
に
陥
ら
せ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
殺
虫
性

の
た
ん
ぱ
く
質
を
作
る
遺
伝
子
を
組
み
替
え

技
術
に
よ
り
導
入
し
、
耐
虫
性
ト
ウ
モ
□
コ

シ
の
新
品
種
「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
Ｌ
を
作
り
上

げ
た
と
こ
ろ
ま
で
は
良
か
っ
た
が
、
人
畜
無

害
な
筈
の
殺
虫
性
た
ん
ぱ
く
質
が
一
部
の
人

達
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
夢
の
品
種
が
一
転
し
て
悪
魔

の
品
種
と
な
り
世
界
の
穀
物
市
場
か
ら
締
め

出
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
農
務
省
と
環
境
保
護

庁
は
、
必
死
の
努
力
で
「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
Ｌ

の
回
収
に
勤
め
、
い
っ
た
ん
は
鎮
静
化
し
た

か
に
見
え
た
が
、
花
粉
を
飛
ば
す
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
本
性
ゆ
え
に
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
Ｌ
は
、

翌
年
、
遺
伝
子
公
害
と
一
一
一
一
二
う
新
た
な
問
題
を

引
き
起
こ
し
た
。
つ
ま
り
遺
伝
子
を
入
れ
て

い
な
い
「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
Ｌ
以
外
の
三
十
九

品
種
か
ら
、
殺
虫
性
た
ん
ぱ
く
質
遺
伝
子
が

検
出
さ
れ
、
行
政
当
局
は
今
度
は
、
全
米
の

ト
ウ
モ
□
コ
シ
を
相
手
に
悪
性
遺
伝
子
退
治

に
取
り
組
ま
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
幸
い
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〈
ガ
ソ
ホ
ー
ル
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
〉

Ｗ
Ｔ
ｏ
体
制
へ
の
移
行
で
、
食
糧
輔
出
国

が
生
産
を
一
気
に
拡
大
し
穀
物
相
場
を
押
し

下
げ
て
い
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
伝
統
的
な

に
し
て
、
今
年
に
入
り
ス
タ
ー
リ
ン
ク
騒
動

は
一
段
落
し
た
よ
う
だ
が
、
一
連
の
騒
動
は

グ
□
ｌ
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
パ
イ
オ
テ
ク

ノ
□
ジ
ー
の
複
合
作
用
と
し
て
多
く
の
教
訓

を
残
し
た
。

Ｗ
Ｔ
○
体
制
と
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
は
る

か
に
早
い
速
度
で
、
広
い
範
囲
を
様
々
な
農

産
物
が
移
動
す
る
体
制
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
動
植
物
の
病
気
や
、
間
違
っ

て
使
わ
れ
た
遺
伝
子
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で
よ

り
は
る
か
に
早
い
速
度
で
、
広
い
範
囲
を
移

動
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
｜
｜
コ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
見
ら
れ
る
厳

格
な
動
植
物
の
検
疫
体
制
を
世
界
が
学
ぶ
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
○
体
制
の
副

作
用
と
も
い
え
る
□
蹄
疫
、
狂
牛
病
、
ス
タ
ー

リ
ン
ク
騒
動
を
教
訓
と
し
て
、
今
後
、
国
際

的
な
監
視
体
制
や
蔓
延
防
止
対
策
に
つ
い
て

新
た
な
規
制
や
制
度
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

農
業
の
破
壊
を
招
い
て
い
る
事
実
が
多
く
報

告
さ
れ
た
。
生
産
の
拡
大
に
は
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
普
及
が
大
き
く
寄
与
し

て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
ア
メ
リ
カ
の
優
位

は
当
面
揺
る
ぎ
そ
う
も
な
い
。
ま
た
、
伝
統

的
な
農
業
の
破
壊
の
裏
に
は
、
多
肥
料
多
収

型
の
「
緑
の
革
命
Ｌ
品
種
の
琶
及
が
あ
り
、

伝
統
的
農
業
と
い
え
ど
も
実
態
は
、
高
コ
ス

ト
型
濤
業
に
移
行
し
て
い
た
こ
と
が
、
結
果

と
し
て
競
争
力
を
弱
め
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

穀
物
価
格
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性

に
つ
い
て
各
国
の
議
員
か
ら
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
た
が
、
市
場
へ
の
国
家
介
入
は
、
結

局
は
悲
惨
な
結
実
に
し
か
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
は
皆
、
株
式
市
場
で
経
験
済
み
で
あ
り
、

市
場
介
入
な
き
安
定
化
策
の
知
恵
が
求
め
ら

れ
た
。’
九
九
九
年
八
月
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ

ン
ト
ン
前
大
統
領
は
、
三
○
’
○
年
ま
で
に

ア
メ
リ
カ
の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
九
％
を

再
生
可
能
な
生
物
由
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

す
る
一
」
と
を
宮
一
言
し
た
。
戦
略
の
中
心
は
、

末
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
の
ア
ル
コ
ー
ル
化
に
よ
っ

て
ガ
ソ
ホ
ー
ル
を
晋
及
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る

よ
う
だ
が
、
こ
の
盲
’
’
’
’
一
□
に
並
行
し
て
余
剰
農

〈
省
エ
ネ
型
の
「
緑
の
革
命
」
〉

先
に
、
伝
統
的
農
業
崩
壊
の
一
因
と
し
て
、

「
緑
の
革
命
Ｌ
に
よ
る
多
肥
料
多
収
穫
型
品

種
の
作
付
の
拡
大
を
指
摘
し
た
が
、
戦
後
の

発
展
途
上
国
農
業
の
改
良
シ
ナ
リ
オ
と
し
て

国
際
農
業
研
究
機
構
が
発
信
す
る
「
緑
の
革

命
Ｌ
し
か
選
択
の
余
地
が
な
か
っ
た
こ
と
が

産
物
の
非
食
料
利
用
の
道
を
拡
大
す
る
こ
と

も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
プ
□

ジ
エ
ク
ト
と
し
て
、
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
の
カ
ー

ギ
ル
、
化
学
の
ダ
ウ
ケ
ミ
カ
ル
、
発
酵
の
ピ
ュ

ラ
ッ
ク
｜
｜
｜
社
の
協
力
に
よ
る
大
規
模
な
、
乳

酸
系
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
生
産
プ
ラ
ン
ト

が
建
設
さ
れ
た
。
余
剰
農
産
物
の
非
食
料
利

用
の
拡
大
が
、
食
糧
輸
出
大
国
間
に
昔
反
し
、

穀
物
の
第
一
一
市
場
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
繋

が
っ
て
く
れ
ば
、
先
進
国
の
備
蓄
体
制
の
安

定
化
に
も
寄
与
す
る
と
共
に
、
第
一
市
場
と

し
て
の
食
用
穀
物
の
価
格
安
定
に
寄
与
す
る

こ
と
も
期
待
出
来
る
。
地
球
温
暖
化
防
止
に

対
す
る
国
際
的
な
取
組
の
進
展
は
、
こ
の
可

能
性
を
支
持
し
て
い
る
。
穀
物
市
場
を
重
層

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
変
動
へ
の
対
応

力
は
格
段
に
強
化
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
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今
曰
改
め
て
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

可
緑
の
革
命
」
に
お
け
る
品
種
開
発
の
戦
略
は
、

多
肥
料
（
特
に
窒
素
肥
料
）
で
倒
れ
な
い
ガ
ッ
チ

リ
と
し
た
背
の
低
い
品
種
を
作
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
う
す
れ
ば
頭
に
沢
山
の
穂
を
実
ら
せ

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
五
割
以
上
の
増
収

を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
窒
素
分
・
に
富
む
作
物
は
、
他
方
で
、
病

虫
害
の
格
好
の
餌
食
と
も
な
る
た
め
に
、
「
緑

の
革
命
Ｌ
品
種
を
作
る
た
め
に
は
、
肥
料
に

加
え
、
農
薬
の
施
用
も
要
求
さ
れ
る
。
石
油

価
格
が
低
迷
し
て
お
り
、
ま
た
、
地
球
環
境

の
悪
化
が
問
題
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代

背
景
の
中
で
は
、
多
肥
料
多
収
穫
型
品
種
の

長
所
だ
け
が
評
価
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

時
代
は
移
り
、
地
球
環
境
保
全
、
地
力
保
全

が
重
視
さ
れ
る
今
曰
的
な
価
値
観
の
下
で
は
、

多
肥
料
多
収
穫
型
品
種
の
持
つ
負
の
側
面
に

も
目
を
向
け
ざ
る
を
得
な
い
。

伝
統
農
業
で
、
か
つ
て
多
用
さ
れ
て
い
た

在
来
品
種
は
曰
本
の
酒
米
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
背
が
高
く
、
施
肥
菫
を
間
違
え
る
と
容
易

に
倒
伏
す
る
欠
点
を
有
し
て
い
た
が
、
逆
に
、

省
肥
料
、
無
農
薬
で
も
、
そ
こ
そ
一
」
の
生
産

を
上
げ
る
長
所
も
有
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

は
在
来
品
種
の
持
つ
、
こ
の
種
の
長
所
を
育

種
計
画
の
中
で
採
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
メ
キ
シ
コ
の
イ
ン
デ
ィ
オ
た
ち
が
、

ユ
カ
タ
ン
半
島
で
育
成
し
て
い
る
ト
□
ピ
カ

ル
メ
イ
ズ
（
ト
ウ
モ
□
コ
シ
の
在
来
種
）
は
、
低

収
舅
と
は
い
え
、
無
肥
料
で
一
一
一
○
○
年
以
上

も
安
定
し
た
生
産
を
上
げ
て
お
り
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ラ
イ
ス
テ
ラ
ス
の
稲
は
、
有
史
以
来
、

肥
料
を
施
し
た
形
跡
が
な
い
と
い
う
。

育
種
の
目
標
が
、
も
し
も
初
め
か
ら
、
省

肥
料
安
定
生
産
型
品
種
の
育
成
に
置
か
れ
て

い
た
と
し
た
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
伝
統
農
業
の
抵
抗
力
も
今
と
は

だ
い
ぶ
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

会
議
の
湯
で
は
、
比
較
優
位
性
の
確
保
が
多

分
に
意
識
さ
れ
て
い
た
が
、
伝
統
農
業
を
重

視
す
る
国
々
の
協
力
体
制
を
敷
き
、
省
肥
料

安
定
生
産
と
高
品
質
（
地
域
の
固
有
文
化
の
下

で
特
別
に
評
価
さ
れ
る
性
質
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
育
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
こ
と

は
、
多
分
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。

今
回
の
会
議
の
特
徴
の
一
つ
に
、
普
段
余

り
知
る
機
会
が
な
い
太
平
洋
の
島
々
の
簔
業
・

食
糧
事
情
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
私
自
身
の
沖
縄
諸
島
の
蟇
ら
し
は
、
わ

ず
か
四
年
の
短
い
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
小
さ
な
島
で
は
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
変
化
が
、
大
陸
で
は
想
像
も
出
来
な
い

よ
う
な
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
を
十

分
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

島
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
島
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
あ
る

島
で
は
＋
分
な
観
光
収
入
が
あ
る
が
、
ゴ
ミ

処
理
の
問
題
が
深
刻
で
、
飲
料
水
の
質
の
確

保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
他
の
島
で
は
、

現
金
収
入
を
求
め
て
、
な
け
な
し
の
魚
業
権

ま
で
売
り
飛
ば
し
て
し
ま
い
、
結
局
は
多
く

の
人
々
が
島
を
出
て
い
っ
て
し
ま
う
。
ミ
ク

□
ネ
シ
ア
の
島
々
で
は
、
安
価
な
輸
入
食
品

に
依
存
し
た
結
実
糖
尿
病
が
蔓
延
し
、
彼
等

に
は
何
の
責
任
も
な
い
の
に
、
海
抜
二
厨
と

い
う
珊
瑚
礁
に
住
ん
で
い
る
だ
け
で
地
球
温

暖
化
に
よ
る
国
家
消
滅
の
危
機
に
迫
ら
れ
て

三
、
太
平
洋
の
島
々
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
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四
、
Ｂ
本
に
何
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か

食
料
自
給
率
が
五
○
％
を
割
り
、
大
変
だ

大
変
だ
と
騒
ぎ
な
が
ら
も
、
平
気
で
一
五
％

の
食
料
を
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
曰
本
。
農

業
の
直
接
補
助
は
致
し
ま
せ
ん
と
い
い
な
が

い
る
。

グ
ロ
ｌ
パ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
高
波
は
、
緩

衝
力
を
持
た
な
い
小
さ
島
々
に
大
き
な
牙
と

な
っ
て
襲
い
か
か
る
。
員
幣
経
済
化
が
一
気

に
進
行
し
、
伝
統
的
な
漁
業
や
農
業
は
元
よ

り
地
域
コ
ミ
ュ
｜
｜
テ
ィ
ー
そ
の
も
の
が
崩
壊

す
る
。
収
入
を
得
た
く
て
も
そ
の
機
会
が
な

い
。
苦
く
て
教
育
を
受
け
た
人
達
が
次
々
と

島
を
出
て
い
っ
て
し
ま
う
。

餓
死
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
貧
困
は
な
い
が

機
会
の
貧
困
が
存
在
す
る
。
食
料
と
水
だ
け

が
あ
っ
て
も
人
は
島
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。

近
代
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
状
況
と

雇
用
機
会
の
確
保
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る

こ
と
が
関
係
者
の
□
か
ら
次
々
に
訴
え
ら
れ

た
。

ら
ち
生
産
調
整
負
担
分
と
し
て
の
補
助
金
を

払
い
続
け
、
つ
い
に
全
農
地
の
一
一
一
割
が
遊
休

化
し
て
し
ま
っ
た
曰
本
。
地
球
温
暖
化
防
止

に
関
し
て
も
、
京
都
議
定
書
策
定
時
の
議
長

国
と
い
う
責
任
あ
る
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
発
の
増
設
に
熱
心
な
だ
け
で
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
に
は
何
の
関
心
も
示
さ
な
い

曰
本
。

立
法
府
の
一
員
と
し
て
、
わ
が
国
が
世
界

の
食
料
・
人
□
問
題
の
解
決
に
積
極
的
に
関

与
し
た
い
と
思
う
の
は
山
々
だ
が
、
わ
が
国

の
実
情
が
、
国
際
貢
献
の
た
め
の
基
礎
要
件

を
余
り
に
も
欠
い
て
い
る
事
実
に
信
然
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
○
Ｄ
Ａ
で
巨
額
の
資
金
を

世
界
に
ば
ら
ま
き
な
が
ら
も
、
今
回
の
会
議

で
曰
本
の
貢
献
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
と
い

え
ば
、
会
議
の
パ
ト
□
ン
シ
ッ
プ
と
、
ト
ヨ

タ
が
ベ
ト
ナ
ム
で
建
設
中
の
サ
ツ
マ
イ
モ
プ

ラ
ン
ト
程
度
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。

政
府
と
す
れ
ば
、
国
連
や
、
国
際
農
業
研

究
機
構
に
わ
が
国
は
率
先
し
て
基
金
を
拠
出

し
、
○
Ｄ
Ａ
も
国
際
ル
ー
ル
に
添
っ
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
実
績
を
藷
ら
し
げ
に

語
る
こ
と
と
は
思
う
が
、
顔
の
見
え
な
い
援

助
・
協
力
と
い
う
わ
が
国
の
弱
点
は
、
相
変

わ
ら
ず
克
服
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
し
ま
う
。

冒
頭
に
述
べ
た
四
半
世
紀
前
の
、
未
消
化

な
議
論
の
原
点
に
立
ち
返
れ
ば
、
前
節
で
触

れ
た
、
省
エ
ネ
型
の
「
緑
の
革
命
Ｌ
こ
そ
、

わ
が
国
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
取
り
組
む
べ
き

課
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
若
い

頃
、
南
イ
ン
ド
の
貧
し
い
農
村
地
帯
を
尋
ね

た
折
に
、
そ
の
地
の
農
業
技
術
者
か
ら
「
曰

本
に
は
、
か
つ
て
僅
か
五
反
で
一
家
五
人
が

食
べ
て
い
け
る
素
晴
ら
し
い
農
業
技
術
が
あ
っ

た
と
聞
く
が
、
そ
の
技
術
を
教
え
て
ほ
し
い
Ｌ

と
頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
曰
本
の
恵
ま
れ

た
自
然
条
件
を
＋
分
に
活
か
せ
な
い
ま
ま
で

の
食
糧
生
産
の
国
際
貢
献
は
難
し
い
。

世
界
の
人
達
の
間
に
、
曰
本
に
い
け
ば
素

晴
ら
し
い
農
業
技
術
や
、
最
先
端
の
バ
イ
オ

技
術
、
自
然
と
の
共
生
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
の
評
価
が
定
書
す
れ
ば
、
そ
れ

こ
そ
が
、
も
っ
と
も
地
に
足
の
つ
い
た
国
際

貢
献
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

自
省
を
込
め
て
、
改
め
て
、
こ
の
国
の
農

業
の
再
生
に
取
り
組
み
た
い
と
思
う
。
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日
本
財
団

が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
公

開
し
て
い
る

「
事
業
成
果
物

ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
で
、

本
協
会
の
平

成
八
年
度
日

本
財
団
補
助

事
業
・
出
版

物
「
二
十
一

世
紀
の
人

口
・
食
糧
戦

略
ｌ
ア
ジ
ア

と
世
界
ｌ
」

が
公
益
福
祉

事
業
部
門
で

第
一
位
を
受

賞
し
た
。

同
出
版
物
は
、
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
一

般
か
ら
五
「
五
一
一
四
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
栄
え
あ
る
受
賞
と
な
っ
た
。

授
賞
式
は
、
平
成
十
三
年
四
月
五
日
ホ
テ

ル
海
洋
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
財
団
春
の
交

流
会
一
一
○
○
｜
」
で
広
瀬
次
雄
・
本
協
会
常

務
理
事
に
曽
野
綾
子
・
日
本
財
団
会
長
か
ら

第
一
位
の
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

ベ
ス
ト
ヒ
ッ
ト
賞
を
受
賞
し
た
出
版
物
は
、

人
口
と
食
糧
の
関
係
が
人
類
の
永
遠
の
課
題

で
あ
る
こ
と
を
最
大
の
テ
ー
マ
に
出
版
さ
れ

た
。
’
九
八
○
年
代
ま
で
世
界
の
食
糧
生
産

は
人
口
増
加
率
を
超
え
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
て
き
が
、
九
○
年
代
に
入
り
食
糧
の

生
産
率
が
人
口
増
加
率
を
下
回
り
人
類
が
飢

餓
に
直
面
す
る
事
態
が
起
こ
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
人
類
が
直
面
す
る

危
機
に
対
し
て
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
二
十
一

世
紀
の
人
口
と
食
糧
の
展
望
に
つ
い
て
、
最

新
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
人
口
食
糧
、
農
業

経
済
の
各
分
野
の
第
一
人
者
が
世
界
の
人
口

扶
養
力
、
入
口
と
食
糧
の
バ
ラ
ン
ス
、
食
糧

増
産
を
も
た
ら
し
た
緑
の
革
命
の
将
来
的
展

望
な
ど
と
日
本
の
農
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

分
析
を
試
み
た
。
同
書
は
、
二
十
一
世
紀
に

直
面
す
る
食
糧
危
機
を
回
避
す
る
た
め
の
警

世
の
書
で
あ
る
。

ま
た
、
本
協
会
出
版
物
平
成
一
○
年
度
『
発

展
の
制
約
ｌ
中
国
・
イ
ン
ド
を
中
心
に
ｌ
」

が
同
部
門
社
会
福
祉
分
野
で
第
五
位
、
平
成

九
年
度
「
水
を
め
ぐ
る
一
一
十
一
世
紀
の
危
機
Ｉ

ア
ジ
ア
人
口
を
焦
点
に
ｌ
」
が
同
部
門
で
第

八
位
に
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ン
ク
さ
れ
、
本
協
会
事

業
の
「
人
口
と
開
発
」
に
つ
い
て
一
般
の
関

心
と
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
。
ベ
ス
ト
ヒ
ッ
ト
賞
を
受
賞
し
た
三
十

一
世
紀
の
人
口
・
食
糧
戦
略
ｌ
ア
ジ
ア
と
世

界
‐
」
人
口
と
開
発
シ
リ
ー
ズ
皿
の
執
筆
陣

は
次
の
通
り
。

総
括
人
口
と
食
糧
の
バ
ラ
ン
ス
－
人

類
最
後
の
選
択
ｌ

日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
黒
田
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二
○
○
一
年
度
の
国
連
人
口
賞
に
、
個
人

部
門
で
前
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）

事
務
局
長
の
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
イ
ッ
ク
女
史
、

団
体
部
門
で
は
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
㈲
家
族
計
画

国
際
協
力
財
団
（
ジ
ョ
イ
セ
フ
ー
理
事
長

黒
田
俊
夫
氏
Ⅲ
）
の
受
賞
が
決
ま
っ
た
。

ジ
ョ
イ
セ
フ
の
受
賞
理
由
は
、
①
住
民
参

加
型
の
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
、
②

人
材
養
成
を
通
し
た
、
日
本
の
家
族
計
画
の

途
上
国
へ
の
提
供
、
③
人
口
問
題
に
関
す
る

「
多
角
的
な
資
金
・
物
資
調
達
と
広
報
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
活
動
の
展
開
の
三
つ
で
あ
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
の
分
野
で
国
際
的
に
活
動
し
て

き
た
ジ
ョ
イ
セ
フ
は
、
一
九
六
八
年
の
設
立

以
来
培
っ
て
き
た
多
く
の
経
験
の
上
に
、
こ

れ
ま
で
に
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ア

フ
リ
カ
地
域
の
二
十
六
カ
国
で
、
国
際
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
特
に
保
健
衛
生
や
教
育
に

か
か
わ
る
「
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
（
Ｉ
Ｐ
）
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｉ

bＪ

『ロ

Ｐ
は
、
故
国
井
長
次
郎
（
元
ジ
ョ
イ
セ
フ
理

事
長
）
が
中
心
に
な
っ
て
展
開
し
て
き
た
、

家
族
計
画
・
寄
生
虫
予
防
・
栄
養
改
善
を
統

合
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
地
域
に
根
ざ

し
た
保
健
推
進
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
「
人
間
的
家

族
計
画
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

個
人
部
門
で
受
賞
し
た
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
イ
ッ

ク
女
史
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
で
、
一
九
八

七
年
か
ら
十
三
年
間
に
わ
た
っ
て
国
連
人
口

基
金
事
務
局
長
を
務
め
、
一
九
九
四
年
の
国

連
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
で
は
、
会

議
の
事
務
総
長
と
し
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
、
特
に
女
性
の
健
康

と
人
権
を
人
口
問
題
解
決
の
核
と
す
る
と
い

う
新
た
な
世
界
的
合
意
を
構
築
す
る
上
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

国
連
人
口
賞
は
、
個
人
で
は
加
藤
シ
ヅ
エ
・

ジ
ョ
イ
セ
フ
会
長
が
一
九
八
八
年
に
、
黒
田

俊
夫
・
ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事
長
が
一
九
九
七
年
、

団
体
で
は
、
一
九
九
三
年
に
毎
日
新
聞
社
人

口
問
題
調
査
会
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
て
い
る
。

俊
夫

第
一
章
世
界
の
バ
ラ
ン
ス
－
１
人
ロ
・

食
糧
ｌ

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
元
所
長
岡

崎
陽
一

国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
企
画

調
整
部
長
大
賀
圭
治

第
二
章
世
界
の
人
口

麗
澤
大
学
国
際
経
済
学
部
教
授
河
野

稠
果

第
三
章
ア
ジ
ア
の
産
業
構
造
の
変
化

社
団
法
人
長
寿
社
会
文
化
協
会
理
事
長

降
矢
憲
一

第
四
章
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
業
事
情

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
原

洋
之
介

東
京
大
学
大
学
院
農
業
生
命
科
学
研
究

科
助
教
授
藤
田
幸
一

第
五
章
緑
の
革
命
の
評
価
と
将
来

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授
山

田
三
郎

第
六
章
食
糧
》
二
○
二
○
年
の
展
望

と
日
本

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授

辻
井
博
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一
、
メ
コ
ン
川
の
魅
力

メ
コ
ン
川
は
中
国
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
東
端

を
源
と
し
て
、
雲
南
省
を
縦
断
し
て
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
の
各
国
境
を
印
し
、

カ
ン
ポ
デ
イ
ア
を
経
て
南
部
ベ
ト
ナ
ム
で
南

シ
ナ
海
に
注
ぐ
全
長
四
四
二
五
ｍ
に
及
ぶ

東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
国
際
河
川
で
あ
る
。
そ

の
流
域
面
積
は
七
九
万
五
○
○
○
航
に
及

ぶ
。
メ
コ
ン
川
流
域
は
古
く
か
ら
そ
の
肥
沃

な
土
壌
を
利
用
し
た
農
業
と
、
川
を
利
用
し

メ
コ
ン
川
流
域
に
一
大
経
済
圏
を
築
こ
う
と
各
種
の
構
想
が
提
唱
さ
れ
た
の

は
九
○
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
で
内
戦
状
態
が
終
息
し
、

黄
金
の
三
角
地
帯
で
、
治
安
が
回
復
し
さ
ら
に
は
中
国
で
改
革
開
放
が
進
展
し

て
、
中
国
経
済
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
参
入
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
時
期
と
一
致

す
る
。
各
種
の
提
唱
、
構
想
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
成
は
ま
だ
一
部
で
し

か
な
い
が
、
東
南
ア
ジ
ア
に
も
う
ひ
と
つ
の
有
力
な
「
経
済
圏
」
が
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

メ
コ
ン
経
済
圏
の
現
状
に
つ
い
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
中
国
の
現
場
を
見

て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
う
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

●
大
阪
産
業
大
学
大
学
院
教
授た
各
種
の
交
流
が
栄
え
て
き
た
。
ま
た
河
川

の
両
岸
に
迫
る
山
間
部
で
は
多
種
類
の
山
岳

民
族
の
居
住
、
生
活
圏
と
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
太
平
洋
戦
争
後
の
東
西
対
立
の
な
か

で
メ
コ
ン
川
は
し
ば
ら
く
の
間
、
両
陣
営
を

隔
絶
す
る
壁
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ

の
後
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
決
し
、
ラ
オ
ス
や

が
て
は
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
の
内
戦
が
終
わ
り
、

さ
ら
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
軍
政
と
少
数
民
族

武
装
集
団
と
の
和
解
が
進
ん
で
と
り
わ
け
九

○
年
代
に
入
っ
て
こ
の
地
域
の
治
安
が
急
速

桐
生

稔
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メコン経済圏の実情と問題

〔写真・右頁〕タイとの国境シャン州タ
チレイクの街｡中国製品の製品の買い物
を楽しむ観光客

に
回
復
し
た
。
他
方
タ
イ
で
は
産
業
構
造
の

高
度
化
が
進
み
、
周
辺
国
へ
市
場
と
投
資
先

を
求
め
る
意
向
が
強
ま
り
、
中
国
と
く
に
雲

南
省
で
は
繊
維
、
電
化
製
品
、
雑
貨
な
ど
の

市
場
を
東
南
ア
ジ
ア
に
求
め
始
め
た
。
メ
コ

ン
川
流
域
が
「
戦
場
か
ら
市
場
へ
」
急
速
に

変
貌
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
こ

の
メ
コ
ン
流
域
は
早
く
か
ら
そ
の
開
発
の
有

効
性
と
発
展
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
注
目
さ
れ
、

各
種
の
開
発
ス
キ
ー
ム
が
設
立
、
実
施
さ
れ

て
き
た
。
戦
後
に
実
施
さ
れ
た
各
種
の
調
査

に
基
づ
き
当
地
域
の
総
合
開
発
を
進
め
る
た

め
の
「
メ
コ
ン
川
下
流
域
調
査
委
員
会
」
（
通

称
メ
コ
ン
委
員
会
）
が
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
（
現
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
主
導
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

の
は
一
九
五
七
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
委
員
会

●桐生稔〈きりゆうみの愚）Ｚ

1941年新潟県生まれ た

く現職>大阪産業大学大学院経済学研究科
教授 こ

（最終学歴>立教大学社会学部卒業 の

ダッカ大学経済学部修士課程中退委
く職歴>アジア経済研究所経済開発分析プ員

口ジエクトチーム部長、国連開発会
計画派遣ミャンマー政府経済顧問、
世界銀行出向、在ビルマ日本大使

館調査官、中部大学大学院国際関た
係学科教授

〈主な著懇〉「ミャンマー経済入門」１９９７日

鍾輔墓蝋騨ｋ：

薙溌
式篝Ｔ震;Ｗ藷占閥

は
精
力
的
に
各
分
野
で

の
調
査
を
実
施
し
た
が
、

イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
、
そ

の
後
の
社
会
主
義
化
に

よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
実
施

に
至
ら
な
か
っ
た
。
当

委
員
会
は
一
九
九
五
年

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
新

メ
コ
ン
川
委
員
会
」
と

し
て
本
格
的
に
活
動
を

再
開
す
る
。
さ
ら
に
こ

れ
を
契
機
に
主
要
援
助

国
や
各
種
の
国
際
組
織

に
よ
る
開
発
の
た
め
の

枠
組
み
が
築
か
れ
て
い
っ

た
。
日
本
及
び
日
本
攻
奇

欝
珂
Ｎ
『
鯏
測
鰯
一
』

Ｄ
Ｂ
）
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
と
中
国
を
加
え
た
十
一
ヵ
国
に
よ
る
同
地

域
開
発
会
議
な
ど
数
多
く
の
枠
組
み
が
活
動

し
て
い
る
。
す
で
に
こ
う
し
た
動
き
の
な
か

で
、
い
く
つ
か
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
完

成
し
、
現
在
進
行
中
な
い
し
は
計
画
が
具
体

化
し
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
メ
コ
ン
川
流
域
は
一
躍
ア
ジ

ア
に
お
け
る
新
し
い
開
発
拠
点
と
し
て
注
目

を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

…左■■桐“啼

鍾

組

中国とミャンマーの国境。1993年に画定
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ウ

車田

メ
コ
ン
川
を
通
じ
て
直
結
す
る
と
と
も
に
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
国
を
通
じ
て
中
国
と
イ
ン
ド
亜
大
陸
、
中

国
と
東
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド

亜
大
陸
の
経
済
が
連
結
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
一
に
、
発
展
段
階
の
多
様
な
違
い
に
よ

る
分
業
が
形
成
さ
れ
る
。
陸
続
き
で
あ
り
、

歴
史
的
、
民
族
的
、
文
化
的
に
共
通
要
素
が

多
く
、
ま
た
違
い
が
あ
っ
て
も
連
続
性
を
有

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
比
較
優
位

に
応
じ
た
分
業
連
関
が
可
能
で
あ
り
、
原
料

生
産
・
供
給
、
加
工
、
運
搬
、
販
売
・
輸
出

な
ど
の
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
分
業
と
業
種
に
よ

る
分
業
と
が
可
能
で
あ
る
。

第
三
に
、
豊
富
な
資
源
で
あ
る
。
と
く
に

メ
コ
ン
川
お
よ
び
そ
の
水
系
の
水
量
と
包
蔵

水
力
は
、
産
業
・
生
活
用
水
、
ま
た
水
力
発

電
用
と
し
て
当
地
域
の
経
済
発
展
に
と
も
な

う
増
加
分
を
補
う
に
十
分
の
量
的
賦
存
が
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
観
光
資
源
と
し
て
は
暫
く
の

間
「
秘
境
」
と
し
て
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、

開
発
が
進
め
ば
さ
ら
に
多
様
な
観
光
拠
点
に

な
る
。

二
、
経
済
圏
開
発
の
現
状

各
種
の
ス
キ
ー
ム
に
よ
る
開
発
構
想
の
な

か
で
す
で
に
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
完
成
し
た
主

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
以
下
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

①
中
国
・
雲
南
省
の
思
芽
で
一
○
○
○
ト

ン
級
の
船
舶
が
接
岸
で
き
る
埠
頭
の
建
設
、

雲
南
省
か
ら
タ
イ
の
チ
ェ
ン
コ
ン
（
○
巨
四
息

尻
目
巴
ま
で
の
観
光
ク
ル
ー
ザ
ー
の
就
航
お

よ
び
貨
物
船
の
航
行
に
よ
る
交
易
ル
ー
ト
が

設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
地
域
へ
の
観

光
客
が
増
加
し
、
関
連
産
業
の
振
興
も
目
立

つ
。
ま
た
、
こ
の
ル
ー
ト
の
開
設
に
よ
っ
て
、

直
接
国
境
を
接
し
て
い
な
い
中
国
と
タ
イ
の

経
済
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ラ
オ
ス
を
経
由
し
て

結
合
す
る
と
い
う
状
況
が
出
現
し
た
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
は
中
国
、
タ
イ
双
方
と
そ
れ
ぞ
れ
国

境
貿
易
協
定
を
結
ん
で
い
る
た
め
、
正
規
の

貿
易
に
よ
っ
て
取
り
引
き
さ
れ
た
双
方
か
ら

の
産
品
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
経
由
し
て
流
れ

て
お
り
、
そ
の
規
模
は
年
々
拡
大
し
、
産
品

の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。

②
地
域
間
道
路
・
橋
梁
の
建
設
”
タ
イ
領
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メコン経済圏の実情と問題

内
で
は
す
で
に
六
○
年
代
後
半
か
ら
ア
ジ
ア

ハ
イ
ウ
ェ
ー
の
建
設
が
実
施
さ
れ
、
八
○
年

代
後
半
ま
で
に
当
初
の
計
画
道
路
は
ほ
ぼ
完

成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
進
展
の

な
か
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
の
隣
接
国
へ
の

延
伸
計
画
も
九
○
年
代
に
入
っ
て
部
分
的
で

は
あ
る
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
ラ

オ
ス
と
タ
イ
の
国
境
に
な
っ
て
い
る
メ
コ
ン

川
で
の
架
橋
計
画
は
、
第
一
橋
の
ミ
タ
パ
プ

橋
が
九
六
年
に
完
成
、
第
一
一
橋
は
九
九
年
に

完
成
し
、
現
在
第
三
橋
の
建
設
に
向
け
て
の

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
架
橋
に

よ
っ
て
、
ラ
オ
ス
ー
タ
イ
ー
カ
ン
ボ
デ
イ
ア

間
の
交
通
整
備
が
進
む
と
と
も
に
、
ラ
オ
ス

を
通
じ
て
タ
イ
ー
ベ
ト
ナ
ム
間
、
タ
イ
ー
中

国
・
雲
南
省
間
が
直
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
雲
南
省
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
領
シ
ャ

ン
州
、
タ
イ
北
部
、
ラ
オ
ス
西
部
を
貫
通
す

る
「
メ
コ
ン
環
状
道
路
」
も
一
部
で
建
設
が

始
ま
っ
て
お
り
、
か
っ
て
「
黄
金
の
三
角
地

帯
」
と
呼
ば
れ
、
麻
薬
、
密
輸
な
ど
を
扱
う

非
合
法
集
団
が
賊
肩
す
る
無
政
府
地
帯
で
あ
っ

た
こ
の
一
帯
の
治
安
は
急
速
に
回
復
し
て
い

る
。
現
在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
南
部
の
モ
ウ
ラ
ミ

ャ
イ
ン
（
旧
モ
ー
ル
メ
ン
）
か
ら
タ
イ
北
部
、

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
経
済
圏
構
想

が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
変
化
（
効
果
）

の
う
ち
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
国

経
済
と
東
南
ア
ジ
ア
経
済
が
直
結
す
る
こ
と

三
、
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
経
済
が
直
結

ラ
オ
ス
南
部
を
通
過
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ

ン
ま
で
の
道
路
建
設
計
画
「
東
西
回
廊
（
恩
⑪
寸

言
①
ｇ
ｏ
ｏ
胃
】
：
局
）
」
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ

が
完
成
す
れ
ば
イ
ン
ド
洋
と
南
シ
ナ
海
が
結

ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③
鉄
道
そ
の
他
“
鉄
道
建
設
計
画
は
す
で

に
中
国
・
雲
南
省
か
ら
シ
ン
ガ
ボ
１
ル
ま
で

国
際
鉄
道
新
線
の
建
設
計
画
が
、
二
○
○
○

年
十
一
月
の
缶
閨
房
ｚ
首
脳
会
議
で
提
案
さ
れ
、

実
施
に
向
け
て
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

将
来
的
に
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

水
資
源
開
発
で
あ
る
。
メ
コ
ン
川
水
系
お
よ

び
タ
ン
ル
ウ
イ
ン
川
（
旧
サ
ル
ウ
イ
ン
川
）

水
系
の
豊
富
な
水
資
源
を
活
用
す
る
多
目
的

ダ
ム
の
建
設
計
画
、
そ
れ
に
と
も
な
う
大
規

模
発
電
所
建
設
な
ど
も
多
い
が
、
森
林
破
壊
、

環
境
保
護
、
少
数
民
族
問
題
な
ど
と
の
絡
み

で
慎
重
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
る
。
九
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
中
国
と

く
に
雲
南
省
と
東
南
ア
ジ
ア
と
の
経
済
関
係

が
進
展
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
形
態
は
陸
上

で
取
引
さ
れ
る
国
境
貿
易
と
い
う
形
で
あ
る
。

八
八
年
か
ら
軍
政
と
な
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
、
そ
れ
ま
で
の
「
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
」

を
放
棄
し
て
市
場
経
済
化
と
対
外
開
放
に
踏

み
切
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
政
策
と
し
て
隣

接
国
と
の
国
境
貿
易
を
認
め
た
。
中
国
と
は

八
九
年
に
国
境
貿
易
協
定
を
結
ん
で
、
四
地

点
の
公
設
中
継
地
を
設
定
し
て
貿
易
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
貿
易
は
二

○
○
○
年
度
で
年
間
貿
易
総
額
の
一
一
一
一
一
％
を

占
め
、
そ
の
う
ち
中
国
と
の
取
引
が
約
六
○
％

を
占
め
る
。
中
国
（
雲
南
省
）
か
ら
は
繊
維
、

電
気
製
品
、
機
械
、
加
工
食
品
、
タ
バ
コ
な

ど
多
種
類
の
工
業
製
品
が
輸
入
さ
れ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
か
ら
は
海
産
物
、
木
材
、
農
産
物
、

ヒ
ス
イ
な
ど
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
国
境
貿
易
は
、
そ
の
後
タ
イ
、
イ
ン

ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
と
も
同
様
の
協

定
が
結
ば
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

を
通
じ
て
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ

ア
と
イ
ン
ド
さ
ら
に
は
中
国
と
イ
ン
ド
の
交

易
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
産
品
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タイとミャンマーの国境（メーサイ)。タイの
ナンバーの車は簡単な手続きで､ほぼ自由に出
入りできる

は
国
境
貿
易
に
よ
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
輸
入

さ
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
タ
イ
や
イ
ン
ド
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
再
輸
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス

お
よ
び
そ
の
逆
も
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
国
境
貿
易
を
通
じ
た
経
済
関
係
は

メ
コ
ン
川
流
域
国
全
体
に
広
が
っ
て
お
り
、

商
品
の
流
れ
は
メ
コ
ン
川
流
域
一
帯
に
お
い

て
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
投
資
を
通
じ
る

関
係
は
商
品
の
流
れ
ほ
ど
拡
大
を
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
タ
イ
の
隣
接
国
に
対
す
る
役

資
は
徐
々
に

当
地
域
の
分

業
を
促
進
し

て
い
る
。
さ

ら
に
こ
の
地

域
で
顕
著
な

動
き
と
し
て

人
の
交
流
が

拡
大
し
て
い

る
こ
と
で
あ

る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ラ
オ

ス
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
か
ら
の

タ
イ
へ
の
出

稼
ぎ
者
数
は
タ
イ
の
国
内
総
一
雇
用
の
ほ
ぼ
一

割
を
占
め
て
い
る
と
い
う
推
計
（
含
む
日
帰

り
出
稼
ぎ
）
も
あ
る
。
ま
た
観
光
と
い
う
側

面
で
も
活
発
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
九

五
年
以
降
の
少
数
民
族
反
乱
軍
と
政
府
軍
と

の
和
平
交
渉
の
成
立
に
よ
り
、
か
っ
て
の
「
黄

金
の
三
角
地
帯
」
の
治
安
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
タ
イ
と
の
国
境
（
メ
ー

サ
イ
ー
タ
チ
レ
イ
ク
）
で
は
相
互
に
日
帰
り

観
光
が
許
可
さ
れ
、
タ
イ
か
ら
は
年
間
一
○

万
人
ほ
ど
の
観
光
客
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
を
訪

れ
、
主
に
国
境
貿
易
に
よ
り
輸
入
さ
れ
た
中

国
産
品
の
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
る
。
中
国

と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
で
は
い
ず
れ
も
中
国

の
観
光
客
で
賑
わ
い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
産
の
ヒ

ス
イ
に
人
気
が
集
っ
て
い
る
。
と
く
に
ミ
ャ

ン
マ
ー
領
内
の
マ
エ
ラ
（
中
国
側
は
打
洛
）

で
は
、
八
九
年
に
政
府
軍
と
和
平
協
定
を
結

ん
だ
元
ビ
ル
マ
共
産
党
サ
イ
リ
ン
派
が
ミ
ャ

ン
マ
ー
政
府
と
の
合
意
に
基
づ
き
、
一
大
観

光
娯
楽
都
市
を
建
設
し
て
、
中
に
は
シ
ョ
ウ

劇
場
、
少
数
民
族
展
示
興
行
館
な
ど
と
と
も

に
巨
大
な
カ
ジ
ノ
ま
で
あ
る
。
二
十
四
時
間

営
業
の
カ
ジ
ノ
で
は
年
間
約
４
万
人
の
中
国

人
客
が
訪
れ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
は

九
五
年
以
前
に
は
想
像
も
出
来
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

「
黄
金
の
三
角
地
帯
」
の
正
常
化
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
内
戦
終
結
が
メ
コ
ン
川
経
済
圏
の
形

成
を
可
能
に
し
た
基
本
的
な
要
因
で
あ
り
、

経
済
圏
の
発
展
は
さ
ら
に
こ
の
地
域
の
繁
栄

と
安
定
に
強
く
作
用
し
て
い
く
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

四
、
民
族
主
義
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
狭
間
で

こ
の
地
域
の
多
く
の
部
分
は
九
○
年
代
に

入
る
ま
で
は
「
戦
場
」
で
あ
り
、
「
無
政
府
地

帯
」
で
あ
っ
た
。
開
発
が
進
み
、
次
第
に
新

し
い
市
場
と
し
て
、
投
資
先
と
し
て
ま
た
観

光
地
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
く
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
東
南
ア
ジ
ア
で
残
さ
れ
た
最
後
の

秘
境
の
開
発
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

開
発
の
た
め
の
阻
害
要
因
、
あ
る
い
は
開
発

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
諸
問
題
も
少
な

く
な
い
。

第
一
に
、
開
発
計
画
は
大
規
模
で
壮
大
な

も
の
が
多
く
、
開
発
資
金
の
調
達
は
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
日
本
政
府
、

ア
ジ
ア
開
銀
な
ど
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
供
与
は
順
調
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メコン経済圏の実情と問題

北部ミャンマーと中国の国境ムセ、

向かう側は瑞朋市。９５年以降に発展

臘
腱
伍
當
；
胤
日
鬮
罵
慢
匡
が
心
配
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
開
発
に
は
当
初
か
ら

環
境
問
題
へ
の
配
慮
が
最
大
限
に
取
り
扱
わ

れ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
道
路
が
で
き
、
ダ

ム
が
で
き
れ
ば
多
か
れ
少
な
か
れ
自
然
環
境

の
破
壊
は
避
け
ら
れ
な
い
一
一
○
○
○
年
九

月
に
ラ
オ
ス
、
タ
イ
東
北
部
を
襲
っ
た
有
史

以
来
の
大
洪
水
は
、
雲
南
省
や
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
の
開
発
と
無
関
係
で
は
な
い
。
メ
コ
ン
川

流
域
の
開
発
が
環
境
を
破
棄
し
、
河
川
汚
染

を
も
た
ら
せ
ば
開
発
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効

≦三＝ごﾐ2
坐Ｇ

ｉ
零輯

鱗墓蕊

で
あ
る
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
。

当
該
国
の
政
府
資
金

あ
る
い
は
民
間
資
金

の
動
員
が
必
要
で
あ

る
が
、
九
七
年
の
ア

ジ
ア
通
貨
危
機
以
来

民
間
資
金
の
投
入
は

停
滞
し
て
お
り
、
日

本
な
ど
の
先
進
諸
国

か
ら
の
投
資
も
低
迷

し
て
い
る
。

第
二
に
、
開
発
に

よ
る
環
境
へ
の
影
響

「フォ闘い椚齢開靭計Ⅷ
画
も
中
継
的
効
果
だ
け
で
国
考

家
的
利
益
は
小
さ
い
と
不
満
参

を
指
摘
す
る
。
い
わ
ば
グ
ロ
ー
⑩

バ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
⑳

ム
と
の
狭
間
で
悩
ん
で
い
る
繊

姿
が
分
か
る
。

⑯
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
一
八
八
年
以
鍾

来
軍
政
下
に
あ
る
。
そ
の
た

力
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と

い
う
状
況
に
警
戒
的
で
あ
り
、

果
よ
り
損
失
の
ほ
う
が
大
き
く
な
っ
て
開
発

の
意
味
す
ら
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
、
多
国
間
に
ま
た
が
る
地
域
開
発

は
当
該
国
に
と
っ
て
平
等
に
、
確
実
に
利
益

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
問
題
は
な
い
。

国
際
河
川
流
域
の
開
発
は
上
流
と
下
流
す
な

わ
ち
水
を
め
ぐ
る
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
と
利
用

者
で
は
考
え
方
が
違
っ
て
く
る
。
ま
た
開
発

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
は
、
国
に
よ
っ
て

大
き
な
違
い
も
出
る
。
こ
う
し
た
利
益
の
配

分
と
無
関
係
で
は
な
い
が
、
国
家
と
し
て
の

論
理
や
自
己
擁
護
と
い
う
側
面
を
捨
て
切
れ

な
い
場
合
も
あ
る
。
タ
イ
は
中
国
と
経
済
関

係
が
直
結
す
る
こ
と
は
中
国
の
政
治
的
影
響

１．ＭＲＣ.`MekongWorkProgramme
l997,''０ct､1996,(ＭＫＧ/Ｒ96018)．

２CooperationintheMekongDevel-

opｍｅｎｔ：Papersandproceedingsof

theSeminarHeldinBangkokon27～

２９ＪUne1991,

3．“MekongRiverBasmDiagnostic
Study，１９９６ＵＮＥＰ

４．「東南アジア大陸部開発構想｣1994年

３月，東南アジア大陸部開発構想委員

会間国際技術協会

５．「大メコン圏開発構想タスクフオース

報告」1996年６月，外務省経済協力局

６．「メコン河流域開発・環境調査研究報

告書」1998年６月，国際協力事業団

７．「メコン開発をめぐる動き｣1997年３

月，アジア経済研究所

め
米
・
西
欧
か
ら
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
投
資
の
停
止

を
含
む
経
済
制
裁
を
受
け
て
い
る
。
メ
コ
ン

開
発
と
い
う
名
の
も
と
で
も
、
対
ミ
ャ
ン
マ
ー

投
資
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
供
与
は
遠
慮
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
領
内
シ
ャ
ン
高
原
の
開

発
は
メ
コ
ン
川
経
済
圏
形
成
に
は
不
可
欠
の

条
件
で
あ
る
。
こ
こ
は
一
刻
も
早
い
開
発
を

進
め
、
麻
薬
や
非
合
法
勢
力
の
復
活
を
許
し

て
は
な
ら
な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
開
発
援

助
と
投
資
を
祷
曙
す
べ
き
で
は
な
い
。
シ
ャ

ン
高
原
が
再
び
「
無
政
府
地
帯
」
に
な
っ
た

ら
「
メ
コ
ン
川
経
済
圏
」
の
形
成
は
完
結
し

な
い
の
で
あ
る
。

6９



国際人ﾛ問題議彙懇女I塵部会がlMAPを迎え－

国
際
人
口
問
題
議
員

懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）

女
性
問
題
部
会
は
、
五

月
十
日
㈹
、
午
前
八
時

か
ら
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急

ホ
テ
ル
の
日
光
の
間
で
、

来
日
中
の
国
際
家
族
計

画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）

の
国
際
医
学
諮
問
委
員

会
（
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ
）
の
メ

ン
バ
ー
を
迎
え
て
懇
談

会
を
開
い
た
。
部
会
に

は
、
六
名
の
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ

委
員
と
一
名
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の

他
、
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
会
長
、
谷
津
義
男
Ｊ

Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
、
清
水

嘉
与
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務

総
長
、
小
宮
山
洋
子
参

議
院
議
員
、
北
村
邦
夫

棚
日
本
家
族
計
画
協
会

ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
、
児

玉
治
美
卿
ジ
ョ
イ
セ
フ

企
画
開
発
事
業
部
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
オ
フ
イ
サ
ー
ら
が
出
席
。
ピ
ル
を

中
心
に
、
人
口
問
題
に
関
す
る
幅
広
い
ト
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

挨
拶
の
な
か
で
、
中
山
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
は

日
本
の
人
工
妊
娠
中
絶
や
ピ
ル
に
関
す
る
状

況
、
人
口
問
題
の
現
状
に
つ
い
て
触
れ
、
現

在
進
行
し
て
い
る
出
生
率
の
減
少
が
日
本
経

済
や
社
会
構
造
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い

る
点
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。

ヘ
レ
ン
・
ラ
ン
デ
ラ
・
リ
ー
ズ
ー
Ｍ
Ａ
Ｐ

共
同
委
員
長
は
、
「
日
本
で
は
既
に
う
ま
く
夫

婦
が
理
想
の
子
ど
も
数
を
決
定
し
出
生
抑
制

を
実
行
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ピ
ル
は
避
妊

技
術
の
進
歩
の
産
物
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
」
「
懸
念
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
数
の
減
少

は
、
特
定
の
避
妊
技
術
の
導
入
に
は
関
係
な

く
、
社
会
開
発
の
過
程
に
見
ら
れ
る
現
象
の

一
つ
で
あ
る
」
と
述
べ
ピ
ル
の
普
及
が
出

生
率
に
直
接
影
響
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
の

見
解
を
示
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
小
宮
山
参
議
院
議
員
は
「
ピ

ル
は
日
本
で
も
解
禁
さ
れ
た
が
、
依
然
費
用

が
高
く
、
正
し
い
情
報
も
あ
ま
り
提
供
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
日
本
で
は
有
効
に
使
わ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
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ピルや児童虐待で意見交換

の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
男
性
主
導
型
の
コ
ン

ド
ー
ム
と
違
い
、
女
性
が
主
導
権
を
握
れ
る

ピ
ル
の
普
及
は
良
い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
問
題
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
人
間
教

育
と
し
て
の
性
教
育
が
必
要
で
、
日
本
は
こ

の
点
に
つ
い
て
充
分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
」

と
、
日
本
の
性
教
育
の
未
熟
さ
と
ピ
ル
の
普

及
度
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

中
山
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
は
最
近
増
加
傾
向
に

あ
る
児
童
虐
待
に
つ
い
て
も
言
及
。
子
ど
も

の
誕
生
に
つ
い
て
、
以
前
の
「
神
様
か
ら
の

贈
り
物
」
か
ら
、
「
自
分
が
好
き
な
時
に
子
ど

も
を
作
る
」
へ
と
意
識
が
変
化
し
、
生
ま
れ

て
き
た
子
ど
も
が
、
自
分
が
理
想
と
し
て
い

た
子
ど
も
と
違
っ
て
い
た
時
に
虐
待
が
起
こ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
精
神
科
医
の
説
を
紹

介
し
た
。

日
本
と
同
じ
く
児
童
虐
待
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
イ

デ
ィ
ス
・
ウ
ェ
イ
ズ
パ
ー
グ
医
師
は
、
「
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
親
に
な
る
た
め
の
準
備
教

育
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
出
産
ま
で

の
教
育
し
か
行
な
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
子

ど
も
と
の
間
に
問
題
が
起
き
た
と
き
の
対
処

法
に
つ
い
て
も
親
に
教
育
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
リ
ー
ズ
ー
Ｍ
Ａ
Ｐ
共
同
委
員
長
は

「
児
童
虐
待
は
世
界
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
現

象
。
南
ア
フ
リ
カ
で
も
、
伝
統
的
な
家
族
制

度
が
崩
壊
し
た
こ
と
で
核
家
族
化
が
進
行
し
、

社
会
的
な
圧
力
も
あ
っ
て
益
々
虐
待
が
増
加

し
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

谷
津
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
は
、
今
後
も
世
界

人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
現
在
世
界

の
飢
餓
人
口
は
約
八
億
人
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
流
通
や
経
済
の
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
今
後
更
に
食
料
不
足
が
進
行
す
る

と
の
見
解
を
示
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
フ
レ
ッ
ド
・
サ
イ
医
師
は
、

「
問
題
は
縮
小
さ
れ
る
こ
と
な
く
拡
大
す
る
だ

ろ
う
が
、
世
界
人
口
を
養
う
だ
け
の
食
料
生

産
は
可
能
だ
と
い
う
明
る
い
兆
し
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
食
料
を
ど
の
よ
う
に
必

、
ヘ
レ
ン
・
ラ
ン
デ
ラ
・
リ
ー
ズ
（
南
ア

フ
リ
カ
）
女
性

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ
共
同
委
員
長
／
ヨ
ハ
ネ
ス
バ
ー

グ
バ
ラ
グ
ワ
ナ
ッ
ト
病
院
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
調
査
部
長

要
な
人
た
ち
に
配
分
す
る
か
が
問
題
で
あ
り
、

こ
れ
に
関
わ
る
「
資
金
」
、
「
政
治
の
力
」
、
「
貿

易
」
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

最
も
重
要
な
問
題
は
水
で
あ
り
、
水
の
安
全

保
障
と
貧
困
問
題
に
つ
い
て
皆
で
取
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
議
員
に
訴
え

た
。最
後
に
中
山
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
は
、
「
水
、
特

に
飲
料
水
は
深
刻
な
問
題
。
日
本
政
府
と
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
が
協
力
し
て
資
金
援
助
し
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
イ
ン
ド
は
地
下
水
を
く
み

上
げ
て
い
た
が
、
今
や
水
は
有
害
物
質
を
含

み
、
ガ
ン
等
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
専
門
家
が
集
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
問
題

に
つ
い
て
討
議
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。

（
星
合
千
春
）

二
、
ア
ナ
・
グ
レ
イ
シ
ア
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
）
女
性

ロ
ジ
ア
ン
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
Ｎ
Ｈ
Ｓ

ト
ラ
ス
ト
家
族
計
画
と
女
性
の
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
部
長
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三
、
イ
デ
イ
ス
・
ウ
ェ
イ
ズ
バ
ー
グ
（
オ
ー

長

ス
ト
ラ
リ
ア
）
女
性

シ
ド
ニ
ー
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
五
、
リ
ン
ゼ
イ
・
エ
ド
ワ
ル
ド
男
性

ス
調
査
セ
ン
タ
ー
調
査
部
長

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
技
術

政
策
局
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

四
、
ハ
リ
ダ
・
ハ
ナ
ム
・
ア
ク
タ
ー
ル
六

上
級
担
当
官

ン
グ
ラ
デ
シ
ご
女
性

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
基
礎
的
リ
プ
ロ
ダ
ク
六
、
フ
レ
ッ
ド
・
サ
イ
（
ガ
ー
ナ
）
男
性

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
技
術
推
進
研
究
所

地
域
医
療
教
授
。
元
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
二

六
月
十
三
日
伽
、
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会

長
、
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
、
熊
谷
市

雄
衆
議
院
議
員
ら
が
出
席
し
、
参
議
院
議
員

会
館
第
二
会
議
室
で
国
際
人
口
問
題
議
員
懇

談
会
総
会
が
開
か
れ
た
。

中
山
太
郎
会
長
が
挨
拶
し
、
国
連
人
口
部

が
発
表
し
た
二
○
○
○
年
度
版
世
界
人
口
推

計
に
よ
る
と
、
一
一
○
五
○
年
ま
で
に
世
界
の

国
Ｊ
■
際
■
■
人
．
間
口
題
議
員
懇
■
談
口
会
総
会
■
開
く

人
口
は
、
中
位
推
計
で
九
三
億
人
に
達
し
、

｜
方
、
少
子
・
高
齢
化
現
象
の
著
し
い
日
本

の
人
口
は
、
二
○
五
○
年
に
な
る
と
一
億
九

○
○
万
人
と
な
り
、
現
在
よ
り
も
一
四
％
減

少
す
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
と
説
明
。

さ
ら
に
、
聖
域
な
き
財
政
の
見
直
し
が
進
む

中
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
も
例
外
で
は
な
く
、
国

［
－
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
］

七
、
プ
ラ
ミ
ラ
・
セ
ナ
ナ
ヤ
ケ

事
務
局
次
長
女
性

連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
や
国
際
家
族

計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
に
対
す
る
我
が
国

の
拠
出
金
の
見
通
し
が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、

人
類
が
平
和
裡
に
共
存
共
生
し
て
い
く
上
で
、

最
も
重
要
な
人
口
問
題
解
決
の
た
め
、
人
口

懇
の
先
生
方
と
も
ど
も
拠
出
金
確
保
に
活
発

に
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
、
と
会
員
の
理
解

九
八
九
’
一
九
九
五
）
／
国
連
人
口
賞

受
賞
者
（
’
九
九
三
）
／
国
際
人
口
開

発
会
議
議
長
二
九
九
四
）

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
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国際人ロ問題議員懇談会総会開く

一
・
，
一
・
；
．
ｒ
〈
〃
．

エイＰ

》，．、蒸奄・・金

説

和
‐
郡
ｉ
ザ

［
、

ｋ

ｍ
ｑ
Ｄ
‐
Ｌ
Ｉ

‐
、
痒

佃
〉
、
‐
卍

｢ＡＰＤＡ・第１7回会議は有意義であった」と谷津議員が位置付けて報告

と
協
力
を
要
請
し
た
。

平
成
十
二
年
度
収
支
決
算
・
活
動
報
告
、

及
び
平
成
十
三
年
度
収
支
予
算
・
活
動
計
画

に
つ
い
て
は
事
務
局
報
告
と
お
り
、
承
認
さ

れ
た
。

報
告
事
項
で
は
、
谷
津
義
男
幹
事
長
が
五

月
四
・
五
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
七
回
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者

会
議
」
に
つ
い
て
、
「
今
回
の
会
議
は
テ
ー
マ

も
時
宜
を
得
て
良
か
っ
た
が
、
私
が
今
ま
で

出
席
し
た
人
口
会
議
で
は
最
も
充
実
し
た
会

議
だ
っ
た
。
一
九
九
四
年
の
カ
イ
ロ
会
議
以

降
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ツ
／
ラ
イ

ッ
の
問
題
し
か
扱
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回

の
会
議
は
開
発
や
環
境
問
題
も
取
り
入
れ
、

有
意
義
な
会
議
だ
っ
た
、
と
会
場
か
ら
賞
賛

の
声
が
上
が
っ
た
」
と
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
の

模
様
を
報
告
し
た
。

正誤表

春号(Ｎｏ．75）

27頁の履歴に和

田善彦とありま

したが、喜彦の

誤りでした。お

わびして訂正を

いたします。
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農
水
省
の
農
林
水
産
政
策
研
究
所
（
篠

原
孝
所
長
）
は
四
日
、
農
業
と
環
境
問

題
で
世
界
的
に
有
名
な
米
国
の
レ
ス
タ
ー
・

ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
参
与
会
議
の
メ
ン
バ
ー

に
就
任
す
る
と
い
う
異
色
の
人
事
を
発

表
し
た
。
参
与
は
研
究
課
題
の
評
価
や

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
う
〃
お
目
付
け

役
〃
で
、
年
数
回
の
会
議
に
出
席
す
る
。

同
研
究
所
は
、
省
庁
改
革
に
伴
っ
て

農
業
総
合
研
究
所
二
九
四
六
年
設
立
）

が
四
月
に
改
組
し
た
も
の
で
、
外
国
人

が
参
与
と
し
て
参
画
す
る
の
は
半
世
紀

以
上
の
歴
史
で
初
め
て
。
ま
た
、
政
策

の
企
画
・
立
案
に
役
立
つ
研
究
を
重
視

函 に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
Ｉ
ら
む

お
｛
目
付
け
役
は
レ
ス
■
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏

農
水
省
の
政
策
研
究
所
参
与
会
議
メ
ン
バ
ー
に

し
、
大
学
や
民
間
か
ら
客
員
研
究
員
を

招
く
な
ど
オ
ー
プ
ン
な
シ
ス
テ
ム
に
改

革
す
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
米
農
務
省
な
ど
を
経

て
、
七
四
年
に
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研

究
所
を
創
設
し
、
現
在
は
理
事
長
。
「
誰

が
中
国
を
養
う
の
か
」
「
食
糧
破
局
」
な

ど
の
著
書
の
ほ
か
、
「
地
球
白
書
」
を
発

行
し
、
食
糧
不
足
の
到
来
な
ど
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
る
。
浦
和
市
に
同
研
究
所

の
日
本
事
務
所
が
あ
り
、
度
々
来
日
し

て
い
る
。
こ
の
縁
と
篠
原
所
長
の
人
脈

で
、
就
任
が
実
現
し
た
。
任
期
は
二
年
。

参
与
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
一
○
人
程

度
で
今
月
末
に
正
式
に
発
令
さ
れ
る
が
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
、
消
費
者
団
体
、

生
産
者
団
体
な
ど
か
ら
も
任
命
し
、
こ

れ
ま
で
の
学
者
偏
重
を
改
め
る
。
篠
原

所
長
は
「
研
究
所
の
活
性
化
を
目
指
し

て
い
る
が
、
国
際
化
が
進
む
中
で
ブ
ラ

ウ
ン
氏
の
加
入
は
刺
激
に
な
る
」
と
期

待
し
て
い
る
。
【
塚
本
弘
毅
］

（
毎
日
新
聞
二
○
○
〒
四
・
五
）

北
京
市
統
計
局
の
五
日
の
発
表
に
よ

る
と
、
昨
年
十
一
月
の
国
勢
調
査
の
結

果
、
北
京
市
の
人
口
は
一
三
八
一
万
人

だ
っ
た
。
’
○
年
前
の
調
査
よ
り
三
○

○
万
人
増
え
、
増
加
分
の
七
割
を
地
方

か
ら
流
入
し
た
人
口
が
占
め
た
。
（
北
京
）

（
朝
日
新
聞
二
○
○
一
。
四
・
六
）

口鮨■

人口増の

7割は流入

北京

●
お
目
付
け
役
は
レ
ス
タ
１
回

ブ
ラ
ウ
ン
氏
臼
刈

●
人
口
増
の
七
割
は
流
入
：
…
…
・
羽

●
百
年
後
一
の
』
日
本
、
｜
人
口
半
減
：
□
だ

Ｑ
支
え
合
う
に
は
恵
識
新
た
に
…
乃

○
人
口
減
少
と
外
国
人
一
労
働
者
…
刀
（

●
人
口
停
滞
、
江
戸
時
代
に
も
胤
氾

●
Ｏ
Ｄ
Ａ
日
本
加
年
連
続

世
界
一
…
ね

●
子
供
、
最
少
一
八
三
四
万
人
…
氾

●
ヱ
ン
ア
問
題
な
ど
討
識
…
…
…
即

●
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
、

『
六
○
ｏ
万
突
破
…
帥

●
米
（
・
ア
ジ
ア
系
千
万
人
突
破
…
帥

●
中
国
の
食
料
備
蓄
へ

〆
わ
ず
い
か
二
ヵ
月
分
…
別

●
中
国
・
了
移
動
の
制
鯛
麺
緬
廃
へ
…
」
別

ロ
ヱ
イ
ズ
で
の
死
亡
奇
〉

『
二
十
年
で
こ
、
二
。
。
万
人
；
）
肌

●
仕
璽
奉
弔
ツ
チ
リ
醇
鑑
讓
刀
ツ
チ
リ
か
：
別

●
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
》
？
』

エ
イ
ズ
満
鱒
軍
に
影
…
８

●
中
国
ｄ
大
へ
気
」
・
水
質
汚
染
｛

」
が
悪
化
に
…
胆

●
世
界
の
人
口
公
都
市
に
半
数
：
一
・
閉

も<Ｕ
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にゆ－すふお－らむ

入
学
式
の
季
節
で
す
。
こ
の
春
小
学

校
に
入
る
子
ど
も
は
約
三
一
○
万
人
。

第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
入
学
し

皿
「
少
子
』
入
門
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｃ
①

百
年
後
の
日
本
、
ｌ
人
口
半
減
？

た
五
○
年
代
前
半
の
約
一
一
六
○
万
人
に

比
べ
、
半
分
以
下
で
す
。
九
九
年
の
調

査
で
は
、
一
人
の
女
性
が
一
生
の
う
ち

一
、
三
四
人
は
、
人
口
を
維
持
す
る

の
に
必
要
と
い
わ
れ
る
一
一
・
○
八
人
を

に
産
む
子
ど
も
の
数
は
一
・
三
四
人
で
、

過
去
最
低
を
更
新
し
ま
し
た
。
少
子
化

の
現
状
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、

減
り
続
け
る
二
十
代
の
出
産

搾
る
二
・
○
八
人
を

大
き
く
下
回
り
Ⅱ

図
２
１
、
日
本
は

こ
れ
か
ら
人
口
減

少
社
会
に
な
る
。

厚
生
労
働
省
の
推

計
で
も
、
○
七
年

に
は
人
口
が
減
り

始
め
る
ｌ
図
１
Ⅱ
。

五
○
年
後
に
は
一

億
人
、
’
○
○
年

後
に
は
六
七
○
○

万
人
と
半
減
す
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。

大
正
時
代
と
同
じ

水
準
だ
。
今
年
が

人
口
の
ピ
ー
ク
と

い
う
見
方
も
あ
る
。

主
な
国
の
合
計

特
殊
出
生
率
を
比

べ
る
と
Ⅱ
図
４
Ⅱ
、

米
国
一
一
・
○
三
、

フ
ラ
ン
ス
一
・
七
五
、
英
国
一
・
七
○
．

回
復
し
た
と
言
わ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
も
一
・
五
一
だ
。
た
だ
、
日
本
は

イ
タ
リ
ア
の
一
・
一
九
に
次
い
で
際
だ
っ

て
低
い
。

出
生
率
を
五
歳
き
ざ
み
で
見
る
と
、

出
産
が
多
い
年
代
の
二
五
’
二
九
歳
で

の
低
下
が
目
立
つ
。
六
五
年
に
は
こ
の

年
齢
で
平
均
一
人
産
ん
で
い
た
の
に
、

九
九
年
に
は
半
減
。
一
一
十
’
二
十
四
歳

も
減
り
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
横
ば
い
か
や
や
上
昇
傾
向
だ
っ
た
三

十
’
三
十
四
歳
も
減
っ
て
い
る
の
が
目

一
ユ
つ
。

こ
の
た
め
、
人
口
が
多
い
第
二
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
が
、
出
産
す
る
年
齢
に

な
っ
て
い
る
の
に
、
人
口
の
山
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。

少
子
化
の
主
な
原
因
は
、
結
婚
年
齢

が
遅
く
な
る
「
晩
婚
化
」
Ⅱ
図
３
１
で
、

結
婚
さ
え
す
れ
は
子
ど
も
を
産
む
と
言

わ
れ
て
い
る
。
実
際
、
結
婚
し
た
女
性

は
平
均
二
・
二
人
の
子
ど
も
を
産
ん
で

三
回
に
わ
た
っ
て
考
え
ま
す
。
ま
ず
は

数
字
で
見
て
み
ま
し
た
。
（
学
芸
部
・
佐

藤
実
千
秋
）
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い
て
、
三
○
年
前
か
ら
減
っ
て
は
い
な

い
。
一
方
で
、
二
十
五
歳
か
ら
三
十
四

歳
に
か
け
て
の
未
婚
率
は
男
女
と
も
増

え
続
け
て
い
る
。

奨
励
策
よ
り
も
環
境
整
備
を

総
理
府
の
九
九
年
の
世
論
調
査
Ｉ
図

５
Ⅱ
で
は
「
結
婚
、
出
産
そ
の
も
の
を

奨
励
し
、
少
子
化
を
解
消
す
べ
き
だ
」

が
一
八
・
六
％
に
対
し
て
、
「
結
婚
、
出

日
本
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
共
に
、

ま
も
な
く
人
口
が
減
り
始
め
ま
す
。
こ

れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
始
め
と
す
る
先
進

諸
国
に
共
通
す
る
現
象
と
も
い
わ
れ
ま

●
働
け
る
環
境

「
少
子
化
の
最
大
の
問
題
は
、
現
在
の

社
会
保
障
の
し
く
み
が
維
持
で
き
な
く

な
る
こ
と
。
日
本
の
医
療
や
年
金
の
基

四国

子
育
て
負
担
減
、
制
度
の
充
実
で

「
少
（
子
に
入
門
」
Ａ
Ｂ
Ｃ
⑦
■

．
。
支
え
■
合
う
上
に
〈
は
Ｐ
意
一
議
新
｛
た
一
に

産
を
阻
む
要
因
を
取
り
除
く
よ
う
な
環

境
整
備
を
し
、
結
果
と
し
て
少
子
化
の

解
消
を
期
待
す
る
」
が
五
六
・
八
％
・

過
半
数
が
求
め
て
い
る
の
は
、
結
婚
や

出
産
の
奨
励
よ
り
、
社
会
的
、
経
済
的
、

心
理
的
な
環
境
整
備
だ
。
ま
た
「
個
人

の
問
題
な
の
で
少
子
化
対
策
は
い
っ
さ

い
す
べ
き
で
は
な
い
」
が
一
四
・
三
％

あ
っ
た
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
一
・
四
・
六
）

す
。
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
は
、
こ
れ
か
ら

社
会
は
ど
う
な
る
の
か
、
い
ま
取
り
組

ま
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
何
か
、

を
考
え
ま
す
。
（
学
芸
部
・
伊
佐
恭
子
）

本
は
、
自
分
が
現
役
時
代
に
積
み
立
て

た
分
を
老
後
に
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、

現
役
世
代
か
ら
の
『
仕
送
り
』
だ
か
ら

だ
」
と
野
村
総
研
の
中
村
実
・
研
究
理

事
は
い
う
。

国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
推
計

で
は
、
二
十
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
を
現
役
世

代
と
す
る
と
、
今
後
二

十
五
年
で
現
役
世
代
は

一
三
○
○
万
人
減
る
が
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
は
二
○
○
万
人
増

え
る
。
現
役
世
代
三
・

六
人
で
老
人
一
人
を
支

え
て
い
た
負
担
は
、
二
・

○
人
で
一
人
に
ま
で
重

く
な
る
ｌ
グ
ラ
フ
。

「
世
代
間
扶
養
を
や
め

れ
ば
い
い
と
い
う
主
張

が
あ
る
が
、
年
金
は
と

も
か
く
医
療
や
介
護
ま

で
臘
人
で
対
応
で
き
る
１
１

か
、
そ
れ
が
で
き
な
い
人
は
ど
う
す
る

か
」
と
中
村
理
事
は
話
す
。

で
は
現
役
を
増
や
し
、
負
担
を
軽
く

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
中
村

理
事
は
①
高
齢
者
雇
用
の
促
進
②
女
性

の
社
会
進
出
の
一
層
の
促
進
③
少
子
化

対
策
を
あ
げ
る
。

日
本
で
は
多
く
の
女
性
が
結
婚
・
出

産
を
機
に
専
業
主
婦
に
な
る
た
め
三
十

代
の
就
業
率
が
落
ち
込
む
が
、
欧
米
で

は
そ
う
な
ら
な
い
。
一
貫
就
業
が
増
え

れ
ば
労
働
力
人
口
は
増
え
る
。

「
保
育
所
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
な
ど
育
児
と

仕
事
を
両
立
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
必
要
。
現
在
は
専
業
主
婦

を
持
つ
夫
し
か
受
け
ら
れ
な
い
配
偶
者

控
除
な
ど
を
結
婚
控
除
に
改
め
て
、
独

身
者
よ
り
結
婚
し
た
人
を
優
遇
す
る
し

く
み
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
は 注：国方朴会保障･人口問題研究所｢人口の将来推計１回i(立推計｣から
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五
か
年
計
画

国
の
少
子
化
対
策
の
基
本
も
、
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
の
負
担
感
と
、
子
育

て
そ
の
も
の
の
負
担
感
を
軽
く
す
る
こ

と
に
あ
る
。
た
だ
し
「
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
目
体
が
目
標
で
は
な

い
」
と
厚
生
労
働
省
の
吉
野
隆
之
・
少

ｉ
Ｉ
…
Ｉ
ｉ
Ｉ
１
‐
１
１
…
…
一
子
化
対

所
一
策
企
画

値標
カ
ー
室
長
は

の
人
赫
赫
薇
皿
一
強
調
す

目罐
趣
、
知
剛
功
一
る
。
一
「
》
息

４０

所
一
ｒ
所
一
識
調
査

鍵
、
”
岬
赫
咄
一
で
夫
婦

的
詔
、
ｎ
ｍ
卯
一
が
理
想

れ
一
と
考
え

》》一魑鋸埜
入十受

諭啼》祷辨』｜｛》》
保

な
い
か
」
と
中
村
理
事
は
話
す
。

L‐‐‐‐‐・・・‐‐--‐‐‐‐・･･･－‐＿‐‐‐・・－‐－－＿‐‐‐･･･‐-----‐－．．－－‐‐‐．．．‐‐‐－－－－－．．－－－－－－－－－．．．－－－－」

し行な数ど実りもるとカミで識る強室策ヲ
て政いはもの、数子考理夫調司゜調長企イＩ
目と。少の子現よどえ想婦香；責すぱ両謝

●
性
差
な
く
し

「
先
進
諸
国
」
で
は
、
人
口
の
高
齢
化

と
将
来
の
人
口
減
少
は
不
可
避
」
と
藤

正
巌
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
は

い
要
フ
。

藤
正
氏
に
よ
れ
ば
、
豊
か
な
社
会
に

な
っ
て
子
ど
も
の
死
亡
率
が
下
が
る
と

人
は
子
ど
も
を
多
数
待
と
う
と
し
な
く

な
る
。
寿
命
が
伸
び
る
か
ら
高
齢
者
の

割
合
は
増
加
し
、
や
が
て
寿
命
で
死
ぬ

人
数
が
出
生
数
を
上
回
り
、
人
口
が
減

少
す
る
。

女
性
が
一
生
の
う
ち
に
産
む
子
ど
も

の
数
が
二
人
を
切
る
と
、
人
口
は
減
少

す
る
が
、
先
進
諸
国
で
二
人
を
超
え
て

い
る
の
は
米
国
く
ら
い
。
韓
国
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
の
中
進
国
で
も

指
し
て
い
る
の
は
理
想
が
実
現
で
き
る

環
境
作
り
」
と
話
す
。
具
体
的
に
は
「
新

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
で
昨
年
度
か
ら
五

年
間
で
①
保
育
所
の
拡
充
②
育
児
休
業

制
度
な
ど
雇
用
環
境
の
整
備
、
さ
ら
に

「
働
き
方
に
つ
い
て
の
固
定
的
な
性
別
役

割
分
業
や
職
場
優
先
の
企
業
風
土
の
是

正
」
を
掲
げ
た
Ⅱ
表
。
だ
が
不
況
下
、

雇
用
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。

ｌ
我
々
は
、
人
口
減
少
と
い
う
未
体

験
ゾ
ー
ン
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

鬼
頭
確
か
に
そ
う
で
あ
り
、
今
後
労

働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
日
本
列

島
の
歴
史
は
、
何
度
か
人
口
減
少
の
時

期
を
経
験
し
て
き
た
。
生
産
技
術
・
生

二
○
○
七
年
に
は
、
日
本
の
人
口
は

ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の
後
は
減
少
に
向

か
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
少
子
・
高

齢
化
が
進
む
一
方
で
、
身
の
回
り
で
、

働
く
外
国
人
の
姿
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
き
た
。
こ
の
現
象
を
ど
う
と
ら
え
る

二
人
を
割
っ
て
い
る
。
世
界
の
高
齢
化

が
こ
の
ま
ま
進
め
ば
、
地
球
人
口
も
二

○
三
五
年
こ
ろ
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
始

め
る
、
と
い
う
。

人
口
減
少
で
何
が
起
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
藤
正
氏
の
描
く
シ
ナ
リ
オ
は
こ
う

だ
。中
高
年
と
女
性
労
働
力
の
増
加
の
結

果
、
一
一
○
二
五
年
こ
ろ
に
は
年
功
序
列

賃
金
体
系
は
取
れ
な
く
な
る
。
年
齢
や

函
田
口
ｌ
１
ｊ

人
口
減
少
と
外
国
人
労
働
者

「
現
地
で
雇
用
」
優
先
し
て

活
様
式
・
文
明
シ
ス
テ
ム
が
、
そ
の
ま

ま
で
は
成
長
で
き
な
い
限
界
に
達
す
る

と
人
口
減
少
、
停
滞
に
つ
な
が
る
。
二

十
一
世
紀
の
人
口
減
少
も
同
じ
に
と
ら

え
る
べ
き
か
は
難
し
い
判
断
だ
が
、
こ

こ
百
五
十
年
ほ
ど
続
い
た
産
業
社
会
が

べ
き
か
。
歴
史
人
口
学
の
視
点
と
外
国

人
を
一
雇
用
し
て
い
る
企
業
ト
ッ
プ
の
立

場
の
上
智
大
教
授
の
鬼
頭
宏
氏
の
略
歴
・

後
述
か
ら
論
じ
て
も
ら
っ
た
仁
聞
き
手
・

解
説
部
鈴
木
雅
明

性
に
よ
る
労
働
上
の
差
別
が
な
く
な
ら

な
い
と
社
会
は
動
か
な
く
な
る
。
子
ど

も
を
育
て
る
の
は
女
だ
け
、
と
い
う
時

代
も
終
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

藤
正
氏
は
「
取
り
組
む
べ
き
は
、
人

口
増
加
に
依
存
し
た
こ
れ
ま
で
の
社
会

の
様
々
な
既
得
権
を
な
く
す
こ
と
」
と

強
調
す
る
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
｜
・
四
・
二
十
）
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成
熟
期
に
入
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

ｌ
一
方
、
隣
に
は
、
巨
大
な
人
口
を

抱
え
る
中
国
が
存
在
す
る
。

鬼
頭
奈
良
時
代
の
日
本
の
人
口
は
六
、

七
百
万
人
。
こ
の
一
割
、
多
く
て
も
三

割
程
度
が
、
縄
文
時
代
以
来
の
原
日
本

人
で
、
残
り
は
大
陸
か
ら
渡
来
の
子
孫

と
さ
れ
る
。
縄
文
か
ら
奈
良
時
代
ま
で

の
千
年
ほ
ど
の
間
に
民
族
構
成
が
、
が

ら
り
と
変
わ
っ
た
。
現
在
の
世
界
を
見

る
と
、
規
模
は
小
さ
い
が
、
中
南
米
か

ら
米
国
，
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
フ
ラ
ン
ス

へ
の
人
口
移
動
な
ど
が
続
い
て
い
る
。

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
中
国
の

人
口
圧
力
を
常
に
注
視
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

中
国
で
は
、
人
口
移
動
を
厳
し
く
制

限
し
て
い
る
が
、
貧
し
い
西
部
か
ら
経

済
発
展
し
て
い
る
南
部
へ
職
を
求
め
て

人
が
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
海
を

渡
る
の
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
感
覚
的
に

は
、
国
内
移
動
の
延
長
で
し
か
な
い
。

ｌ
日
本
で
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
労

働
力
不
足
を
外
国
人
で
補
う
こ
と
が
で

き
る
と
の
議
論
が
あ
る
。

鬼
頭
確
か
に
、
労
働
力
不
足
は
日
本

の
生
産
力
を
地
盤
沈
下
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
る
。
不
足
を
解
消
す
る
に
は
、
い

く
つ
か
の
策
が
考
え
ら
れ
る
。
出
生
率

上
昇
、
女
性
や
高
齢
者
の
雇
用
拡
大
、

Ｉ
Ｔ
化
な
ど
に
よ
る
生
産
性
向
上
、
生

産
拠
点
の
海
外
へ
の
移
転
、
そ
し
て
外

国
人
労
働
力
の
国
内
導
入
だ
。
欧
州
や

北
米
で
の
地
域
経
済
圏
作
り
を
東
ア
ジ

ア
も
将
来
の
視
野
に
入
れ
る
な
ら
、
私

は
外
国
人
導
入
に
反
対
し
な
い
。
モ
ノ
、

カ
ネ
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ト
の
自
由
な
移

動
は
避
け
て
通
れ
な
い
か
ら
だ
。

だ
が
、
そ
の
拡
大
に
は
慎
重
で
あ
る

べ
き
だ
。
ま
ず
、
出
稼
ぎ
を
送
り
出
す

側
に
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
。
海
外
か
ら

の
収
入
は
、
そ
の
国
の
経
済
を
支
え
る

う
え
で
貢
献
し
て
い
る
が
、
経
済
開
発

に
結
び
つ
か
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
消
費
に

回
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
家
族
の
崩
壊
、

農
業
労
働
者
流
出
に
よ
る
農
業
生
産
へ

の
悪
影
響
、
本
来
そ
の
国
が
必
要
と
す

る
人
材
の
流
出
な
ど
も
問
題
だ
。

受
け
入
れ
側
に
も
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ

る
。
日
本
で
は
失
業
率
が
高
く
な
っ
て

も
、
３
Ｋ
と
言
わ
れ
る
職
場
で
は
労
働

力
が
不
足
し
て
い
る
。
安
い
賃
金
で
、

そ
う
い
う
分
野
に
外
国
人
が
増
え
れ
ば
、

外
国
人
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
社
会
の

底
辺
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
差
別

意
識
が
助
長
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
急

激
な
増
大
は
、
習
慣
の
違
い
に
よ
る
文

化
摩
擦
も
生
む
だ
ろ
う
。

ｌ
そ
れ
で
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

鬼
頭
将
来
、
東
ア
ジ
ア
は
経
済
共
同

体
へ
向
か
う
だ
ろ
う
ｃ
そ
れ
を
前
提
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
の
人
的
交
流
、
国

際
理
解
に
目
標
を
置
く
べ
き
だ
ろ
う
。

単
純
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
よ
り
も
、

共
同
体
と
な
る
で
あ
ろ
う
近
隣
の
諸
国

に
生
産
拠
点
を
移
し
、
現
地
で
一
雇
用
す

べ
き
だ
。
ど
こ
の
国
の
人
間
で
も
自
国

が
一
番
い
い
。
外
国
人
労
働
力
の
国
内

導
入
は
、
こ
う
し
た
近
隣
諸
国
の
人
々

を
中
心
に
し
、
日
本
で
高
度
な
技
術
を

身
に
つ
け
、
将
来
、
母
国
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
日
本
政
府
は
、

か
つ
て
留
学
生
十
万
人
計
画
を
作
り
、

い
ま
だ
に
達
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ

の
視
点
か
ら
す
れ
ば
改
め
て
推
進
す
べ

き
だ
ろ
う
。
東
ア
ジ
ア
の
共
存
共
栄
こ

そ
が
模
索
さ
れ
る
べ
き
だ
。

身
）
’
と
う
ぴ
あ
Ｌ

鬼
頭
宏
氏

上
智
大
学
経
済
学
部
教
授
。
日
本
経
済

史
、
歴
史
人
口
学
専
攻
。
著
書
に
「
人

口
か
ら
読
む
日
本
の
歴
史
」
（
講
談
社
学

術
文
庫
）
な
ど
。
五
十
四
歳

（
読
売
新
聞
二
○
○
｜
・
四
・
十
七
）

少
子
化
は
現
代
だ
け
の
問
題
だ
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
人
口
が
停
滞
・
減

少
し
た
時
代
は
過
去
に
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。
直
近
で
は
江
戸
時
代
の
一
七
二

一
年
か
ら
の
一
二
○
年
間
。
人
口
は
三

○
○
○
万
人
か
ら
三
三
○
○
万
人
で
推

移
し
ま
し
た
。
最
近
の
研
究
で
、
飢
鰹

（
き
き
ん
）
に
よ
る
死
亡
率
の
上
昇
だ
け

で
な
く
、
出
生
率
の
低
下
も
大
き
な
原

因
だ
と
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
’
○
○

年
の
う
ち
に
、
女
性
が
子
ど
も
を
産
む

人
数
が
八
人
か
ら
五
人
に
減
っ
た
ん
で

す
。な
ぜ
か
。
大
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
、
日

本
列
島
で
養
え
る
人
数
の
上
限
に
近
付

い
た
か
ら
。
暗
く
語
ら
れ
る
間
引
き
や

堕
胎
も
食
う
に
困
っ
て
と
い
う
よ
り
、

家
の
耕
地
面
積
に
合
わ
せ
て
子
の
数
を

調
整
し
た
面
が
強
い
。
多
産
で
貧
乏
に

函上
智
大
教
授
鬼
頭
宏
さ
ん
側

人口停滞・

江戸時代にも

オトコのﾐカタ
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経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

の
開
発
援
助
委
員
会
が
一
一
十
三
日
公
表

し
た
同
委
加
盟
一
一
十
二
カ
国
の
実
績
額

（
暫
定
値
）
に
よ
る
と
、
日
本
が
二
○
○

○
年
（
平
成
十
一
一
年
）
に
実
施
し
た
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
は
百
三
十
億

六
千
一
一
百
万
ド
ル
（
’
兆
四
千
八
十
一
億

円
）
と
、
十
年
連
続
で
世
界
一
と
な
っ
た
。

通
貨
危
機
に
対
応
す
る
た
め
の
ア
ジ

ア
開
発
銀
行
向
け
支
援
で
前
年
比
四
四
・

○
％
増
と
高
い
伸
び
を
示
し
た
一
九
九

九
年
の
反
動
で
、
援
助
額
そ
の
も
の
は

一
四
・
八
％
減
と
三
年
ぶ
り
に
減
少
に

転
じ
た
が
、
一
一
位
の
米
国
（
九
十
五
億

八
千
百
万
ド
ル
）
に
大
き
く
水
を
あ
け
、

な
ら
な
い
よ
う
、
長
く
授
乳
を
し
て
妊

娠
を
避
け
る
べ
き
だ
、
と
書
か
れ
た
本

も
あ
り
ま
す
。

社
会
の
変
革
も
あ
り
ま
す
。
農
村
で

は
糸
を
紡
ぎ
、
布
を
織
る
。
都
市
で
も

商
業
・
飲
食
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
が
発

達
し
ま
し
た
。
女
性
へ
の
労
働
需
要
が

高
ま
り
、
約
三
歳
晩
婚
化
し
ま
し
た
。

函■

日
本
、
一
○
年
連
続
芒
世
「
界
一

口
昨
年
丁
金
額
は
三
年
一
ぶ
り
減
少

日
本
が
依
然
援
助
大
国
で
あ
る
こ
と
を

一
裏
付
け
た
。

財
政
危
機
と
景
気
低
迷
の
中
、
Ｏ
Ｄ

Ａ
削
減
を
求
め
る
声
が
一
段
と
強
ま
る

の
は
必
至
。
外
務
省
は
「
よ
り
効
率
的

な
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
施
に
努
力
し
た
い
」
と
し

て
い
る
。

加
盟
二
十
一
一
カ
国
の
援
助
総
額
は
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
対
象
か
ら
十
カ
国
・
地
域
が

外
れ
た
た
め
に
、
六
・
○
％
減
の
五
百

三
十
億
五
千
八
百
万
ド
ル
。

日
米
に
次
ぎ
ド
イ
ツ
が
三
位
で
、
実

績
額
は
五
十
億
三
千
四
百
万
ド
ル
。
四
位

は
英
国
（
四
十
四
億
五
千
八
百
万
ド
ル
）
、

五
位
は
フ
ラ
ン
ス
（
四
十
一
一
億
二
千
百

人
口
の
増
減
は
、
文
明
シ
ス
テ
ム
の

転
換
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
少
子
化

を
諸
悪
の
根
源
の
よ
う
に
言
う
の
は
間

違
い
。
江
戸
時
代
と
比
べ
て
、
今
の
平

均
寿
命
は
一
一
倍
以
上
。
新
し
い
ラ
イ
フ
・

コ
ー
ス
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
談
）

（
朝
日
新
聞
二
○
○
一
・
四
・
二
十
）

総
務
省
は
四
日
、
「
こ
ど
も
の
日
」
を

前
に
日
本
の
子
供
の
数
を
発
表
し
た
。

四
月
一
日
現
在
の
推
計
に
よ
る
と
、
十

五
歳
未
満
の
子
供
の
数
は
前
年
よ
り
二

十
四
万
人
少
な
い
千
八
百
三
十
四
万
人
。

八
二
年
か
ら
二
十
年
連
続
で
減
少
し
、

一
九
一
一
○
年
に
始
ま
っ
た
国
勢
調
査
史

万
ド
ル
）
だ
っ
た
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
｜
・
四
・
二
十
四
）

年齢別人口の割合の推移

甲可■
子供最少

1834万人

20年連続で減少

上
、
最
低
を
更
新
し
た
。
総
人
口
に
占

め
る
子
供
の
割
合
も
、
前
年
比
○
・
三

ポ
イ
ン
ト
減
の
一
四
・
四
％
と
二
十
七

年
連
続
で
下
が
り
、
少
子
化
の
進
展
を

改
め
て
一
曇
付
け
た
。

男
女
別
で
は
男
子
九
百
四
十
一
万
、

女
子
八
百
九
十
三
万
人
。
年
齢
別
で
は

「
十
二
’
十
四
歳
」
が
三
百
九
十
九
万
人

で
最
も
多
く
、
「
九
’
十
｜
歳
」
（
三
百

六
十
六
万
人
）
、
「
○
’
二
歳
」
（
三
百
五

十
八
万
人
）
、
「
六
八
歳
」
（
三
百
五
十

七
万
人
）
、
「
三
’
五
歳
」
（
三
百
五
十
五

万
人
）
の
順
と
な
っ
た
。

一
方
、
総
人
口
に
占
め
る
子
供
の
割

合
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
二
○
○

○
年
十
月
一
日
現
在
の
推
計
で
、
沖
縄

県
が
一
九
・
五
％
で
最
も
高
く
、
東
京

都
が
二
一
・
五
％
で
最
も
低
か
っ
た
。

二
・
五
％
で
最
も
低
か
っ
た
。

し
か
し
、
沖
縄
県
が
二

１
○
％
を
下
回
っ
た
の
は

００
七
一
年
の
推
計
開
始
以

０ｍ
来
初
め
て
。
九
五
年
と

卯
比
較
す
る
と
、
長
崎
県

釦
が
一
一
・
七
ポ
イ
ン
ト
減

、
と
な
る
な
ど
、
全
都
道

０
府
県
で
子
供
の
割
合
が

６脾
低
し
て
い
る
。

５ね
（
読
売
新
聞
一
一
○
○

一
・
五
・
五
）
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故
福
田
越
夫
元
首
相
の
提
唱
で
設
立

さ
れ
、
世
界
各
国
の
大
統
領
、
首
相
経

験
者
が
平
和
と
繁
栄
へ
の
提
言
を
行
っ

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
が
初
め
て
六
百
万
世
帯
を
突
破
し
た

こ
と
が
十
七
日
、
厚
生
労
働
省
が
ま
と

め
た
二
○
○
○
年
国
民
生
活
基
礎
調
査

で
分
か
っ
た
。
二
十
五
年
前
二
九
七

五
年
）
に
比
べ
る
と
約
六
倍
で
、
七
世

帯
に
一
世
帯
の
割
合
。
高
齢
者
の
一
人

暮
ら
し
は
三
百
七
万
世
帯
で
過
去
最
高

だ
っ
た
。
高
齢
者
世
帯
の
増
加
は
、
少

子
化
に
伴
う
現
役
世
代
の
減
少
と
と
も

に
、
社
会
保
障
や
医
療
、
介
護
保
険
な

ど
の
面
で
重
い
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

函五劃

アジアL問題

■1など討議■

高
齢
者
だ
け
の
世
帯

。
■
六
○
○
万
突
破

OBｻﾐｯﾄ開幕

て
き
た
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
・
カ
ウ

ン
シ
ル
（
Ｏ
Ｂ
サ
ミ
ッ
ト
）
の
第
十
九
回

総
会
は
十
三
日
、
兵
庫
県
・
淡
路
島
の

淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議
場
で
始
ま
っ
た
。

ア
ジ
ア
の
政
治
経
済
問
題
な
ど
を
討
議

し
、
十
五
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
す

る
。
総
会
は
八
三
年
か
ら
毎
年
開
か
れ

て
お
り
、
今
回
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
名

誉
議
長
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
元
西
ド
イ
ツ
首

相
ら
十
七
人
。

（
毎
日
新
聞
二
Ｃ
Ｏ
一
・
五
・
十
四
）

調
査
は
昨
年
六
月
と
七
月
、
全
国
約
五

万
六
千
世
帯
を
対
象
に
実
施
、
四
万
九

千
世
帯
か
ら
回
答
を
得
て
、
全
国
値
を

推
計
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
の
世
帯
数
は

約
四
千
五
百
五
十
四
万
五
千
世
帯
で
、

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
は
六
百
二
十
四
万

世
帯
（
一
三
・
七
％
）
。
十
八
歳
未
満
の

未
婚
同
居
者
が
い
る
場
合
も
合
わ
せ
た

「
高
齢
者
世
帯
」
は
六
百
二
十
六
万
一
千

世
帯
（
同
）
だ
っ
た
。
三
百
七
万
九
千

世
帯
は
高
齢
者
が
一
人
で
生
活
す
る
世

帯
で
、
前
年
よ
り
約
三
十
七
万
世
帯
増

加
し
た
。
高
齢
者
世
帯
の
六
割
強
は
公

的
年
金
や
恩
給
だ
け
で
生
計
を
立
て
、

平
均
所
得
は
約
三
百
二
十
八
万
九
千
円

で
、
前
年
よ
り
六
万
六
千
円
（
二
・
○
％
）

減
少
し
た
。

一
方
、
高
齢
者
と
一
緒
に
暮
ら
す
世

帯
が
三
四
・
四
％
と
一
一
一
世
帯
に
一
世
帯

を
超
し
た
。
十
八
歳
未
満
の
子
供
が
い

る
世
帯
は
一
一
八
・
七
％
、
子
供
の
数
は

平
均
一
・
七
五
人
で
、
い
ず
れ
も
過
去

齢
耀

【
】
Ａ
回

8０８

最
低
。
世
帯
数
は
七
五
年
の
五
三
・
○
％

か
ら
大
き
く
減
少
し
、
初
め
て
三
割
を

割
り
込
ん
だ
前
年
を
さ
ら
に
下
回
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞

二
ｏ
○
一
・
五
・
十
七
）

［
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
十
五
日
一
一
時
事
］
非

営
利
団
体
「
ア
ジ
ア
系
米
国
人
連
盟
」

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
が
十
五
日
発
表
し
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
二
○
○
○
年
の
米

国
の
ア
ジ
ア
系
人
口
は
、
一
九
九
○
年

の
約
六
百
九
十
万
人
か
ら
四
八
・
三
％

増
加
し
、
約
千
二
十
四
万
人
に
達
し
た
。

昨
年
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果

を
分
析
し
た
も
の
で
、
ア
ジ
ア
系
の
中

で
最
も
人
口
が
多
い
の
は
中
国
系
で
約

二
百
四
十
三
万
人
（
九
○
年
比
四
七
・

八
％
増
）
。
一
方
、
九
○
年
に
約
八
十
四

万
人
だ
っ
た
日
系
人
は
六
％
減
の
約
七

十
九
万
人
。

（
産
経
新
聞
二
Ｃ
Ｏ
｜
・
五
・
十
七
）

■函

昨年のｱﾒﾘｶ

アジア系2.

1000万人〈突破
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ク
リ
ー
（
二
十
二
日
付
）
は
、
中
国
政

■
ｊ
ｌ
ｊ

【
香
港
・
共
同
］
香
港
の
月
刊
誌
「
動

向
」
五
月
号
は
、
中
国
の
温
家
宝
副
首

相
が
四
月
末
、
食
糧
備
蓄
が
実
は
一
一
ヵ

月
分
と
す
る
「
食
糧
備
蓄
に
関
す
る
虚

偽
報
告
状
況
」
と
題
し
た
緊
急
報
告
を

共
産
党
中
央
に
提
出
、
朱
鋳
基
首
相
を

長
と
す
る
指
導
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ

た
と
報
じ
た
。

同
誌
に
よ
る
と
、
食
糧
備
蓄
は
公
式

に
は
、
九
九
年
末
現
在
、
ほ
ぼ
一
年
分

中
国
の
韮
李
凋
河
堺
祗
ビ
ジ
ネ
ス
・
ウ
イ
ー

囮

移動の制限

撤廃へ

国

食糧備蓄､わず
か２カ月分

鮪したらｵﾍﾟｒ総し鵜中国紙が報道

府
が
戸
籍
制
度
を
大
幅
に
改
め
、
居
住
・

移
動
の
自
由
制
限
を
廃
止
す
る
見
通
し

だ
と
報
じ
た
。

居
住
と
就
職
を
戸
籍
の
あ
る
土
地
に

限
定
す
る
制
度
は
公
安
当
局
に
よ
る
住

民
管
理
の
重
要
な
手
段
だ
っ
た
が
、
農

村
部
か
ら
都
市
部
へ
の
出
稼
ぎ
な
ど
社

会
の
流
動
性
が
高
ま
り
、
管
理
は
徐
々

に
緩
ん
で
い
た
。

同
紙
に
よ
る
と
、
公
安
省
は
す
で
に

の
需
要
を
賄
う
に
足
る
四
億
二
○
○
○

万
～
四
億
五
○
○
○
万
ト
ン
と
さ
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
今
年
一

月
末
の
備
蓄
が
五
一
○
○
万
ト
ン
、
全
国

消
費
の
五
十
五
～
六
十
六
日
分
し
か
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

調
査
し
た
二
十
二
の
省
、
直
轄
市
の

す
べ
て
の
報
告
が
水
増
し
さ
れ
て
お
り
、

青
海
、
廿
粛
両
省
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
な
ど
は
わ
ず
か
七
～
一
○
日
分
の
備

蓄
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
国
務
院
（
政

府
）
が
九
五
年
以
降
支
出
し
て
き
た
食

撮
増
産
の
補
助
金
な
ど
計
四
○
○
○
億

元
（
約
六
兆
円
）
以
上
が
横
領
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
と
い
う
。

（
毎
日
新
聞二
○
○
一
・
五
・
二
十
二
）１
口
１
１

新
政
策
の
草
案
を
国
務
院
に
提
出
し
て

い
る
と
い
う
。
国
家
発
展
計
画
委
員
会

マ
ク
ロ
経
済
研
究
院
の
白
和
金
院
長
は

「
労
働
力
の
移
動
が
著
し
く
促
進
さ
れ
る
」

と
経
済
的
効
果
を
強
調
す
る
一
方
、
新

政
策
の
全
面
実
施
に
は
数
年
か
か
る
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。
（
北
京
Ｉ
時
事
）

（
日
本
経
済
新
聞

二
○
○
｜
・
五
・
二
十
四
）

［
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
加
日
Ⅱ
共
同
］
国
連
エ

イ
ズ
合
同
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
は

三
十
日
、
エ
イ
ズ
初
の
症
例
が
報
告
さ

れ
た
一
九
八
一
年
六
月
か
ら
一
一
十
年
間

で
、
世
界
で
計
五
千
八
百
万
人
が
エ
イ

國 函廼

仕
事
き
っ
ち
り
貯
金
も
し
ま
す

意
外
と
堅
実
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル

エイズでの

死亡､２０年

で2200万人

結
婚
せ
ず
に
親
と
同
居
し
な
が
ら
〃
裕

福
な
生
活
〃
を
楽
し
む
「
パ
ラ
サ
イ
ト

シ
ン
グ
ル
」
の
約
七
割
が
、
給
料
の
一

部
を
家
計
に
入
れ
た
り
、
貯
蓄
を
す
る

な
ど
、
実
際
は
堅
実
な
生
活
を
し
て
い

る
こ
と
が
‐
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
（
東
京
都
千
代
田
区
）
の
実

態
調
査
で
分
か
っ
た
。
男
性
の
約
八
割
、

女
性
の
七
割
弱
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事

を
し
て
お
り
、
年
金
加
入
率
（
約
九
割
）

も
高
い
。
親
の
す
ね
を
か
じ
り
な
が
ら

ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
感
染
、
二

千
二
百
万
人
が
死
亡
し
た
と
の
報
告
を
、

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
理
事
会
に
提
出
し
た
。

ま
た
、
二
○
○
○
年
末
時
点
で
三
千

六
百
十
万
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い

る
と
指
摘
。
成
人
の
一
五
％
以
上
が
感

染
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
八
カ
国
で
は
、

現
在
十
五
歳
の
青
少
年
の
う
ち
少
な
く

と
も
約
三
分
の
一
が
エ
イ
ズ
で
死
亡
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
警
告
し
た
。

（
日
本
経
済
新
聞

二
○
○
｜
・
五
・
三
十
一
）
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生
き
る
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
パ
ラ
サ

イ
ト
だ
が
、
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る

人
が
多
い
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

調
査
は
、
国
が
平
成
十
二
年
に
実
施

し
た
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
対
象
世
帯

の
中
か
ら
、
家
族
と
同
居
す
る
十
八
歳

以
上
の
未
婚
男
女
（
学
生
を
除
く
）
三

千
四
百
二
十
二
人
と
、
彼
ら
と
同
居
す

る
二
千
六
百
六
十
七
世
帯
を
対
象
に
行
っ

た
。親
と
同
居
し
て
い
る
未
婚
女
性
は
四

八
・
二
％
、
男
性
が
五
一
・
八
％
に
上
っ

た
。
一
一
十
歳
代
と
三
十
歳
代
前
半
が
八

割
近
く
を
占
め
、
平
均
年
齢
は
女
性
が

二
六
・
二
歳
、
男
性
が
二
七
・
六
歳
。

学
歴
は
高
校
卒
が
四
二
・
六
％
と
最
も

多
く
、
短
大
・
高
専
卒
は
一
三
・
四
％

大
学
卒
以
上
は
二
○
・
四
％
・
高
学
歴

に
偏
っ
て
い
る
傾
向
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
約
七
割
が
「
貯
蓄
が
あ
る
」

と
回
答
。
金
額
は
二
十
歳
代
で
は
百
万

円
未
満
、
三
十
歳
代
で
は
二
百
四
十
万

円
程
度
。
同
じ
く
約
七
割
が
平
均
一
一
万

八
千
五
百
円
（
月
額
）
を
家
計
に
入
れ

て
お
り
、
年
齢
が
上
が
る
に
従
っ
て
入

れ
る
人
の
割
合
や
額
が
高
く
な
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
二
十
歳
代
で
は
六
七
％
、

三
十
代
で
は
七
五
％
に
達
し
、
一
方
的

に
親
に
依
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
実

態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

一
方
、
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
を
抱

え
る
親
の
世
帯
は
五
十
歳
代
に
集
中
し
、

平
均
収
入
は
八
百
十
六
万
円
。
持
ち
家

率
は
八
割
と
高
い
。

同
研
究
所
で
は
「
親
元
を
離
れ
な
い

の
は
結
婚
を
急
が
せ
る
圧
力
が
減
っ
て

い
る
こ
と
や
、
自
分
の
部
屋
な
ど
の
受

１
口
１
１
１
１
１

【
ワ
シ
ン
ト
ン
四
日
Ⅱ
西
田
令
二
エ

イ
ズ
の
発
症
が
世
界
で
初
め
て
確
認
さ

れ
て
か
ら
五
日
で
ち
ょ
う
ど
二
十
年
。

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
・
エ
イ
ズ

が
急
速
に
ま
ん
延
す
る
サ
ハ
ラ
以
南
の

ア
フ
リ
カ
な
ど
へ
の
支
援
に
本
腰
を
入

れ
始
め
た
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
の
政
策
に

早
く
も
影
が
さ
し
て
い
る
。
同
政
権
が

発
足
早
々
、
キ
リ
ス
ト
教
保
守
派
な
ど

へ
の
配
慮
か
ら
妊
娠
中
絶
を
推
奨
・
擁

護
す
る
海
外
の
家
族
計
画
団
体
へ
の
援

助
を
打
ち
切
る
と
決
定
し
た
こ
と
が
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
予
防
の
足
を
引
っ
張

り
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
で
は
三
日
、
二
十

四画

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
エ
イ
ズ
政
策
に
影

家
族
計
画
団
体
へ
の
援
助
中
止
で

け
皿
が
あ
る
か
ら
。
（
親
元
を
離
れ
る
ま

で
の
）
過
渡
期
的
な
状
況
で
、
多
く
は

い
ず
れ
結
婚
し
子
も
も
う
け
る
だ
ろ
う
」

と
し
て
、
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
が
特

殊
な
グ
ル
ー
プ
で
は
な
く
、
「
普
通
の
若

者
で
あ
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

■
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
一
般
的
に

周
年
を
前
に
、
エ
イ
ズ
関
係
団
体
活
動

家
ら
数
百
人
が
同
政
権
に
エ
イ
ズ
研
究
、

ケ
ア
、
予
防
へ
の
予
算
増
大
を
訴
え
て
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
前
か
ら
連
邦
議
事
堂

前
ま
で
デ
モ
行
進
し
た
。

そ
う
し
た
団
体
の
一
つ
で
ワ
シ
ン
ト

ン
に
あ
る
「
子
供
と
若
者
、
家
族
の
た

め
の
エ
イ
ズ
連
合
」
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・

ハ
ー
ベ
イ
事
務
局
長
は
、
人
口
政
策
の

柱
の
一
つ
と
な
る
家
族
計
画
が
「
Ｈ
Ｉ

Ｖ
予
防
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
」
側
面
を
と
ら
え
、
「
家
族
計
画
へ
の

助
成
打
ち
切
り
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
予
防
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
」
と
指
摘
す
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
を
拠
点
と
し
て
世
界
各

は
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
も
親
と
同
居

を
続
け
、
未
婚
の
ま
ま
食
事
や
掃
除
な

ど
身
の
回
り
の
世
話
を
親
に
頼
る
若
者

を
指
す
と
さ
れ
る
が
、
明
確
な
定
義
は

ま
だ
な
い
。
新
し
い
社
会
現
象
と
し
て

注
目
さ
れ
、
雑
誌
な
ど
で
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
一
・
六
・
五
）

地
で
家
族
計
画
に
取
り
組
む
「
国
際
人

、
行
動
」
の
サ
リ
ー
・
エ
セ
ル
ス
ト
ン

副
理
事
長
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
母
子
感
染
の
問

題
は
「
深
刻
な
懸
念
事
項
」
だ
と
し
、
「
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
女
性
が
（
援
助
停
止
の
決

定
の
結
果
、
家
族
計
画
団
体
か
ら
妊
娠

中
絶
の
）
選
択
肢
に
関
す
る
情
報
を
提
供

さ
れ
な
く
な
れ
ば
悲
劇
的
だ
」
と
も
語
っ

て
い
る
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
一
・
六
・
五
）

回圖

中
国
政
府
は
五
日
、
○
○
年
の
環
境

大気､水質汚

染が悪化に

中醜麻00年O熊轤
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にゆ－すふお－らむ

急
速
な
都
市
化
が
進
む
な
か
、
「
住
む

こ
と
に
関
す
る
国
連
特
別
総
会
が
六
日

か
ら
三
日
間
の
日
程
で
開
幕
し
た
。
九

六
年
の
第
二
回
国
連
人
間
居
住
会
議
（
ハ

ビ
タ
ッ
ト
２
）
の
見
直
し
会
議
。
都
市

の
住
宅
問
題
に
ど
う
取
り
組
む
か
が
焦

点
だ
。

参
加
は
日
本
を
含
め
八
六
カ
国
。
開

幕
演
説
で
、
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
は

７
１
１
Ｊ

白
書
「
中
国
環
境
状
況
公
報
」
を
発
表

し
た
。
公
報
に
よ
る
と
、
中
国
で
九
五

年
か
ら
改
善
に
向
か
っ
て
い
た
大
気
、

水
質
汚
染
は
昨
年
、
工
業
生
産
回
復
な

ど
で
悪
化
に
転
じ
た
。
中
国
当
局
は
酸

性
雨
や
河
川
汚
染
な
ど
の
対
策
に
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
一
％
前
後
を
充

て
る
方
針
だ
。

大
気
汚
染
面
で
は
、
○
○
年
の
二
酸

化
硫
黄
の
排
出
総
量
が
一
九
九
五
・
一

万
ト
ン
で
前
年
比
七
・
四
％
の
増
加
。
第

函

世界の人口、

都市に半数

国連

「
住
宅
問
題
に
ど
う
取
り
組
む
か
が
わ
れ

わ
れ
の
挑
戦
だ
」
と
述
べ
た
。

国
連
人
間
居
住
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

現
在
、
毎
日
十
八
万
人
が
都
市
に
流
れ

込
み
、
六
一
億
人
の
半
数
が
都
市
に
住

む
。
先
進
国
で
は
都
市
人
口
が
七
五
％

に
達
し
、
都
市
流
入
は
鈍
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
な
ど
で

は
都
市
人
口
が
年
四
～
五
％
の
割
合
で

増
え
続
け
て
い
る
。

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
丸
修
二

（
朝
日
新
聞
二
ｏ
○
一
・
六
・
八
）

九
次
五
ヵ
年
計
画
が
始
ま
っ
た
九
五
年

比
で
は
一
五
・
八
％
減
少
し
て
い
る
。

酸
性
雨
は
国
内
二
五
四
都
市
中
、
一
五

七
都
市
で
観
測
さ
れ
た
。
う
ち
九
二
都

市
で
強
い
酸
性
を
示
す
Ｐ
Ｈ
五
・
六
以

下
の
降
雨
が
観
測
さ
れ
た
。
観
測
地
点

を
前
年
の
二
倍
以
上
に
し
た
た
め
単
純

比
較
は
で
き
な
い
が
、
原
因
物
質
の
二

酸
化
硫
黄
排
出
量
の
増
加
に
比
例
し
た

結
果
に
な
っ
て
い
る
。
［
中
国
総
局
］

（
毎
日
新
聞
二
○
○
｜
・
六
・
八
）

１
１
１
１
ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

－
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

…
ご
入
会
の
お
願
い
…
．

」
人
口
問
題
は
，
羊
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
―

―
て
い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ー

ー
ジ
ァ
の
人
川
は
こ
の
急
贈
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

一
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
国
な
影
辮
を
及
ぼ
し
ま
す
。

一とⅦ群船齪謎繩凄鳩人川の行〃が入蹴饒存のカギを繰っている’一
一
い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
一
問
題
〃
も
，
人
川
の
噌
加
が
大
き
な
根
本
原
因
一

一
な
の
で
す
。
人
ｎ
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
．
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
一

一
採
な
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
二
万
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
一

一
多
く
の
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
故
慨
で
き
な
い
ギ
ー

ー
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
．
ま
た
、
人
ｎ
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
川
増
加
を
続
け
て
貧
一

一困に悩む地域と、ｎ本などのように、少子・周齢化が進み将来の深刻な労働問題一
（
や
福
祉
費
の
増
大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
一

一
い
る
先
進
国
も
あ
り
ま
す
。

》
こ
れ
ら
の
根
源
は
す
べ
て
〃
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す

》
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
『

一
に
解
決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
．
Ⅱ
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

》何卒、あすの人類の明るい未来と、共存のために皆さまの蝉いご協力を心から一
一
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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東南アジア諸国等人、．'M発雄礎調査報告ｉ１ｉ

－インド国一

RGporlontlleBasicSurveyolPopulalioI1ar)dDevelopmenl

inS(〕utheaslAsi【lIlCountrieゴ

ーII1dia-

ワ
ーゴ■

昭和58年度

1．中華人民共和国人口家族計画基礎調査報告書

BasicSurveryonPoI〕ulaIionandFamiIvPlanllinginthe

People1sRepublicofChina（英謡版）

生育率和生活水平共系中|]合作iM盃研究IR告搭

（中国語版）

３．中華人民共和国人ｎ．家族勝l･画策エ吹基磯調査報告灘

BasicSurvev(11)onPopulati(〕nandFamiIvPlanniI1giI1lhe

PeopIelsRepublicofChina

生育率和生活水平共系第二次中|J合作i胤査研究11(皆朽

（Ｉｌ１[{H1諾版）

昭和59年度

1．アジア識国の農村人１１と農業開発に関する調査報告鍔

一インドnil-

RepolmnlheSurveyofRulalPopulationandAgricultural

DevelopmcntinAsianCountrie竪

一India-（英語版）

4．ネパール[国人ｎ.家族iil･iilii推礎調査

BasicSulvcyRep〔)rionPopulalioX1andFamilvPlanningiI】

lheKingdolnofNepal（英語版）

５．Ⅲ本の人'二I都市化とＭ１苑

ｌ;rb(lnizalionnndDevelopmeminJapa、（英語版）

2．東南アジア諸国等人ｎ.洲発埜礎調査報告

一タイ国一

Repon()nlheBasicSurvev(〕fPopulalionandDevelopmenl

inSoutheaslAsianCoumries

Thailand

６．バンコクの人ロ都市化と生活環境・福祉調査

一データ編一

SurveyofUrballization,LivingEnvimnmentandWelfarein

Bangkok-DnIa（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（、本譜版）

UrbanizalionandPDpulalioninJapan（英語版）

ロ本的城巾化９人、（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

３．ロ本の人口転換と農村朋発

Ｉ)emographicTmmsitionmjapanandRuraIDevelopment

（英語版）

`LSurveyofFerliliUandLivingStandardsinChineseRural

ATeas-DaIa-AUlhehouseholdsoftwovillagesinJilin

ProvincegurveFedbyquestionnEmr巳ｓ（英語版）

失干[''１剥衣村的人、生育率与生活水平的凋査根告

一対千古林省閥卜村近行全戸面談凋査的錯果一

二二銃汁蝿＝（中国語版）

昭和61年度

1．アジア諾１１１の農村人口と農業|)１１発に関する調査報告了Iド

ーインドネシア国一

ReporIonUleSurvevolRuralP〔)pulationandAgricuItuIal

DevelopnueminAsianCounIries

-Indonesia（英語版）

5．スライド日本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（日本語版）

Agricullural＆RuraIDevelopmentand,PopulationinJapan

（英語版）

Ⅱ本衣'1k衣村的友鵬和人1ｺ的推移（１１】国語版）

PeIrkeII1bangaI1Pertanian，MasyarakalDesaDanKepen-

dudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ個版スライドは､日本産業教育スライドーン

クールにて優秀賞を受賞しました｡）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告謙

一インドネシア国一

ReportonUleBasicSu】rveyofP(〕puIaIiollaI1dDevelopment

inSoulheastAsianCounIries

-lnd〔)Ilesia-（英語版）

３．在日{W学生の学１Vと21三活条件に関する研究

一人的能力開発の諜題に[１１Ｌて－
昭和60年度

I・アジア諸国の農村人口と農業iIH莞に関する調査報告書
一タイ国一

ReporlontheSurvevofRumlPopulationandAgricultural

Devclopmen1inAsianCountries

-Thailand-（英籍版）

４．｜=1本の労IlilI力人口と開発

LaborForceandDevelopmenthlJapaｎ（英語版）

5．人口と開発閥連統計集

DemographicandSocio-EconomicIndicat〔】鱈onPopuIaliol】

ａｎｄDevelopment（英船版）
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DevelopmentinAsi団nCDuntries

-Nepal-（英語版）
６．スライド１]本の瀧業HM発と人口

~その原動力・電気｛日本語版）

InduslrialDevcIoplllcnlandPopulalionillJ【1pan
-TheprimeMover-EIectricily-（英語版）
１１本的声１１１友展域人口

一共原幼カー曳気一（'１１国語版）

Ｐｅｍｂ〔lngunanIndusIridankependudukaJ1diJepang
-PenggerakUtama-TengaLi田trik-

（インドネシア譜版）

東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報併諜
一中華人民共和国一

睡portontbeBasicSulveyofPopuIaIiolMlndDevdopmem
inSouIheasIAsianCOuntries

-chma-（英語版）

ワ
さ=の

３・アジア緒何からの労働力流Ｈ１に関する調査研究報告評
一タイ国一

7．ネパール王圧|人口家族計画第二次基礎調査

ComplemenlarvBasicSurveyReporlonPopulalionand

FamiIVP1anniIlginlbekingdomofNepal
4．日本の人口と家族

PopulatiollandlheFamilyinjapan（英語版）

昭和62年度

１．アジア諸'１１１の農村人口と農業開発に閲する綱査報告響
－１１蕊人民共和国一

ReporlonlheSurveyofRuralPopulalionandAgricultural
Devel(〕plnenlil1A制ａｎＣ(〕unIries

-Cllillピガ（英語版）

５．アジアの人口転換と開発一総計･典一

DemogmphicTralU5ilionandl)evel叩meminAsial】Coulltries

-OverviewandStati齢ticalTab]ｅｓ－

（英語版）

６．スライド

ｎ本の人口と家族（|]本譜版）

FamilvandPopulationillJapan-AsianExperience
（英語版）

ｎ本的人n勺家庭（中国語版）

Pemluduk＆KeluargaJepang（インドネシア語版）

東南アジア緒I11等人ｎ．開発Ｊ１:礎調査報告聾
一中薙人氏共和国一

Repoton1heBasicSuweyofl〕opulalionandDevelopl1lelll
mSoutheasIAsianCOulllris

-China-（英語版）

ワ
ー●

7．ペルー共和国人、家族計画基礎調査

３・アジア緒国から労働力流旧に関する調査研究報告諜
一フィリピン画一平成元年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に閲する澗在報告i酔
一バングラデシュ辰l-

RepononlheSurveyofRuralPopulationmndAglicultuml
DeveIoplnent-Bal1gladcsh-（英語版）

４．「１本の人、と農業開発

Popula[i(ｍａｌｌ〔lAgriculIuralDeveIopmeniinjapan
（英縞版）

５．ネパールの人口・Ｉ)Ⅱ苑・環境

PopulaIion､DevelopmenlandEnvironmentillNepaI
（英語版）

2．東南アジア渚hil等人口・開発蕊礎調査報告響
一ネパール|到一

Reporl〔)nlbeBasicSurveyofPopulationandDeveIoplncnl
inSoutheastAsianCounIries

-NePaI-（英語版）

６．スライド

日本の人に1移動と経済発展（日本語版）

The11igml<〕ryMovementandEconomicDevelDpmenｌｉｎ
ＪａｐａｌＩ（英語版）

ｌ｣本的人、移幼与窪濡友展（''1列語版）

PerpindahaI1PeI]dudukDanPerkeI】]banganEkol】ｏｍｉｌ〕ｉ
ＪｅｐａＩｌｇ（インドネシア語版）

３・アジア諸国からの労働力流iflに関する調査鞭告盤
一マレーシア国一

４．ロ本の人ロ榊造変動とⅢ1発

一高齢化のアジア的拠点

StrucIuralClmI1gemPopulaIionandDevelopmem

-JapanisExperienceinAging-（英語版）
7．トルコ１１！人口家族i汁画維礎調査

昭和63年度

1．アジア諸国の農村人I｣と農業開発に関する調査報告響
一ネパールkLl-

Rel〕orIonIheSurveyofRumlPopukltionaltdAgriculluml

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後をｆ1桁して（Ⅱ本譜版）

AgilugmJapan-ChauelPgesdndProspecls-
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(英語版）

辺人高齢化社会的ｎ本正面lll調鰔－追求具生命意又

的老年生涯一（中国語版）

TanlanganMasyarakatLanjutusiaJepang

(インドネシア語版）

（本作曲は．1990年㈱|]木視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

－フィリピン国一

ReporlontheBasicSuweyofPCpulational1dDevelopment
inSoulheaslAsianCounlries

-Philippines-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告課

一中華人民共和国一

６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

SIrategicMeasuresIOrtheA印iculluraIDevelopment

-ComparativeStrudiesol1FiveAsianCounIries-(英語
版）

４．Ⅱ本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmentflndPopulalioninJapan

-TmndsandProspectsinIhel990s--（英語版）

５．スライド

日本の地域開発と人口（n本語版）

ReginalDcvelopmenlandPopulationinJapan（英語版）
日本的区域汗友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidiJepa｢１９

（インドネシア版）

平成２年度

l・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告書

一フィリピン国一

Rep(〕rtonlheSurveyofRuralPopulalionandAgricullural

Developlnem-Phi]ippines-（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版） 東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告誹

一バングラデシュ~

Repor1ontheB3sicSurvevoIPopulalionandDevelopment
inSoulheasIAsianCountries

-Bangladesh-（英語版）

ワ
ー●

平成４年度

１．アジア諸国の農村人ｎと農業開発に関する調査報告謹

一マレーシア画一

Reportｏｎ【heSurveyofRulalPopulationandA写icuIlural
Developmem-Malavsia-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告普

一インドネシア風一

４．Ⅱ本の人L1.311発・環境一アジアの経験一

PopulationDcvelopmenlandEnvimnmenliI1Japan

-Asial1Experience-（英語版）

2．東南アジア諸国等人ロ・開発基礎調査報告書

一ベトナム国一

ReportoIllheBasicSurvevofPopulationandDevelopment
inSoutheastAsjanCounI】ries

-VielNam-（英語版） ５．スライド

｜=1本の環境・人口・開発（ｎ本語版）

EIlvironlllent､ＰＯＩ〕ulatiollandDevelopmel1tinjapa、（英

語版）

’二|本的坏境乢人１才〕f友（中国語版）

Lingkungan，PendudukdanPembangulMlnJepang（イン
ドネシア諾版）

（本作研,は、1991年卿日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する絢査研究報告書

一スリランカ国一

4．アジアの産業転換と人にI

IIldustrialTransilionandPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド・ビデオ

明日に生きる－日本の唾業転換と人口一（１１本諦版）

LivinglOrTomolrow-IndustriaITransitionandPopula‐
tiominjapan-（英語版）

生活在明天一日本的杵止耗換与人口~（中国語版）

HidupUnIukHariEsok-PeralihanS1mkturlndustri

DallPopulasiDiJepang-（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統iil･集一

ProspeclsolUrbanizationmAsia（英語版）

平成３年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告謙

一スリランカ国一

Repo｢lonlheSurvevRuralPopuIationandAgricultural
Development-Srilallkn-（英語版）平成５年度

1．アジア諸国の農村人ｎと農業開発に関する報告書

一ベトナム国一 ２．東南アジア諸国等人口・開発蕊礎調査報告書
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平成７年度 ReporIontlleSurveyofRuTall〕opulalio】landAgricullural
DcveloI〕mｅｍ－ＶｉｅｔＮａｍ－（英語版）

1．アジア諸国の発展段階別農業・磯村開発基礎調査報告
書一パキスタン国一

ReportonlheBasicSurveyonAgriculturalalTdRuraIDe-

velopmentbyProgressStageiluAsianCDlIntries

-PakisIan-（英語版）

東南アジア譜１町等人Iか開発基礎調査報告番
一スリランカ－

ReporUontheBasicSurveyofPopulationandDevelopmem
inSoulhms[A3ianCounmcs

-SriLaI1ka-（英語版）

Ｏ
缶＝●

2．アジア諸個の都市化と開発基礎調査報告課
一ネパール国一

ReporIonUleSurveV(〕fUrbanizali〔)namdDevel〔)pmenlin
AsiamCoumries-Nepal-（英語版）

３・アジア諸国の人間攪源開発と労働力に関する調査研究
報告書一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

CbaUengeandStmIegyofAsianNaIions

～PopLdaIionandSustail]ablcl)evelopmenI-
（英語版）

３・アジア諸国の人間攪源開発と労働力に閲する調査研究
報告野一インド国一

４．アジアにおける女性のエンパワーメン卜

EmpowcrmentofWome【linAsia（英語版） ５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向上とn本の人口一
（日本語版）

WomenandtheirChaIlenges-ImprovemenlsilUtIle

StalusofWoInenthePopulatiol]ｏＩＪａｐａｎ－
（英語版）

女､性的桃,ｋｌｉ－女性地位的提高与日本的人ロー
（'１'国語版）

TanIanganKaulllWallita-EmansipasiWanitadaI1
PopulasiJepang-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

アジアを拓け－女性たち－（ｎ本語版）

ABrightolGemlerEquality-EmpowerInenlolWbmeI1
inAskl-（英語版）

通性目撒之路一今日並洲女Wl;－（に１１国語版）

IIarpanCerahbagiPersamaan-KaumWarlitaAsian

MeramballJalan-（インドネシア語版）

平成８年度

平成６年度】・アジアi渚|封の発鰻段階別農業・農村開発基礎訓査報告
磯一ラオス人民民主共和国一

ReporlonlheBasicSurveyonAgTiculIuralandRuralDe‐

velopmeX11byProgmssStageinAsianCounmes

-LaoPeopleisDemocmlicRepublic-（英語版）

1．アジア諸国の発展段階別農業・懸村開発基礎調査報皆
無一インド国一ＬＪ

Ｒｅｐｏ匝onlheBasicSurveyI〕nAgriculIuralandRumlDe-

velopmenlbyProgressStngeinAsial】COunITi'PDs

India-（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報併ilド

ーフイソビン国一

ReporlontheSurveyofUrbaI1izationandDeveIopmenIin
AsianCoumries-Philippines-（英語版）

2．アジア諸国の都市化とＩＪＩ1発調査報告評タイ圃一

Reporlon【hcSurvevofUrbanizaMonandDevcloplnenlm
AsianCountries-Thailand－（英語版）

３・アジア諸国の人|Ｈ１資源開発と労働ﾉ｣に関する調査研究
報告聾一ラオス１１１

３・アジア諸IRIの人NII資jXl淵発と労働力に関する調査研究
報告書一ベトナム同一

４．２１世紀の人口・食綴戦略一アジアと世界一

PopulationandFoodStralegyfor21sIcenIury
-AsiaandWorld-（英語版）

４．アジアの女性労lnt力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

WomeI1isLaborPar(icipali〔〕nandEcon〔)micDevelopmenlin
Asia‐Slmtegyl(〕wａｒｄ２１Ｃｅｎｌｕｒｖ－（英語版）

５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口増力[]と食料一
Challen目eandDecisionfbrlheYear2025

-PopulationlncmaseaITdFo〔)ｄｉｎＡｓｉａ－（英語版）

向狩2025年的jG断一llli洲的人口嶋氏ﾄﾞﾛ糎食一
（中型語版）

TekadUI1tukTahun2025-PerIambahanPOpuIasidan

５．スライド・ビデオ

アジアの女･性たちはいま･…･・（１１本譜版）

IVewHorizonsforlheWomanofAsia（英語版）

ｉｌＩｉ洲鉛女的新坊程（'|]1割語版）

WanitaAsiaKilli……（インドネシア語版）
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PangandiAsia-（インドネシア譜版）PeringatandariBumi-MasaDepanAsia-AirdanPan‐

9,,-〈インドネシア語版）

平成9年度

平成11年度

1．アジア諸国の発展段階別農業･農村開発基礎調査報告番
一モンゴル国一中央県,セレンゲ県を中心として－

ＲｏｐｏＴｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕ｢vevonAgricultumlandRu｢al

DevelopmelltbyProgressStageinAsianCounIries

-Mongo1ia-FocusonTovandSelenge-Aimang-

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

響一ラオス人民民主共和国一

ReporIonlheBasicSurvGyoluAgriculturalandRula］

DevelopmentbyPm摩essStageinAsianCountries

-LaoPeopleosDemocralicRepublic-

2．アジアの社会開発と人間開発

SocialDeveIopmentandHumanDevelopmenIinAsia2．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一中図一上海を中心に

ＲｅｐｏｒｌｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａｋｈｉｎＡｇ§iaI1
CounIries--China-FocusonShanghai-

３．アジア諸国の人間欝源開発と労働力に関する調査研究

報告書一マレーシア脚一

４．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人口を焦点として－

WaIerCrisisirltheTwenlyFirstCentu｢y

-PmspectofAsianPopulaIionandDevelopmem-

３．アジア諸国の職業安定ilill度と雇用政策に関する調査研

究報告書～バングラデシュ人民共和国一

平成12年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ミャンマー連邦一

ReporlonIheBasicSurveyonAgriculluralandRumIDe‐

velopmontbyProgressSlageinAsiaIlCountries

-Myanmar--

５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水資源一

WalerinAlive-PopulalionamdWaにrResouにｅｓ－

（英語版）

水足ｲj生命的人口ﾉﾐi水瞬源一（中国語版）

AirilulIidup-PelldukdaluSumderAir-（インドネ
シア譜版）2．アジア瀦国の高齢化と保健の実態調査報告悲

一タイ国一

RepoTtontbeSurveyo（Agi鴫ａｎｄHeaI1hinAgSian
Coumries-Thai]and－

平成10年度

Ｌアジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告
二代一カンボジア国一一IO

ReporlonUleBasicSurveyonAgriculluralandRuralDe-

velopmenlbyPmgressSIageiI}AHnanCoumries

-Cambodia-

３．アジア諸ilJの職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一カンボジア1劃一

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一大韓民国一

ReportｏｎｔｈｅSurvevolAgillgandHeallhmAsifm

Countries-TheRepLIblicofKorea-

3．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告丼一イラン同一

４．発展の制約一中国・インドをｉＩＩ心に－

CoIlstrainsollDevelopmenl-FocusChiI1aimdllldia-

５．スライド・ビデオ

地球からの警告一アジア、水と食料の未来一

ＡＷａｍｉ｢１９〔1.omlheEarTh-TheFulu唾ｏｆAsia,Ｗａｔｅｒ

ａｎｄＦｏｏｄ－（英綿版）

来自地球｢１勺警告一亜洲．水和機食的未来一（!']国

語版）
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1996年５月にマレーシアのクアラルンプールでＭＩＩかれ

た、人口と食職安全保障に関するＡＰPPD(人｢1と開発

に関するアジア議員フォーラム）特別迎鴬委員会で、

ベトナム国会社会委員会委員長グエン・テイ・タン艤

員とマグサイサイ賞受賞者である著端な農業学者ボー

トン・ズアン博士の共著論文の日本語版の合本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された｡）

UNFPA関.、」－１２１

１．『国際人ロ開発会蟻行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイＰの|画際人、開発会議(lCPD1の行

動計画の要旨。同文謹関連の川版物としては本邦初｡）

２．『国際人ロ開発蟻員会議』、国際人ロ開発議員会職議事
録、1995年（和文）

（内容：1994年カイロで｢E1際人｢1MM発会議(ICPD)に先
駆けて附催された国会雛貝会縦である国際人、１１M発瀧

貝会議の雛１１『録,ｌ可会議にItll7力１１J約300名の国会雛

貝が参加した」会識宣言文はICPD総会でも発表された。

また、この会識を契機としてアフリカ・アラブ地域の

｜型1会議貝フォーラムが''１１;伽された｡）

9．『国際食料安全保障・人ロ・開発議員会露』、国際食料

安全保障・人ロ・開発議員会識(lMPFSPD)議事録､1997
年（和文）

（内容：食料農業機関(FAO)子i三催の世界食料サミソト

（WFS)にあわせ、1996年11月にスイス・ジュネーブで

開催された国際食料安全保障・人|か開発議員会議

（IhrFSPD)の議郵録｡同会議の成果は世界食料サミッ

トで公式に配布され､またＷＴＯルジェーロ』}IF藤局長に

も桜井新・会議議長から手漣された｡） ３．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢
献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に閲する援助の現状と，資金

の流れを分析。我が国の人口分野への貢秋も併救｡）

10．国連人口基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：国連人口避金Uj版物Foodlb「IbeFulureの｢｜

水研版．人口増加の抑llillと食料確保を行うために、女

性の参加が不可欠であることをさまざまな具体例から

解きほぐしている｡）
４．『国際人ロ・社会開発職員会議小国際人ロ・社会開発

議員会繊(IMPPSD)議事録、1996年（和文）

（内容；l止界社会開発サミット(WSSD)にあわせ､l995

jll二３ｋlにデンマーク・コペンハーゲンで洲催された人

’二Iと社会'1M稲に関する国会議風会議雛邪鎌｡）

11．国連食糧農業機櫓(FAO)『リソース・シリーズ４世界
食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画』､1997年(和文）

（内容：l世界食料サミットのローマ宣筒･と行動ifll山の

本邦初の翻訳であり、多分野からlhil文蘇の'1本翻iil<の

決定版として商い評価を受けた｡）

５．黒田俊夫署『リソース・シリーズ１国運人ロ会識２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』､1996年(和文）

（内容：｜印璽主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人口開発会議まですべて

の国連主雌の人L1会瀧に参b11し、人11分野における世

界的大家である等希が､その撤侈を概観し､分析した」

１２「リソース・シリーズ５FiveYeaIsfromlCPPD-国

際人ロ開発議員会議から５年一人口と開発に関する国

会議員会議宣言文』1998年（和・英）

（内雰：カイロの脚際人口ljW発会雛から５年|｣を迎え、

この機会に人1コとI刑発に閥するlR1際議員会雛，地域瀧

貝会議の宣言文を集成。今後の更なる発展のための驚
料とした｡）

６．ToshioKuIcdaResourceSerieｓ２１１ＦｒｏｍＢｕｃｈａ

ｒｅｓｔｔｏＣａｉｒo-20YearsofUnitedNationsPopula-
tionConferences-''’１９９６（英文）

（内容：好評をもって迎えられたｒリソース・シリー
ズ］」の英文版｡）

13．『リソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsia』
1998年（和文〉

（内窓：当財団がｔ催する「人'二IとＩ)'1発に１４｜するアジ

ア脚会議員会議」で呼びかけを行い各国の人ｕ政策

を各国政府責任者もしくは専門家が記述した各111の

政策に責任を持つ国会議員が関与しているRXで．類例
を兄ない，）

７．『国際女性・人ロ・開発議員会議』、国際女性・人口・

開発議員会艤(IMPGPD)識事録、1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会読(ＦＷＣＷ)にあわせ、ｌ９９５

ｉｌｉ９ｋｌに来京で開惟された|J1際女性・人口・開発篭貝

会雛(lMPGPI)|の雛ｲﾄﾞ録｣可会議には第４回世界女性会

擁に対する各政府代表を中心とする'１１会議貝が参加し
た｡）

14．『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』1998年（和文）

（内奔：ワールドウオッチ研究所から|:ﾘ行されたSa1ldm

Poslel箸、Ｗ()rldwalchPaperl32

］)ividmgtheWkllcrs:Ｆｏ〔)dSecurily,EcosysIemllealIh､ａI】d

theNewPoIi【icsofScnrcityの邦択⑩今後人類社会に大き

な揃約を与えるのが、淡水資源の不足である，墹え銃

Ｂ、ＦＡＯ／UNFPAおよびボートンズアン､グエン・ティ・

タン箸、「リソース・シリーズ３食料安全保障と人ロ：
資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの雄lWiとしてllKl連食料賎

業機ＩＨＩ(FAO)が国連人、蕊金との共同研究された、￣人

「l墹力||と土壌劣化」にlIklする論文のＨ本譜版および、
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ける人口を支えるための農業生産もまた淡水資源の逼

迫によって大きく制約を受けると考えられている。地

球は水の惑星といわれるが飲料や農業用に安定して使

用できる水の総鹸は地球上の水の0.000008％に過ぎな

い。この水の総量は、有史以来変わっておらず．人ｕ

が増加する分だけ、一人当たり使用できる水の並はど

んどん減少しているのが現実だが、このことが十分に

認識されていない。人ｎ潮加を支えている地球のllH界

が目の前に迫っていることに蕃告を発している｡）《日

本糖版版権取得）

国連本部で開催された「国際人ロ開発会議から５年評

価のための国連人口特別総会報告書」日本語版。同会

議では、国際人口開発会議(ICPD)から５年を経て、そ

の進捗を妨げる障害､ＡＩＤＳなどの予想以上の蔓延など、

時代の変化をとり入れ、行動計画を実施する上で必要

となる指標や障害を解消するための具体的行勤などを

国連加盟国が鬮連総会の場で協議し確認した。

19．人口と開発に関するアジア識員フォーラム第６回大会2000年

世界殿初の人口とI;'１発に関する議員フォーラムである

「人ロと開発に関する議員フォーラム(AFPPD)が３年に

一度開催する大会の議事録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人にＩ

と開発に関する地域議員活動として、アジアのみなら

ず、世界レベルでも人口と開発に関する国会議員活動

の指導的な役割を担っている。その提唱者であり、創

設者の佐藤隆・元農水大臣と、桜井新・現議長の出身

地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報告書(ｎ

本語版)。同大会では1000年期妓後の大会として．２０００

年期に向けたアジア・太平洋地域の人口・開発問題に

関する国会議員の活動方針を協議し、その成果はｒ新

潟宣言」にまとめられた。

15．国運人ロ基金「人類のための環境」1998年（和文）

（内容：国連人口基金出版物EnvimnmenlforPeople

の日本語版。人ロ問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の間

に架け橋を懸け、相関関係を重視することが必要であ

るとの視点に立って、主に環境と人口のⅡⅡに横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点．方法，

手段を探っている｡）

16．リソース・シリーズBParliamentarians'Activitieson

PopulaticnandDevelopment-Histo｢yofParliamen-

tarians'Activitiesandit『sFindings-1999年（英文、

－部スペイン語）

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人口開発会議評価のための国会議員フォー

ラム(IFP)のために準備された出版物である｡この出版

物は1994年の国際人口開発会議以降の人口と開発に関

するアジア議員フォーラム(AFPPD)を始めとし，アメ

リカ地域人ｎ.開発国会議員グループ(IAPGIアフリ

カ・アラフバ111城人L11lI1発議貝フォーラム(FAAPPD)､ヨー

ロッパ地域の国会議員活動の成果である宣言文と、各

鍍述の活動史を纏めた世界で初めての出版物である。

国会議員活勅の地球:規模での広がりをも象徴している。

20．リプロダケテイブ・ライツ・チャート2000年

ＩＰＰＦ（国際家族計画連盟）が作成したⅢIPPF／iwalaw，

repmductiveri甑【320001'ウォールチャートの日本語版。
世界各同のリブロダクティブ・ヘルスやライツに関連

する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである。

英語版ではアルファベット順になっていたものを地域

別・あいうえお順に編集を加え、読者の便を図ってい

る。また、各国の国名表記は外務省の表記に準拠した

正規翁称を用いている。

21．女性のエンパワーメントに向けて2000年

ＵＮＦＰＡのWorkingtoEmpowerWomen,ＵＮＦＰＡ'sExpe‐

rienceinlmplementmgtheBeijiI1gPlalformolActioI1の日

本語版。“女性のエンパワーメン卜"は国際人口開発会

議(ICPD)行動計画において人口問題の解決を果たす上

での砥要なカギとなる概念として位iii付けられた。ま

た、中国北京で開催された第４回世界女↑化会譲では中

心的な概念となった。第４１回1世界女性会議から５年を

踏まえ、人口，女性問題に共通する女性のエンバワー

メン卜を中心に､ICPD行動計画ならびに女性会議の行

動綱領実施と関連するUNFPAの活勤を具体的に紹介し

ている。

17．国際人ロ開発会議評価のための国会議員フォーラム0FP）

報告轡1999年

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて|洲催さ

れた「国際人口珊発会議評価のための国会雛員フォー

ラム(IFP)｣の報告書である｡同会議には103カ国からお

よそ210名の111会議貝が参加した」剣会議では国際人１１

開発会議から５年間の進捗状況とその進展を阻む障害

につv､て熱心な討議が行われ、人口と持続可能な開発

を一賀した視点で扱う､１Fを強く求めた『国際人｢I開発

会議評価のための国会議員フォーラム・ハーグ宣喬」

が採択された。この内容は会縦fLllT勝総長を務めた桜井

新AFPPD議長の手によって.ハーグの国際フォーラム

ならびに３月にニューヨークで洲催された雄lili会議の

蝿でも発表された。

22．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキット2000年

度版』2001年

UNFPA,!'PopulationlssuesBriefingKit2000ILの翻iiI<､人

口問題は“数,,の問題ではなく、生きて生活している

“人々”の問題であるという視点から、現在の人口分野

における様々な課題とその'１H題への取り組みを概観し

たもので、カイロの行動計画実施の意味を税IｿＩしてV、

る。

１８．第21回国連特別総会特別委員会報告番「付録」

国運人ロ開発会議行動計画のさらなる実施に向けた主

な行動1999年

1999年６月3011～７月２日にかけて、ニューヨークの
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ＡＰＤＡ 一曰誌一

５
月
釦
日
本
協
会
評
議
員
会
並
び
に
理
事
会
を
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
。

５
月
Ⅳ
日
「
Ｇ
Ｉ
Ｉ
／
Ｉ
Ｄ
Ｉ
に
関
す
る
外
務
省
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
懇
談
会
」
に
加

藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

５
月
、
日
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
女
性
部
会
メ
ン
バ
ー
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
国
際
医
学
顧
問
委

員
会
委
員
と
の
懇
談
会
に
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、

星
合
千
春
国
際
課
長
、
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

５

１月
５４

日日

４
月
５
日
「
日
本
財
団
春
の
交
流
会
２
０
０
１
」
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と

遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
出
席
。
同
会
で
事
業
成
果
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
２
０
０
０
年
度
ベ
ス
ト
ヒ
ッ
ト
・
公
益
福
祉
部
門
で
第

一
位
を
受
賞
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
主
催
「
第
十
七
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国

会
議
員
代
表
者
会
議
」
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
で
開
催
。
清
水
嘉
与
子
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
理
事
長
他
二
十
一
カ
国

か
ら
七
十
六
名
が
参
加
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
か
ら
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
・
事
務
局
長
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
、
星
合
千
春
国
際

課
長
、
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
張
。

イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
）
事
務
局
長
、
稲
岡
恵
美
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
来
日
。
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、

清
水
嘉
与
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
、
南
野
知
惠
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副

事
務
総
長
、
川
橋
幸
子
参
議
院
議
員
と
懇
談
。

・
事
務
局
長
、
楠
本
修
主
任
》

加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
張
。

６

１月
２１１９

日日

６
月
四
日
厚
生
労
働
省
・
外
務
省
が
本
協
会
の
公
益
法
人
立
入
検
査
を
実

施
。

６
月
週
日

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
カ
ン
ト
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の

主
催
で
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
排
除
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
星
合
千
春
国
際
課

長
と
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
参
加
。

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
を
開
催
。

⑪
平
成
皿
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
平
成
十
三
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算

②
第
刀
回
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
の
報
告

(２ l）

平
成
四
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

平
成
田
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
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◇
こ
の
地
球
の
寿
命
が
、
折
り
返
し
点
に
き
た
今
、
人
口
問
題
を
い
つ
ま
で

も
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
だ
け
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
１
１

と
春
号
で
寸
言
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
五
月
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
「
人

口
・
食
料
・
水
」
を
テ
ー
マ
に
主
催
し
た
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
代
表
者
会

議
で
は
〃
こ
の
会
議
が
、
人
口
と
開
発
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

広
義
の
議
題
を
討
議
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
た
い
へ
ん
有
意
義

だ
っ
た
〃
と
熱
い
賛
同
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

◇
討
議
内
容
の
速
報
は
本
号
に
特
集
し
た
が
、
ワ
イ
カ
ト
大
学
の
イ
ァ
ン
・

プ
ー
ル
教
授
は
〃
カ
イ
ロ
の
準
備
会
議
で
あ
る
プ
レ
ッ
プ
コ
ム
Ⅲ
で
は
、

人
口
と
開
発
問
題
を
扱
う
は
ず
の
会
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
容
は
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
し
か
な
く
、
薄
い
報
告
書
の
中
に
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
チ
ヨ
イ
ス
と
い
う
言
葉
が
な
ん
と
百
二
十
四
回
も
登
場
し
た
。

リ
オ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
も
環
境
を
論
ず
る
際
の
人
口
問
題
の
扱
い
方
は

不
十
分
だ
っ
た
〃
と
厳
し
か
っ
た
。

◇
我
々
は
、
こ
れ
か
ら
も
食
料
・
水
問
題
の
論
議
を
皮
切
り
に
、
人
口
問
題

解
決
の
た
め
に
共
通
の
根
幹
に
つ
い
て
大
局
的
立
場
に
立
っ
て
迫
っ
て
い

く
が
、
今
回
の
会
議
で
会
場
で
語
ら
れ
た
一
一
１
１
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先
住
民

マ
オ
リ
の
説
話
が
妙
に
脳
一
曇
に
残
っ
た
。

マ
オ
リ
の
精
霊
に
、
世
界
で
最
も
大
切
な
も
の
は
何
か
１
１
と
聞
い

た
。精
霊
は
答
え
た
。
ヘ
タ
ン
ガ
タ
（
人
だ
よ
）
、
ヘ
タ
ン
ガ
タ
、
ヘ
タ
ン

ガ
タ
と
。

遠
い
南
の
島
で
も
、
ヒ
ト
（
函
。
白
◎
、
色
目
の
ロ
の
）
の
行
動
が
い
か
に
大
切

か
問
わ
れ
て
い
た
の
だ
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

攪寸
一
言

表紙の写真説明

獺
ニュージーランドのオーク

ランドで開かれたＡＰＤＡ会

議（第17回人口と開発に関す

るアジア国会議員代表者会議）

に集まった各国議員代表一

本格的な人口問題討議を前に

剛わが意を得たり〃と嬉しそう

な表情でNIVサイン〃

人ロと開発・夏季号く通刊76号〉
2001年７月１日発行く季刊〉

●編集発行人広瀬次雄

●発行所

財団法人アジア人口・開発協会

〒160-0022

束京都新宿区ｌ５－１－３Ｆ

ＴＥＬ（03）3358-2211（大代表）

ＦＡＸ（03）3358-2233

●印刷所

文化'三|]刷株式会社
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蝋繊１ ご予約･お問い合わせは､JALﾌﾘｰダイヤルでどうぞｂ
ニッコーコクサイ

国際線予約･案内函０１２０算25-5931
＝ツコーコクナイ

国内線予約･案内ﾛ画0120-25-5971
電話謡号をよくお鞭かめのうえ､おかけください。

wwwjaLco,jｐ
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おかげざまで５０凶年:


